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　家路を進んでいると、通りすがった顔見知りのおばさんたちに笑顔で声をかけられた。

「こんにちはあ、紬じゅ里りちゃん今日もお買い物？　偉いわねえ」

「こんにちは」

　愛あい想そよく挨あい拶さつを返すと、途と端たん、おばさんたちがパッと華やいだ様子になる。

「本当、水みず橋はしさんちのご兄弟はみんな可か愛わいくて――」

「ねえ、頭もいいし、礼儀正しいし、うちの子にも見習わせたいわあ」

　いつもながらに大絶賛な主婦の会話を背に聞きつつ、水橋紬里は住宅街に並んだ一軒家のひとつを目指して歩いていく。

　私立高校の制服はこの六月に入ってもう夏服。灰色のチェックのズボンに白いシャツ、青いネクタイはこの辺りでは有名な地元進学校に通っているという印だ。小こ脇わきに抱えているのは、シャツの胸ポケットと同じ、校章の入った学校指定鞄かばん。細身の体に生まれつきの茶色がかった髪、愛あい嬌きょうのある大きな目に女の子が泣いて羨うらやみそうな長い睫まつげ、傷ひとつないきめ細やかな肌。

　誰がどう見ても『美少年』としか表現しえない高校生の手にぶら下がっているのは、近所のスーパーのビニール袋。

　今日は特売日で、いい買い物した――となかなか上機嫌で、紬里は辿たどり着ついた家の門もん扉ぴを開け、玄関のドアにポケットから取り出した鍵かぎを差したところで、特別手入れをしているわけでもないのに綺麗に整った眉を顰ひそめた。

　鍵が開いている。半なかばで嫌な予感を覚えながら、紬里はそのドアを開けた。

　玄関の三た和た土きには、男物の革靴、スニーカー、女物の小さいミュールやパンプスが雑ざっ多たに脱ぎ捨てられている。

「キャー、おかえりなさーい！」

　溜息をつきかけた時、何な故ぜか女の子の悲鳴に出迎えられた。バタバタと、奥の居間から廊下を走って玄関まで現れた大学生くらいの若い女の子が二人。

　両方とも結構な美人だ。紬里を見てやけにはしゃいでいる。

「君が水橋の弟!?　マジですっごい可愛いねえ！」

「うわー、本当に『ジュリ』って顔してるー」

「――こんにちは、和かず臣おみのお友達の方ですか？」

　あくまで愛想よく、品よく微笑ほほえんで、紬里は彼女たちに答えた。また「キャー！」と絶叫されてしまった。どうやら喜んでいるらしい。

「そうそう、お兄ちゃんのお友達。お邪魔してまーす」

「ごゆっくりどうぞ」

　二人に会え釈しゃくして、革靴を脱ぐと、紬里は自宅に上がった。さりげなく彼女たちを遠巻きに避さけながら──広い家でよかった、とこんな時心底思う──奥の部屋のガラス戸を開ける。

　居間にはやはり大学生くらいの男が三人、女の子がもう一人、ソファに座ったり、床でごろごろ寝転んで、大画面のテレビの方を見ている。

「ただいま」

　ソファの背もたれに両手を広げて隣に女の子を侍はべらせ、足を組んでいる男を冷たい目で見遣りつつ紬里は言った。

　だが相手は口くち許もとに人を喰ったような笑みを浮かべながらちらりと紬里を一いち瞥べつしただけで何も言わず、代わりに他の三人が紬里の方を見上げてそれぞれ口を開く。

「こんにちはー」

「よう紬里ちゃん久しぶり」

　知ってる顔と知らない顔が半々だ。彼らも、ソファに王様みたいな顔で偉そうに座っている兄、和臣の大学の友人だろう。

「こんにちは、ごゆっくり」

　紬里が全員にまとめて愛想笑いで会釈して、スーパーで買った食材をキッチンの冷蔵庫に詰め込んでいると、玄関で会った二人組も部屋に入ってきた。

「ねえ紬里君も一緒に遊ぼうよ。お兄さんさっきから容よう赦しゃなくてさ、紬里君が仇かたき取ってよ」

　暇な大学生どもは、多人数参加型の家庭用ゲームで遊んでいたらしい。

「いえ俺は、ゲームとかやらないんで」

　できるだけ申し訳なさそうに見えるよう気をつけながら答えると、女の子たちは不満げに唇を尖らせた。

「ちょっとくらいいいじゃん、やってきなよー」

「すみません、学校の課題があるので失礼します」

「えー、でも」

「無理無理、そいつ優等生だし」

　なおも紬里を引き留めようとする女の子たちの後ろからかかってくる、笑った男の声がひとつ。

　紬里が振り返ると、ソファのところから和臣がにやにや笑ってこちらを見ている。

　一目見るだけで俺様な性格がわかる顔というのはものすごい、と四つ年上の兄を見るたび紬里は思う。やたら意志の強そうな切れ長の目にキツイ印象の真まっ直すぐな眉、無駄な肉づきを一切感じさせないシャープな輪りん郭かく、薄い唇に常に浮かんでいるのは悠ゆう然ぜんとした笑み。

　和臣の表情や態度が揺らいだところを、紬里は物心ついた時から一度も見たことがない。

「遊んでもつまんないからどうせ。真ま面じ目め子こちゃんなんだよ」

「じゃあ、失礼します」

　あくまで笑顔は絶やさず、紬里は声まで見た目と同じ印象を持つ和臣の言葉を無視して、さっさと部屋を後にした。

　二階に上がり、自室の中へ入ると、後ろ手にドアを閉めてから大きく息を吐き出す。

「そりゃ、おまえよりは真面目だよ」

　面と向かって言わないのは、言えば十倍の言葉で報復されるのが目に見えているからだ。

「つか、また大人数連れ込むなっつーの。後で片づけんのは俺なんだぞ」

　ぶつぶつと不平を呟きつつ、紬里は学生鞄をベッドの上に放り投げた。

　八畳弱の広さを持つ洋間はきっちりと整せい頓とんされ、ゴミの一つも落ちていない。散らかっている状態が許せないのは子供の頃からの性格だ。

　二年前に交通事故で両親を亡くした水橋家で、掃除含め家事全般を請うけ負おうようになったのは、当然のように三男の紬里だった。

　長男の利り一いち郎ろうはすでに就職して家計を支えてくれる大黒柱。

　そして大学生の和臣と言えば、利一郎が多忙なのをいいことに、彼が帰ってくるまでの間、外で遊び呆けたり今日みたいに友達をたくさん家に連れてきて騒いだりと、やりたい放題だ。

　でも連れてくるのが『大勢の友達』ならいい。

　和臣が隣の部屋で誰かと二人きり籠こもったり、シャツ一枚の可愛い女の子が家の中をうろうろ歩き回ったりするよりは。

（ちょっとは思春期の弟の情じょう操そう教育について考えろとかいう……）

　外では決して見せない仏ぶっ頂ちょう面づらで、紬里は制服のネクタイに手をかけた。和臣たちのところから逃げる口実ではなく課題がある。着替えて机に向かいたい。

　Ｙシャツを脱ぎ、部屋着用のＴシャツを簞たん笥すから出したところで、前触れなく部屋のドアが開いて紬里はぎょっとした。

「やだあ、男子高校生の生着替え！」

　玄関で自分を出迎えた女性たちだった。紬里のことを部屋まで追いかけてきたらしい。

　急いでＴシャツを着てしまおうとしたのに、彼女たちに腕を摑つかまれて、紬里は上半身を晒さらしたままベッドに無理矢理座らされた。

「す、すみません着替え中なんで！」

「見ればわかるってば。わあー、紬里君肌つるっつるだねえ」

「本当、男の子なのに腹立つわあ。てゆか、ほっそーい」

　追い出そうと声を張り上げても、はしゃいだ二人組に剝むき出だしの肌を観察されるばかりだ。部屋の鍵を内側からかけておかなかったことを紬里は後悔した。

「あのっ、すみませんけどあんま触ったりとか」

　突き飛ばしてやりたいが、相手は女性なのでそうもいかず、紬里はぺたぺたと自分に触れてくる細い手から逃れるために身を捩よじった。

　その隙を突くようにベッドに押し倒されて、二人がかりで押さえ込まれてしまう。

「やーん赤くなって、可愛い。悪いた戯ずらしちゃうぞ」

「ねえゲーム好きじゃないなら、お姉さんたちと別のことして遊ぼうよ」

　明らかに面白がっているだけで、彼女たちが本気で自分をどうこうしようとしているわけではないことはわかる。反応すればするほど調子に乗られるということもわかっている。わかってはいるが、さすがに半はん裸らの上に若い美人二人に乗っかられるという状況は、高校二年生の健康な男子としてシャレにならなかった。

「ちょっ、マジでやめ……和臣！　和臣ー!!」

　お姉さんたちに押し倒され抱きつかれながら、紬里はあらん限りの声を張り上げた。誰の差し金で彼女たちがここに来たのかなんて、考えるまでもない。

　そう待つまでもなく部屋に入ってきたのは、おかしそうな笑いを喉のどから漏もらしている、おかしそうな顔の和臣の姿。

「いい格かっ好こうだな、紬里」

　言いながら、和臣は構えた携帯電話で押し倒されている紬里の姿を写真に収めている。

「浮気現場写真、おまえの彼女に送っといてやろうか？」

「……っざけんな和臣、これのどこが浮気なんだよ！　いいからこの人たち退どかせよ！」

　こちらも完全に面白がっている和臣を紬里が必死に怒鳴りつけ、睨みつけても、怯ひるむ素そ振ぶりもない。

「えー、紬里君彼女いるの？　なっまいきー」

　何がだよ、と彼女たちにも怒鳴りつけたいのを、紬里はどうにか我慢する。嫌がれば嫌がる態度を取るほどいいように弄もてあそばれるのだ。和臣の友人たちはまったく和臣にそっくりな奴らばっかりで、紬里は腹が立ってくる。――いつものことながら。

「ま、もういいだろ。そんな貧ひん相そうなのと遊んでないで下戻れ」

「だって水橋ゲームばっかりやってて、つまんないんだもん」

「いいから行けって、言うこと聞かないと遊んでやんねえぞ？」

「はあい」

　和臣の言葉に頷くと、女の子たちはもう紬里に目もくれずに部屋から出ていった。

　和臣はなぜか部屋に残って、上半身裸のまままだベッドに転がっている紬里を見てまたおかしそうに笑う。

「女なんかにいいようにされて、なっさけねえの」

「……誰のせいでこんな目に遭あってると思ってんだ」

　髪もすっかりぐしゃぐしゃにされてしまった。紬里は不機嫌な顔でそれを直しながら、ようやくベッドの上に起き上がる。

　そんな紬里の姿を見て、和臣がわざとらしく大おお仰ぎょうな溜息をついている。

「自分の貧ひん弱じゃく棚たなに上げて文句言うなっての。そんな鶏ガラみたいな体してっから女に勝てないんだ。襲われたら犯し返すくらいの気き概がいを見せろよ気概を」

「滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ言うな、おまえとは違うんだよエロ魔人！」

　腹立ち紛まぎれに、紬里は枕を摑むと和臣目がけて思い切り投げつけた。だが和臣はあっさりその枕を片手で受け止め、すぐに紬里の顔を狙って投げ返してくる。

　咄とっ嗟さに受け止めたのでまともに喰らうことはなかったが、枕に気を取られているうち和臣がすぐそばまで近づいて、気づいた時には片手で乱暴に顎を摑んで揺さぶられていた。

「あー？　お兄様に楯たて突つく悪い口はこれかなー？」

「いっ」

　和臣の力は容よう赦しゃない。慌ててその片腕を両手で摑み上げようとするが、それより早く強烈なデコピンを喰らい、紬里は頭を押さえて再びベッドにひっくり返った。

「痛……ッ、マジ痛……ッ！」

「おまえちょっとコンビニ行ってビール買ってこいよ、発はっ泡ぽう酒しゅじゃなくてビールだからな、こないだみたいに間違ったらもう一回デコピン」

　涙目になってベッドで悶もん絶ぜつしている弟にそう言い放つと、返事も待たず、和臣はそのまま部屋を出ていった。

　ようやく静かになった部屋の中で、紬里は上半身裸のままぐったりとベッドに横たわる。

　和臣が閉めてもくれなかったドアの方から、階下で楽しげに騒ぐ和臣の友人たちの声が響いてくる。

「バ……ッカじゃねえの」

　それを聞きながら、紬里は無性にイライラして、ベッドの上で寝返りを打つと今度は俯うつぶせになった。

　傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな兄の所しょ行ぎょうに腹が立つ。小さい頃からこの調子で、和臣の命令に紬里が逆らえたことは一度もない。

　和臣の言葉は、紬里にとって絶対だった。

　――あらゆる意味で。

「……鶏ガラで、悪かったな」

　自分の体が貧相なことくらい自分が一番知っている。どんなに食べても運動しても、なかなか育たないのだから仕方ない。そういう体質なのだろう。

　でもそれを和臣に揶や揄ゆされたことが、紬里の気持ちを簡単に傷つける。

（……今日の人たちも、柔らかそうだったな……）

　部屋に襲いに来た女の人たちも、居間で和臣に寄り添うように座っていた人も、わかりやすく巨乳だった。前に大きければ大きいほどいいと言っていたのを聞いたことがある。和臣の趣味は、スレンダーな美人より胸や二の腕や唇のぽってりした可愛いタイプだ。

　それと自分がどれほどかけ離れているかなんて、確認するまでもなく紬里は知っている。

（それ以前に性別が）

　何でこんなくだらないことで悩まなくてはならないのだろう――と落ち込む紬里に、駄目押しで和臣の大声が聞こえる。

「おい早くビール！　五分で買ってこないとまたこいつらの餌えさにするぞ！」

「キャー、やったー！」

　続けて、またしても黄色い悲鳴。

「……ああああ、もう、行けばいいんだろ！」

　せめて無視してやれば多少の意い趣しゅ返がえしになりそうなものなのに、和臣の命令はやっぱり紬里にとっては絶対だ。

　条件反射的にベッドから起き上がり、聞こえればさらに弄いじられるのはわかりきっているので和臣の耳に届かないくらいの声で悪あく態たいをつきながら、紬里は床に落ちているＴシャツを身に纏まとった。
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「そう、また和臣さんに弄られちゃったのね」

　おかしそうな表情で茜あかねに言われて、紬里は思い切り眉み間けんに皺しわを寄せた。

「弄るとかいう言い方はやめろよ。何となく」

　抗議すると、ますます笑われてしまう。あまり面白くない気分で、紬里は手にしたコンビニ弁当に箸はしをつけた。

　学校の昼休み、あまり人通りのない中庭の片隅で、紬里は女子生徒とベンチに並んで腰かけ、昼食を取っている。

　隣に座るのは今どき珍しいくらい真っ黒い髪を長く伸ばした、理知的な美人。リボンつきの制服を他の大勢の女子生徒のように着崩すこともなく、だがそれが妙に似合っている、いかにも優等生然とした少女だった。

「その後も、つまみ買ってこいだの煙草たばこ買ってこいだのヤンジャン買ってこいだの、使いっ走りにされるし。高校生に酒煙草の買い物行かせるなっての、店の人は顔見知りだから通報されたりはしないけどさ。あと用事があるなら一いっ遍ぺんに言えっていうんだよ」

「でも紬里は、怒りながらも結局和臣さんの命令には従したがっちゃうのよねえ」

　茜の言葉に紬里は言い返すことができず、憮ぶ然ぜんとした顔で弁当の鮭さけを口に放り込んだ。

　紬里の反応を見て、こちらは手作りの小さな弁当をつつきながら、茜が綺麗な笑い声を上げる。

「大変ね紬里は、毎日毎日色んな人にヤキモチばっかり」

「……毎日毎日別の人間を連れ込むなっていうのを訴うったえたいんだけど、俺は」

　溜息交じりに紬里が言うと、茜は少し気の毒そうな眼まな差ざしになった。

「でももし和臣さんが唯ゆい一いつ無む二にの彼女なんて連れてきた日には、紬里はもっと落ち込みそうよね？」

「……」

　そうかも知れない、と思うと、紬里はまた茜の前で返事に詰まってしまうのだった。

「……つか茜、何度も言うけど俺のこと下の名前で呼ぶのやめろって」

　結局敗北した気分になりながら、紬里は話題を変えることを選んだ。

「いいじゃない、似合ってて。赤点常連がジュリとか、素行不良で職員室呼び出し常連がジュリとかなら、そりゃミスマッチすぎて笑っちゃうけど」

　茜は紬里の訴えを受け入れる気はまったくないらしい。紬里は大きくかぶりを振って見せた。

「逆だっての。この顔でこの名前で頭まで悪かったら悲ひ惨さんだろ、だから毎日死ぬ気で勉強してんだ。俺は茜と違ってもともと頭いいわけじゃないし、苦労してるんだぞ」

「中間試験の学年首席が何言ってるのよ。まあ期末は私が奪い返すけど」

「ほんとだって。それにこの名前で気取ってたって笑われるだけだから、せめて人当たりよくなるようにって心懸けて」

「苦労性っていうか、貧乏性よねえ紬里は。そこまで気を遣わなくても、もっと自分のやりたいように振る舞えばいいのに」

　それはまったく自分でも切実に思うところだが、性格だから仕方がない。紬里はもう癖になっている溜息をまた吐き出した。

「とにかく、呼ぶなよ。俺がこの名前嫌いなの知ってんだろ」

「知ってる。だから呼ぶんじゃない、学校でそう呼んでるの私だけでしょ。私は紬里の特別なんだから」

「……自分は呼ばせないくせに……」

　口で言っても敵かなわなそうなので、紬里は横を向いて小声で呟く。茜というのは苗みょう字じで、鶴つる子こという古風を通りこして前ぜん時じ代だい的てきな自分の下の名前が気に入らない彼女は、誰にもその名を呼ばせなかった。その話題を口にすることすら彼女の怒りに触れる。

「なあに、何か言った、紬里？」

　にこやかな顔で訊ねられ、紬里はしかしその後ろに明らかな怒ど気きを見て取って、慌てて弁当をベンチに置くと立ち上がる。

「ちょっと、飲み物買ってくる。茜も何か飲む？」

「紅茶。お砂糖入ってないやつね」

「わかった」

　頷いて、紬里はそそくさと茜のそばから離れた。

　中庭から少し離れた校舎沿いに、飲み物の自動販売機が並んでいる。そこで自分の分と茜の分のジュースを買っていると、どこからともなく制服姿の女子生徒が三人現れた。

「あのう、水橋先輩……」

　おずおずと、顔を赤くしながら近づいてくるのは、態度からして下級生。

「これ、さっき調理実習で作ったんですけど、よかったらもらってくれませんか？　あの、捨てちゃっても構わないので、受け取るだけ！」

　緊張しているのが見るからにわかる態度の三人に、紬里は申し訳ない気分になりながら、困ったように微笑んで見せた。

「ごめんね。気持ちは嬉しいけど、彼女に悪いから、受け取れない」

　やんわりと、だがきっぱりと答えた紬里に、一年生たちが揃そろって落胆し、肩を落としている。

「で……ですよね、あんな素敵な彼女いるのに、こんなの渡されたら迷惑ですよね――ごめんなさい！」

　三人組は、泣きそうな顔で一いっ斉せいに身を翻ひるがえし、校舎の中へと駆け去っていった。

「あーあ、可か哀わい想そう。また女の子泣かせてんのかよ水橋」

　その後ろ姿にさらなる罪悪感を覚える紬里のそばに、今度は男子生徒が一人、からかうような口調で言いながら近づいてきた。彼も自販機で飲み物を買いに来たところ、今のやりとりを目撃したらしい。

「悪いなあとは思うんですけどね」

　去年委員会で一緒になった三年生の先輩だ。特別仲よくはなかったが、校内で顔を合わせるたび挨あい拶さつくらいはする間柄。

「今の子たちも全員結構可愛かったけど、茜と較べたらどっち取るかなんて一いち目もく瞭りょう然ぜんだしなあ。モテる色男は苦労するな」

　先輩の表情は、どちらかといえば紬里に同情的だ。

「まあおまえみたいのが彼氏だったら茜も倖しあわせだろ、うまくやれよ」

「はい」

　気のいい親戚の伯お父じさんのようなことを言う上級生に頷いて見せてから彼と別れ、紬里は両手に飲み物の缶を持って中庭の方へ戻った。

「……あれ」

　そして先刻まで自分の座っていたベンチの方を見て、少し眉を顰める。

　そこに座った茜の前に、別の男子生徒が立って彼女に何かを言いい募つのっている。茜は少し身を竦すくませるように俯うつむいていた。紬里は慌てて走り出す。

「だから、別に彼女になれとか言ってるわけじゃなくて、一回くらいは俺と遊びにいってくれてもいいんじゃないかって――」

「茜？」

　ベンチのそばまで来ると紬里は歩調を緩ゆるめ、ことさらのんびりした明るい声を出してみた。顔を上げた茜がほっとした表情になり、紬里に気づいた男子生徒が不愉快そうに顔を顰しかめる。

「友達？」

「ううん……知らない人」

　訊ねた紬里に、茜が小さく首を振り、男子生徒がカッとした様子で茜の方へ一歩踏み出す。

「知らないって、何度も話したじゃん」

　茜がますます怯おびえて小さくなった。紬里は男子生徒に近づいて、穏やかに相手へ微笑みかけた。

「悪いけど、今二人でメシ喰ってるとこだから。茜も嫌がってるし、ここは退ひいて。な？」

　あくまで鷹おう揚ような態度で言った紬里に、頭に血が昇ったような顔でそれを睨みつけていた男子生徒の態度が、次第に居心地の悪そうな様子に変わっていく。

「せっかく二人きりになれるところだし、その時間を邪魔されたくないんだ」

　駄目押しに、紬里は照れ笑いを浮かべつつそんな歯の浮くような台詞セリフを口にしてみる。相手の肩が、敗北を認めたようにがっくりと落ちた。

「……そうですか。すみません、お邪魔しました」

　ぼそぼそとそれだけ言うと、男子生徒が走り去っていく。

　紬里は小さく息を吐いて、再び茜の隣へ腰を下ろした。

「──大丈夫か？」

　冷たい紅茶の缶を手渡すと、茜がそれをかすかに震える手で受け取る。

「ん……ごめん、助かった」

「今の一年か。まだ入学して二ヵ月足らずで、あんま俺らの噂届いてなかったかな」

　二年生の水橋と茜と言えば、この学校内ではもっとも有名で、もっともお似合いな美男美女、才さい色しょく兼けん備びの優等生カップルだと、教師にすら認められる恋人同士だ。

　少なくとも、表向きは。

「まあ今ので思い知っただろうし、もうちょっかいかけてこないだろ。あー、また恥ずかしい技を使った……」

　自分に憧あこがれる女子生徒に申し訳なさそうな顔で微笑みかけるのも、自分の『恋人』を横から狙う不ふ埒らちな男子生徒に余裕の態度で接して浮かれた言葉で追い払うのも、本当は紬里のガラじゃない。

「ごめん、紬里……」

「謝ることないって、お互いさまなんだから」

　だがそれは必要なことだった。紬里にも茜にも。

「ほらそれ飲んで、落ち着け。……俺もさっき茜のことダシに使ったし。大だい体たい和臣の話なんか聞いてくれるの、おまえしかいないんだ。こっちの方が謝りたいくらいだよ」

　紬里と茜が『つき合う』ことになったのは、去年、お互い一年生だった頃の二学期頭だ。

　あの時は三年生を相手に、茜がこうして小さくなって震えていた。その三年生が執しつ拗ように交際を迫り、だが靡なびかない茜に焦じれた挙あげ句く、半ば恫どう喝かつのような態度で彼女を責め立てているところに、紬里が遭遇したのだ。

　咄嗟に、紬里は自分と彼女が恋人同士という設定を勝手に作って、その先輩を追い払った。

　入学して半年で『学校始まって以来の美少年』という水橋紬里の話は、実際の容姿コミで三年生にまで完全に広まっていた。紬里と較べてしまえば、ご面めん相そうにも頭のデキにも難があった先輩は、悪あく態たいをつきつつも、敵わないと悟さとって茜と紬里の前から退たい却きゃくしていった。

『悪い、勝手につき合ってるとか言っちゃって』

　青い顔色で小さくなっている茜に、助け船を出すつもりであったとはいえ不愉快な思いをさせてしまったと、その時紬里は謝った。美少女・茜の男嫌いは、紬里の美少年ぶりと並んで学校内では有名だった。入学してから数知れない男子生徒が彼女に粉をかけては、冷たく無視されて撃沈し続けていると。

　入学式で学年総代の挨拶を任されるほど賢くて真面目そうな彼女にしてみれば、アイドルみたいと女の子たちにちやほやされる自分の軟弱な容姿は苛立ちの対象だろうと思って、紬里はすぐその場から立ち去ろうとした。

　だが茜は機嫌というより具合が悪いのだと気づいて、慌ててもう一度声をかけようとした時、彼女がしゃがみ込んで泣き出したので紬里はさらに焦あせった。

『……嫌い、男の子なんて大嫌い……！』

　泣きながら吐き出した彼女の言葉から、紬里は茜が男性嫌いなわけではなく、小さい頃に受けた心の傷のせいで、男性恐怖症になっていることを知った。

　上級生からかなりひどいことを言われた上、腕を摑まれたりと乱暴な目にも遭わされて、茜はすっかり混乱しているようだった。落ち着かせようとつい肩に触れたら、力一杯振り払われた。

『あっち行って、触らないで！　お願いだから触らないで！』

　悲鳴のように叫ぶ彼女が可哀想で、胸が痛くなって、紬里は思わず言わなくてもいいような告白を、その時彼女にしてしまったのだ。

『大丈夫、俺、女の子に興味ないから』

『――え？』

　驚いた顔で見返された時、紬里は長年隠し続けていた本心を、それまでろくに言葉を交わしたことのないような相手に漏らしてしまうという自分のミスに気がついた。

　だが一度言ったことは取り返しがつかず、やけくそのように続けた。

『男が好きなの、俺。や、男子全般ってわけじゃなくて、今好きなのがたまたま男で――あれ、でも生まれてこの方好きになった相手っていうのがそれしかいないから、もしかしたらそれで合ってるのかもしれないけど』

　こっちはこっちで混乱しながら告白する紬里に、茜は濡れた目をぱちぱちさせていた。

『しかも相手、兄なの。ハハハ、兄っていっても血は繫つながってなくて、でも男同士って時点でそれが何の救いになってるかっていえば全然救いようがなくて……』

　驚いて絶句されていることが恥ずかしくて、さらに言葉を続けているうち、紬里は何だか絶望的な気分になって茜の隣に自分もしゃがみ込んでしまった。

『その上ものすごく性格悪い奴で、弟のこと単なる使いっ走りっていうか何でも言うこと聞く奴ど隷れいみたいに思ってて、我ながら何であれを好きになったのかとか全然意味わかんないんだよ、でも気づいた時にはもう好きで、こんなの発展性ないからやめたいのにやめられなくて……どうしたらいいんだか……』

　止まらない言葉を止めることができたのは、隣の茜の肩が震えていることに気づいたからだった。

『あ、ごめん、男が嫌なのに男同士の話とかさらに』

『……水橋って……面白い……』

　怯えて泣いているのかと思ったら、茜は笑いを堪こらえて震えていた。助けてもらったので笑うのは悪いとは思ったのに、あまりに気の毒過ぎるのがおかしくて、止められなかったのだと後で本人から説明された。

　そして紬里と茜は、その場でしばらく協議した結果、上級生に告げた噓を利用しようという話をまとめた。

　紬里も茜も、それぞれの理由で、異性に言い寄られる状況に困っていたのだ。

　だったら、お互いが恋人同士だと言い張ってしまえば、ある程度その予防になる。おまけにお互い学校でも有名な美形で、しかも優等生同士。牽けん制せいに利用し合うには持ってこいの存在。そして幸い茜は、女子が恋愛対象の興味外だという告白のおかげか、紬里に対してだけは他の男子生徒に対するような恐怖を感じなくなったらしい。

　たまには今日みたいに諦あきらめの悪い相手が近づく時もあったけれど、お互いがお互いの名前を出すことで、そうややこしい状況になる前に解決する。

『あの二人は本当にラブラブだ』などという噂がまた立ってしまうだろうが、それは望むところなので問題ない。

「私は、話聞くくらいしかできないし……紬里はせっかく人を好きになれるんだから、うまくいけばいいと思ってるんだけど」

　だがそうは言われても、まったくうまくいく余よ地ちのみつからない自分の恋に、紬里は溜息をつくばかりだ。

「うまくいくわけないって、散さん々ざん説明して茜も知ってるだろ。俺はできるならあいつのこと好きとかいう気持ちが消えてなくなればいいのにって思ってるよ、いつも」

「そう……」

　言った紬里に、茜は少し落胆した様子だった。

　自分が一生誰のことも好きになれないかもしれないと悲しそうに言う茜にとって、恋をしている紬里は羨せん望ぼうの対象であるらしい。

（誰のことも好きになれない茜と、絶対報むくわれない相手を好きになった俺と、どっちがより不幸なんだろうなあ）

　紬里はたまにそんなことを考えてしまうが、もちろんそれを茜の前では口にできるはずもない。

　お互い何だか妙にしんみりした気分で、紬里と茜は昼食の続きを始めた。
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　いつもどおり夕飯の買い物をすませて家に戻ると、珍しく長ちょう兄けいが戻ってきているので、紬里はほっとした。

「ただいま、早いね、利一兄ちゃん」

「おう、おかえり。今日も悪いな、買い物行ってもらって」

　利一郎もちょうど帰宅したばかりらしく、居間のソファの上に鞄と上着を投げ出しているところだった。

　和臣の姿はない。今日はアルバイトがある日だからもっと遅くなるだろうし、帰り際に電話が来た時に利一郎がもう帰っていると言えば、友達や女の子を連れて帰ることもないはずだ。

「兄ちゃんこそ、仕事お疲れさま。すぐ夕食の支度するから、待ってて」

　紬里が買った食材を冷蔵庫にしまい、利一郎の投げ出した上着をハンガーに掛け、合間にお茶を淹いれている姿を見て、利一郎がしみじみした様子で大きく息を吐いた。

「まったく、おまえはいい子に育ったなあ」

　利一郎は和臣の背をさらに高く、肩幅を広く、はるかに穏おん和わで優しい感じに成長させたような容姿をしている。顔立ちだけは和臣と似ているが雰囲気がまったく似ていない。

　まるで父親のような口振りで言ったその利一郎に、紬里は笑った。

「何、急に」

「父さん母さんに『紬里の面倒を頼む』って散々言われたけど、結局一番小さいおまえが一番しっかりしてるよ。おかげで俺も愁うれいなく仕事に力を入れられて、本当にありがたいと思ってる」

　父親というよりも、ふと家庭を顧かえりみた仕事熱心な夫かもしれない。紬里はまた笑って、利一郎のために淹れたお茶を彼の前にあるテーブルに置いた。

「ん、ありがとうな」

　微笑む利一郎に、紬里は二年前に亡くなった父親のことを思い出す。

　両親は交通事故に巻き込まれて一遍に死んだ。仲のいい夫婦で、ちょっとした買い物のためと称してドライブデートに出かけた先でのことだった。

（いい人たちだったよな）

　思い出せば、両親に関する記憶は紬里の中で幸福で温かなものばかりだ。

（血の繫がりも、何の関わりもない子供を育ててくれたんだから、本当に優しくていい人たちだった）

　実の両親の顔を、紬里はまったく覚えていない。母親はもうすぐ三歳になろうとする紬里を見知らぬ土地の公園に捨てて逃げた。それをみつけて警察に報しらせたのが水橋家の人たちだ。警察が割合すぐ母親の居場所を探り当てたが、彼女に子供を育てる気持ちも財力もないとわかって、紬里は施設に預けられることが決まった。

　それを不ふ憫びんに思った水橋家の夫婦が、紬里を引き取ってくれたのだ。

　義理の両親は、利一郎や和臣と、紬里をまったく分わけ隔へだてなく育ててくれた。

　そして死ぬその時まで、紬里は本当は拾った子供なのだということは明かさず逝いった。

（多分、俺が十八歳になったりとか、成人したら、言うつもりではあったんだろうけど）

　紬里が三歳だった頃、利一郎は中学一年生で和臣は小学一年生。その年齢ならばもちろん二人とも自分たちの末まっ弟ていが養子だと理解していたはずだが、彼らが紬里に事実を伝えたこともない。

　おそらく紬里が当時のことを覚えているなんて思ってもいないだろう。だから紬里もその事実を口にしなかった。自分のために隠してくれているなら、それに乗っかろうと思ったのだ。

（まあ利一兄ちゃんはともかく、和臣は口にするのがめんどくさいか、何も考えてないかなんだろうけど、どうせ）

　三人の子供を持つ両親がかなり計画的に貯ちょ蓄ちくをしていたこと、両親の親たちが両方資産家だったこと、事故は加害者が有ゆう責せきだったために莫ばく大だいな保険金が入ったおかげで、水橋家は生活に困ることもなく持ち家で暮らし、紬里は私立の進学校に通い、和臣は遊ぶ金こそ自分で稼かせいでいるものの毎日好き放題フラフラしていられる。

（今日も、バイト仲間に美人の人妻がいるとかいう大して時給が高くもない店で楽しくやってるんだろうよ）

「ああ……悪い、父さんたちのこと思い出させたか？」

　むっつりとした顔で黙り込む弟の態度をどう解釈したのか、利一郎が申し訳なさそうに謝ってきた。

「ごめんな、紬里はまだ整理ついてないだろうに。寂しくなっちゃったよな」

　ソファに座った利一郎に頭を撫なでられ、紬里は照れ臭い気分で笑って首を振る。

　利一郎の目には、十年下の弟がまだまだ幼く見えているのかも知れない。両親の運ばれた病院でも、葬儀の時も、紬里は一人では立ち上がれないほど泣いて泣いて泣きじゃくって、喪も主しゅを務めるために忙しく走り回っていた利一郎にはずいぶん気を遣わせてしまった。

　和臣には、『泣きすぎだバカが』と赤い目で何度もどつかれたが。

「平気、利一兄ちゃんがいるしさ」

　本心から、紬里は答えた。年の離れた弟が可愛くて仕方がないというふうに、利一郎が目を細めてそんな紬里を見返す。

「そうか。でも何かあったらすぐ俺か和臣に言えよ、絶対助けてやるからな」

　子供の頃からの口癖を、利一郎がまた繰り返す。両親が健在だった頃から、利一郎は全面的に弟たちの味方だった。

　和臣はどうだかなあ、と思いつつ、優しい長兄にまた気を遣わせるのは申し訳ないので、紬里は黙って頷いておく。利一郎も、和臣が弟をいいようにこき使っていることなど承知の上ではあるだろうが。

「じゃあ俺、ちょっと着替えてくるね」

『可愛い末っ子』の顔で言い置いて、紬里は利一郎の前を離れた。

　自分を育ててくれた両親が亡くなって、未いまだに寂しくて仕方がないけれど、利一郎や、それに和臣のいるこの家はかけがえのない大事な場所で、二人とも大事な家族だ。

　なのに和臣に恋をするなんて、家族としてあるまじき感情を抱いた自分が後ろめたい。

（ちゃんといい弟としてやってかないと）

　利一郎といればいつも思うことを、また胸の裡うちで確認しながら、紬里は腹を空すかせているだろう利一郎のために一刻も早く料理を始めたくて、急いで自分の部屋へと駆け戻った。
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　利一郎が出張で三日ほど家を空あける――と聞いた時、彼の不在を寂しく思うと同時に紬里の中に浮かんだのは、『和臣と二人きりか』という誤ご魔ま化かしようのない喜びだった。

「紬里、何かいいことあったの？」

　学校で会った茜には不思議そうな顔でそう訊ねられるくらいには浮かれていたが、しかし学校から戻った紬里を迎えたのは、半ば以上で予測していた現実だった。

「あっ、おかえり、紬里君！」

　以前と同じように女子大生たちに玄関で迎えられ、紬里は愛想笑いを絞しぼり出だすのにも苦労した。

「こんにちは、ごゆっくり」

　とっとと帰れと塩でもまいてやりたい気分を堪えて、今日は買い物した食材もないのでまっすぐ自室へと向かう。

　玄関に転がっていた靴は男女含めまた四、五人分。きっと彼らはここに泊まっていくつもりだろうと、紬里は想像がついてげんなりしてきた。

（利一兄ちゃんがいなけりゃ、和臣のこと諫いさめる人なんて一人もいないし）

　兄である利一郎に、和臣は一応尊敬の念を以もって接している。基本的に自分勝手で恣し意い的てきな和臣にしてみれば『それなりに』、という言い方にはなるが。

　だがその利一郎が不在ならば、和臣が彼の迷惑を考えて友人たちを追い出すことなどするはずもない。これはまた夜通し馬鹿騒ぎになるに違いないと、これまでの経験を踏まえて紬里にはやっぱり簡単に想像がつく。

「おい、そろそろ夕飯作れよ」

　とりあえずまた彼らに遊ばれるのは御ご免めんだと、しっかり鍵をかけて自室で勉強していたのに、その鍵をあっさり開けた和臣が部屋に顔を見せて言った。

「何で鍵開けるんだよ」

「こんなもん簡単に開くっつの」

　電子マネーのカードなんてちらつかせて威い張ばらないでほしい、と紬里は心底思う。たしかに単純な造りの鍵だから、カード一枚で開けることはできるが、鍵をかけているということは外から入らないでほしいという意思表示に決まっているのに、和臣は弟のそんな意志などまったくお構いなしだ。

「ピザでも取ればいいだろ。俺も勝手に食べるから」

「そのピザ屋が混んでて三枚運ぶのに一時間以上かかるとか寝言言ってんだよ。いいからとっとと作れ」

　一方的に命令して和臣は去っていった。

　そして紬里はいつものように、そんな和臣にブツブツと文句を言いつつも従わずにはいられない。仕方なく部屋を出て、一階のキッチンで夕食の支度を始めた。

　遊びに来たのは四人のうち二人が女の子だったのに、二人とも紬里を手伝おうとする素振りも見せない。

「高校生男子が料理できるってちょっとすごいよねえ」

　テキパキと慣れた様子で働き回る紬里を見て、居間でゴロゴロしながら感心したように声を上げるばかりだ。

「ヘタな女よりよっぽど役に立つかもな。和臣、この子俺んち連れて帰っていい？」

　男の方までバカみたいなことを言っている。

「駄目、うちのだから」

　手が滑すべったフリで煮えたぎったスープの鍋でもぶっかけてやろうか、などとできもしない物ぶっ騒そうなことを考えていた紬里は、しかし和臣の返へん答とうが聞こえて一瞬喜びかける。

「こいついなくなったら家政婦雇やとわないといけなくなる。料理も掃除も洗濯も全自動だから便利なんだ、こいつ何でもできるから」

「余計欲しくなるって、それ」

「……」

　どうせ無料で働く家政婦だよ、と紬里はがっかりしながら料理を続けた。

　食事を作り終えても紬里の他には誰も動かず、雑誌や菓子の袋や灰皿などで散らかったテーブルを片づけたり配はい膳ぜんしたりまで全部紬里の仕事になった。

　おまけに食べる端はしから「足りない」と文句を言う大学生たちのために、紬里は自分が食事をする間もなく追加料理を作らされたり、デザートが足りないと文句を言われてコンビニに買い出しに行ったり、もちろん後片づけまでさせられる羽は目めになった。

　すべての始末を終えたのはもう日付も変わろうとする頃。思ったとおり、和臣の友人たちはこのまま水橋家に泊まるつもりらしく、居間と客間に布団も敷かされた。

（もう後は絶対、何があっても部屋を出ない）

　夜中まで使い走りにさせられたらたまらない。紬里はきっちり部屋の鍵を閉めてベッドに潜もぐり込こみ、騒そう々ぞうしい一階の騒ぎを気にしないようにと頭から布団をかぶった。

　こき使われたせいでくたくたになったおかげか、そう苦労することなく眠りに就ついた。

　だがその眠りが破られたのは、まだ真夜中、一階の騒ぎは収まって家にいる者たちも寝静まったはずの時間。

　カチャリとドアの開けられる音がして、紬里はぼんやり目を覚ました。

「ん……？」

　寝入ったばかりのところだったから、夢うつつで誰かの足音が自分の方へと近づいてくるのを聞く。

　重たい瞼まぶたを無理矢理開いても、部屋の中と外両方の明かりが落とされているので視界は真っ暗だ。

　その影が、自分に覆おおい被かぶさるようにベッドに載ってきたので、紬里は寝ぼけながら不思議な心地になる。

「……誰……利一兄……？」

　影は大きく、一番上の兄を彷ほう彿ふつとさせた。ぼんやり呟いた紬里は、だが近づいてきた影のあまりの酒臭さに少しずつ目が覚めてくる。

（利一兄ちゃんじゃない――）

　とにかく起き上がって部屋の電気をつけよう、と考えたところで、紬里は体が動かなくなって驚いた。

　肩を押さえ込まれている。

（何だ？）

　自分の上に誰かが馬乗りになっているのだと気づいた瞬間、紬里の頭は完全に覚かく醒せいした。

　こんな夜中に不審な男が自分の体を押さえ込んでいる。まさか強盗か、と背筋を凍らせながらとにかく声を上げようとした時、さらに強烈な酒の匂いがして紬里はきつく眉を顰めた。

　そしてその酒の臭においの塊かたまりに、口を塞ふさがれてぎょっとする。

「ん……ッ、んんっ!?」

　酒と煙草の混じった臭い。おまけに濡れた感触。

　誰かが自分にキスしているのだ、とわかって紬里は総そう毛け立だった。

　相手は男。その男の舌が、無遠慮に自分の口の中を搔かき回まわしている。

（こいつっ、和臣の連れてきた）

　それ以外に考えられない。男は居間に毛布だけで転がっているはずだった。寝ぼけてここまでやってきたのか。

（鍵かけてたのに!?）

　とりあえずぶん殴ってでも相手を引きはがそうと、紬里は闇雲に腕を振り回した。明らかに顎あごや肩に拳こぶしの当たった感触がするのに、相手はびくともしない。

「や……やめろって！」

　ようやく口の中を蹂じゅう躙りんしていた舌が出ていって、紬里は悲鳴じみた声を上げた。もう一度、渾こん身しんの力を籠こめてその頰を殴りつけようと動かした右手を、相手の片手に捕らえられてしまう。

「……水橋……」

　うっとりとした声が耳許で響く。

　え、と一瞬呆ほうけている間に今度は耳をねっとり舐なめ上あげられて紬里はまた鳥肌を立てる。

　相手は間違いなく水橋と言った。それが自分ではなく、和臣を指しているのだと紬里はすぐに察した。

（こいつ、俺と和臣間違えて）

　しかしなぜ間違えたからといって、寝込みを襲うような真似をするのか。

　そう考えた瞬間、紬里は胃いの腑ふが焼けるように熱くなった。

（こいつも和臣の）

　――和臣が、可愛い女の子だけじゃなく、男にも手を出していると紬里は知っている。

　なぜなら、昔その『現場』を見てしまったから。

　紬里が中学生の頃、高校生だった和臣が、自分の部屋に連れ込んだ男友達を組み敷いているのを見てしまった。

　その時紬里は、自分の和臣に対する気持ちが恋だと気づいたのだ。

　頭がどうにかしてしまいそうなほどショックで、部屋に籠もって、和臣はともかく両親とも利一郎とも平気で話せなくなるくらい辛つらかったのは、嫉妬のせいだと。

（でも男連れ込んだのはあの時だけで、あとは女の子ばっか相手にしてた気がするんだけど……）

　そんな記憶を思い出すことに気を取られているせいで、男の手にＴシャツの裾すそを胸の上までたくし上げられ、肌を撫なでられることを許してしまった。

　慌ててその手を押さえようとするが、力の差でまるで敵わず、別の手に今度は内うち腿ももをまさぐられて紬里は体を強こわ張ばらせる。

「ちょ……、……んっ」

　微妙なところを撫でられ、妙な声が出てしまったことに紬里はぎょっとする。

「やめろよ、離れろよ！」

　もう一度、渾身、相手の体を両手で押おし遣やる。

　相手は一瞬だけ動きを止めてから、次には余計意地になった様子で紬里のズボンまで脱がせようとしてくる。

「やだ！　やめろ馬鹿、酔っぱらい！」

　必死にズボンを押さえて抵抗するが、やはり体格の差がありすぎて逃げられない。

　紬里が恥も外聞もかなぐり捨てて大声を上げて助けを呼ぼうとした時、いきなり部屋の明かりがついた。

　驚いてスイッチのあるドアの方を見遣ると、眠たそうな仏頂面で和臣が立っている。

「……っだよ、夜中にガタガタうるせぇなあ……」

「か――和臣……」

　ほっとして、紬里は泣きそうになった。

　和臣はそんな紬里の表情を一いち瞥べつしてからずかずかベッドに近づくと、自分を見て不思議そうな顔をしている酔っぱらいの襟えり首くびを乱暴に摑み上げ、無造作に床に落とした。

「痛いてっ」

「てめぇナメたことやってんじゃねえぞ、小こ塚づか」

　小塚という酔っぱらい男の背中を、和臣が容赦なく足あし蹴げにする。

「あれ、水橋……？」

　まだ狐きつねにつままれたような顔をしている小塚を、もう一度和臣が蹴りつけた。低い呻うめき声ごえを上げて小塚が床を転がる。

「出てけ、二度と俺の前にそのツラ見せんな」

　冷ややかな声を浴びせられ、軽けい蔑べつしきったような目で見下ろされて、小塚の顔が一気に酔いから醒さめたようになる。

「いっ、いや水橋、これはちょっとした手違いで！」

「聞こえねえの？　出てけ、っつってんの俺は」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせるでもなく、怒ど声せいを張り上げるでもない和臣に、小塚は蒼そう白はくになるとそれ以上はもう何も言わず、よろよろ紬里の部屋を出ていった。

　和臣の命令が翻ひるがえされることがないと知っているくらいにはつき合いのある相手なのだろう。だった、と言うべきか。

　和臣は去っていく小塚のことなど見もせず、ベッドで呆然としている紬里のことを見下ろした。

「よくよく襲われんのが好きな奴だな」

　呆れたように言われてから、紬里は自分の格好に思い至って真っ赤になった。誰が連れてきた奴のせいでこうなったと思ってるんだ、と悪態をつく余裕もなく、小塚に乱された服を急いで直す。

（……でも、助けてくれたんだ）

　和臣は、たとえ理不尽に泣かされている相手が目の前にいたって、自分の気が乗らなければ救いの手なんて差し伸べる性格じゃない。

　それを知っているから、紬里は小塚を追い払ってくれたことがとても嬉しかった。

「あいつ、まだ懲こりてやがらねえんだな」

　一応は礼を言うべきかと口を開きかけた紬里は、和臣の舌打ちを聞いて眉を顰める。

「懲りて……って？」

「前にも人の寝込み襲おうとしやがったんだよ。そん時はボコボコにして、向こうが泣きながら『もうしない』つったから一度は許したんだけど」

「……」

「そんなに俺のことが好きならと思って俺のお下がりの女まで宛あてがってやったのに、俺の珍しい善意を仇あだで返すなんて何様だ」

「……」

　どこからコメントを返していいのかわからず、紬里は痛む頭を押さえた。

　小塚というのは、鍵を開けたくらいなんだから、酔っぱらってたまたまというわけではなく半分以上は計画的だったのだろう。紬里の部屋のドアと和臣の部屋のドアはまったく同じ造りだ。

　そして和臣は別に弟の危機を救おうとしてくれたわけではなく、そんなふうに自分を裏切った相手が許せずに怒っているだけらしい。

　喜んだ分、紬里は力一杯落胆してしまう。

（和臣がそういう奴だっていうのは、わかってたけど）

「つかおまえ、助けてもらったんだから礼の一つくらい言えよ」

　その上こちらの気も知らずに和臣がそんなことを言うものだから、紬里はカチンときて相手を睨みつけた。

「何で俺がおまえに感謝しなくちゃいけないんだよ。おまえが連れてきた友達の不始末だろ、こっちは謝られこそすれ」

「はあ？　何で俺が謝んの？　大体お兄様に向かっておまえ呼ばわりとは何ごと？」

「いいから、出てけよ。もう寝るし」

　このまま和臣に居座られるのは都合が悪くて、紬里は邪じゃ険けんに相手を追い出そうとした。

　だがこちらが嫌がれば嫌がるほどむしろそれをやろうとする和臣の性格を、再び布団に潜り込もうとする手を摑まれてから思い出す。

「おまえ最近妙に生意気なんだよなあ」

「離せよ、俺はサボってばっかの和臣と違って、明日も学校行かないといけないんだから」

　ここはせいぜい聞き分けのいい弟のふりで、大仰な感謝でもして相手を褒ほめ称たたえれば、和臣は気がすんで部屋を出ていくだろう。

　自分が思ってもいないことを、いい子の演技で口にすることなんてずっと昔から慣れているはずなのに、どうも和臣の前ではうまくいかない。

　案あんの定じょう、和臣は面白くなさそうな目つきになって、紬里のことを見下ろしてくる。部屋を出ていく様子などまったく見えない。

「反抗期か？　――つーか」

「え」

　いきなり布団を剝はがされた――と思ったら、出し抜けに足の間をまさぐられて、紬里は全身が凍りつきそうになった。

「ああやっぱなあ、さっきから不自然に体隠そうとしてっから。おまえ、小塚に犯やられかけて勃たったの？」

「……ッ」

　和臣を部屋から追い出したかった一番の理由。そう、図星だ。ねちっこく触ってくる酔っぱらい小塚に散々触られたせいで、体が反応してしまっていた。

「し……しかたないだろ、条件反射っていうか、生理現象っていうか」

「そーかそーか、じゃあ俺が抜いてやるから」

「はぁ!?」

　よりによって和臣にそんな自分を見られている恥ずかしさのあまりで消え入りたい気持ちになりつつもごもごと言い訳をしていた紬里は、信じがたい台詞を聞いた気がして素すっ頓とん狂きょうな声を出す。

「バッカ夜中だぞ、大きい声出すなよ。ご近所に迷惑だろ」

　今さら常識的なことを言いながら、和臣はベッドに片手と片脚をついて乗り上げ、啞あ然ぜんとしている紬里のズボンの上からその場所をきつく撫でてくる。

「やめろよ変態、何考えてんだよ！」

「詫わびろっつーから詫びてやってんの、謝罪の証あかしのサービス」

「いらないっ、そういうの全然いらな……ゃ……っ」

　膨ふくらみの形をたしかめるように掌てのひらでさすられ、紬里は思わず上うわ擦ずった声を漏らしてしまい、慌てて自分の口を手で覆った。

　その声を和臣が聞き逃すはずもなく、ニヤッと、紬里に覆い被さりながら嫌な感じの笑みを浮かべてくる。

「ホラ、全然その気じゃん」

「……めろって、信じらんね……ッ」

「どうせ俺が出てったら自分で処理するつもりだったんだろ？　手伝ってやるんだからありがたく思えって」

「……ッ……ぁ……」

　今さらながらに気づいた。和臣も充分酒臭い。小塚ほどではないが酔っぱらっているらしい。

（だからって酔っぱらいの狼ろう藉ぜきですむようなことじゃないだろ!?）

　よりによって和臣にこんなことをされている、という状況がにわかには受け入れがたく、紬里はひたすら信じがたい気持ちで混乱し続ける。悪い夢を見ているような心地だった。

「紬里ちゃんも大きくなって……」

　わざとらしいほどしみじみした口調で言いながら、和臣が今度は下着の中へ出し抜けに手を突っ込んでくる。

「うわっ」

　直接摑まれ、悲鳴を上げると、和臣にげらげら笑われた。

「うわっておまえ、色気ねぇなあ。もっとあんだろ、何かこう」

「りっ、利一兄ちゃんに言うからな、絶対怒られ、んん」

　握り込まれた場所を指で擦こすられ、必死で声を呑み込む。

『お兄ちゃんに言いつけるからな』なんて子供じみてて情けないと思ったが、そうでも言わないと和臣はやめてくれそうもなかった。

「弟を立派な男にしてやったっつったら、兄貴だってきっと喜んでくれるだろう……」

　しかし長男の名前を出しても和臣は怯まない。相当酩めい酊ていしているらしい。

「ふざけんな酔っぱらいっ、もうマジで……やだ、やめろよ、や……っ」

　怒っていられるうちはまだいい。

　だがその気になって反応していることを気づかれたらお終しまいだと思ったのに、紬里は身震いも声も止められなかった。

「あ……、……く……」

　情けない気分でまた口許を押さえ、和臣に顔を見られないよう背そむける。

　和臣に感じている表情なんて見られるくらいなら、舌を嚙かんで今すぐ死んだ方がマシだと本気で思った。

「や……やだ、やだって、和臣……」

　もうすっかり息が乱れている。触れられて間もないうちに射精の衝動は紬里の中から迫せり上あがってきていて、和臣の指に絡からまった先走りの体液が聞きき難がたく濡れた音を立てている。

　容赦なく根元から扱しごき立たて、指で先端を捏こねる動きに翻ほん弄ろうされて、紬里は半泣きの声でやめてくれと懇こん願がんすることしかできなくなった。

　小塚に触れられた時とは雲うん泥でいの差としか言いようのない感覚。和臣に触れられているんだと、そう思うだけで頭のねじが一本どこかへ飛んでいってしまいそうだ。

「……何だ、結構」

　和臣の呟きを聞いた気がして、紬里は思わずそれにつられるように背けていた顔を相手の方に向けた。

　笑いもせず、じっとこちらを見下ろしている和臣の視線とかち合った瞬間、背筋からぞくぞくと悪お寒かんのようなものが湧き上がって震える。

　和臣の顔が、妙に色っぽい気がして、それが紬里の快楽を簡単に煽あおった。
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「んっ、ん……」

　ひどい声が漏れそうになり、より強く口許を押さえてみるものの止められなかった。

　思春期の体は正直すぎて、もう達してしまいそうになるのをどうにか堪えなければと思ったのに、和臣の手の動きがより執しつ拗ようになっていく。

　目が眩くらみそうに気持ちよかった。

（も、わけわかんねえ……）

　駄目だと、頭で思ってみたって感覚は止まらない。

　必死に両手で自分の口を塞ぎ、ぎゅっと目を閉じながら、紬里は和臣の手に扱かれて射精してしまった。

「……っ……」

　震えながら、何度も和臣の手を濡らす。途端、ものすごい後ろめたさが襲ってきて泣きそうになった。

　まるで小さい頃、大勢人目のある場所で粗そ相そうをしてしまった時のような恥ずかしさと情けなさに似ているが、それよりもっとひどい。

　酔っぱらった和臣に手でされたという現実が、他に較べようがないくらい悲惨だ。

「はっえーなあ、おまえ……」

　下着の中から手を抜いた和臣が感心しながら言ったので、より悲惨さが増した。

　大声で罵ののしってやるべきなのかもしれないと思うのに、ぐったりした体が動かない。

　頭もうまく動かなくて、うっすら目を開けた紬里は、自分の吐き出したもので濡れた手を眺めている和臣のことを、言葉もなく見上げるしかなかった。

（……和臣と俺ごと地球が吹っ飛べばいいのに……）

　現実感のない頭で現実感のない願望を思い描いているうち、和臣はその辺にあったティッシュで濡れた手を拭ぬぐい、ベッドから立ち上がった。

「これでスッキリしてよく眠れんだろ。じゃあな」

　どこまでも勝手な台詞を残して、和臣が出ていく。

「……」

　紬里はもう細かいことなど何ひとつ考えたくなくて、べたべたした下着の気持ち悪さも感じないふりで、頭から布団をひっかぶると無理矢理また目を閉じた。
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「紬里、具合でも悪いの？」

　昼休み、いつもどおり中庭のベンチに座って弁当を広げるのに、まったく箸が進んでいない紬里に気づいて茜が怪け訝げんそうに訊ねてきた。

「さっきからずっとボーッとしてるし。顔も赤いし、熱があるんじゃない？」

　心配そうな茜の声で、言われたとおりぼんやりしていた紬里は、我に返った。

「あー……平気」

　そう応こたえるものの、まったく食欲なんて湧わかず、紬里は箸を握ったまま大きく溜息をついた。

「あんまり平気そうに見えないんだけど。溜息ばっかりつかれてちゃ鬱うっ陶とうしいから、保健室にでも行ったら」

　辛しん辣らつな茜の口調だが、紬里には彼女が心配してくれているのはよくわかるので、申し訳ない気持ちになる。

「いや本当に、具合悪いとかじゃなくて……」

「じゃあ何よ、理由があるなら話して。話せないならちゃんと平気なフリして心配させないで」

　彼女の主張はまったくもっともだと思ったので、紬里は恥を堪えてゆうべの顚てん末まつを、非常に婉えん曲きょく的てきな表現を使いつつ、茜に白状した。

「……そんで今朝になったら和臣はケロっとしてて、全然悪いことしたなんて思ってないし、まあ思ってるわけもないと思ったけどこっちは顔合わせんのも気まずいってのに『さっさと朝飯支度しろ』とか言って偉そうだし」

　思い出すだにムカムカする。ゆうべは現実逃避的に眠りに就いたものの、朝起きた瞬間から紬里はもう羞しゅう恥ち心しんと怒りで頭がおかしくなりそうなほどだった。

　なのに和臣はいつもどおりの態度だ。

（まあ気まずくなるよりはよっぽどマシだけど）

　万が一にも自分の気持ちが和臣にばれたらなどと考えるだけで震えが止まらなかったので、お互いの間に微妙な空気が流れたりするより、いつもと変わらず俺様な和臣に怒っている方が気が楽といえば楽だった。

　怒りながら和臣とその友人──男は一人減っていた――のために朝食を作り、家を出て和臣から離れた瞬間から『ゆうべのことなんて一生思い出さないようにしよう』と考えた紬里の決意は覆くつがえされた。

　どうしてもゆうべ和臣にされたこと、感触や自分の反応を思い出してしまって、止められない。

「あいつにとってみれば、いつもやってる俺イジメの一いっ環かんとか、友達同士の悪ノリとか、そんな程度なんだろうけど」

「……本人の意志を無視してそんなことするなんて、最低だわ」

　黙って紬里の話を聞いていた茜が、自分も箸を持つ手を止めると、俯いてぽつりと呟いた。

「悪気がないなら余計許せない。紬里のこと傷つけておいて……」

「いやっ、あのでも、本気で抵抗すれば逃げられたわけだし」

　怒りに任せて事情を話してしまった自分を、紬里は内心で盛せい大だいに罵ば倒とうした。

　彼女が昔どんな目に遭ったかを聞いておきながら、茜にこんな話をするなんて自分こそ最低だ。

「いくら向こうの方が体格がいいったって俺も男なんだから、死にもの狂いで暴れればよかったんだけど、そうしなかったのは俺……だし……」

　フォローしようと言い連ねた台詞が、自分にとってはまったく墓ぼ穴けつにしかならなくて、紬里は落ち込んできた。

「……何だ。のろけかよ」

　おまけに呆れたように吐き出された茜の一言で、その穴に突き落とされた気分だった。

（悪い夢だったと思って忘れたい）

　心底からそう思うのに、どうしても和臣の指の感触は体から消えてなくならず、紬里はしばらくそれに悩まされる羽目になった。
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　柔らかい腕が体に巻きついてくるのが鬱うっ陶とうしくて、和かず臣おみはそれを邪じゃ険けんに振り払った。

「ウゼェ。邪魔」

「えー、ひっどーい」

　ぽってりした唇を尖らせて言う彼女は可か愛わいかった。

「でもそこがいいー」

　それでも抱きついてくる相手に「バカじゃねえのか」と思いつつ、こっちはこっちでそういうのが嫌いじゃないので抱き返しておいた。

　今日はつまらない授業ばっかりだったから、講義室を出て校門に至るまでの間に適当な知り合いを引っかけ、食事をしたりカラオケに行ったあと最終的にこのホテルまでやってきた。

　ご休きゅう憩けい時間内にすることをすませて、そろそろシャワーを浴びて部屋を出るかという段階。

「ねえ、このまま泊まっちゃおうよ」

「バカさすがに無理だ、まだ二時前だぞ」

「動くの面倒くさいよー」

　今さら恥じらう必要もなく、彼女が裸を晒さらしたままベッドに仰あお向むけにひっくり返る。弾はずみで揺れる見事な胸を眺めつつ、和臣はふと、ゆうべ目にしたばかりの真っ平らな胸を思い出した。

「じゃあせめて延長」

　甘えるように両手を伸ばし、抱ほう擁ようをねだってくる相手を見ているうち、さらにゆうべのことを思い出して――ふと萎なえた。

「ヤダ帰る」

　和臣はさっさとベッドから降りてバスルームに向かった。相手は不満そうだったが知ったことじゃない。

（ほんっと肉なかったな、あいつ）

　頭から湯を浴びつつ、和臣の脳のう裡りに浮かぶのは、先刻まで散さん々ざんやりたい放題弄いじった方ではない別の体だった。

　――それから、絶対自分に聞かせまいとするかのように必死に堪こらえて、でも漏もれてしまったという感じだった、切れ切れの濡れた声。

「……やっぱり夢じゃねえのか、あれは」

　記憶はやけに生々しい。

　ゆうべは自宅でしこたま酒を飲んで酩めい酊ていして、どうやって自室に戻ったかも覚えていないような有あり様さまだった。

　途中で物音を聞いた気がして目を覚ました時にはきちんとベッドで寝ていて、その物音が妙に癇かんに障さわったので廊下に出てみたら、隣の部屋で弟が友人に強ごう姦かんされかけていた。

　さすがにそれはないだろうと思って小こ塚づかを叩き出して、それから――

（やべぇ、マジで兄貴にバラされたら殺される）

　一番上の兄は末っ子を溺でき愛あいしている。自分のことも充分可愛がっているのは知っているが、状況的にも状態的にも、彼がどちらに味方するかなんて考えるまでもない。

（まあ、あいつも、兄貴に言いようがないだろうけどよ）

　実の兄に手で抜かれた、なんて。

「……」

「あたしも入るー」

　シャワーを浴びたまま、何となく自分の右手を見下ろしていた和臣は、はしゃいだ女の声を聞いて我に返った。

（……危ないところだった）

　思わずゆうべの感触などを綿めん密みつに思い出していた和臣は、相手の乱入を何となくありがたく思った。

「あれ、水みず橋はし、まだ元気じゃん」

　ためらいなく和臣の下半身を見下ろした彼女が、嬉しそうに抱きついてくる。

　勃たちかけてしまったものは仕方ないので、和臣も相手のことを抱き返した。

　だがねだられるまま唇を重ねて目を閉じても、頭に浮かんでくるのは今目の前にいて実際に触れる相手ではないことが、和臣には何だか据すわりが悪い。

「――やっぱやめ」

　和臣は乱暴に彼女を押しのけ、ざっとシャワーを浴びるとそのままバスルームを出た。

「もう、勝手なんだから」

　後ろから不服そうな呟きが聞こえたが、それはやっぱり和臣の知ったことじゃない。

　どうにか無理矢理体を宥なだめ、服を着ていると、相手もシャワーを終えて戻ってきた。

「ほんっと水橋は人のこと振り回すよね」

　すっかり機嫌を損そこねたらしく、ドライヤーを使いながら彼女がまだ文句を言っている。

「『そこがいい』んだろ？」

　和臣は適当に答えながら、ソファに座ってテレビをつけた。

「そうだけどさ。――そういえば水橋の弟ってあんたと全然雰囲気違うね。可愛いけど真面目そうで、全然似てない」

　思い出したように雑談を始めた相手に、和臣は内心で肩を竦すくめる。

（そりゃ似てるわけないだろ）

　末の弟と和臣は血が繫つながっていない。それは両親亡き今、長兄と自分の間でのトップシークレットだったので、紬じゅ里り本人すら知らない事実を、行きずりに等しい相手に教えてやるつもりはなかったが。

　紬里を『拾った』のは和臣だ。

　小学生の頃、公園でぼんやりしている汚い子供をみつけて、暇だから構ってやったらどこまでもついてきた。ついてくるついでに家に上がり込んで居座って、そのまま弟になってしまった。

（そういやあいつ、あの頃はもっとボケーッとしたガキだったよな）

　水橋家に引き取られた当初は、ろくに言葉も喋しゃべれない状態だった。

　てっきり親に捨てられたショックで一時的に喋れなくなったのかと家族は思ったが、もともと言葉の遅い子供であったらしいことが徐じょ々じょにわかった。三歳児にしては知っている言葉も少ないようで、『もしかしたらそれで母親が思い詰めて……』と両親が話し合っているところを、偶然聞いてしまったことがある。

　だとしたら、その母親はずいぶん愚おろかだと和臣は思う。

　あれから十四年が経たって、紬里は地元進学校にほぼ満点で入学するような優等生に育った。学年総そう代だいは、さらに点数が上だった女なんかに取られてしまった辺りがまだトロいとは思うが。

　情緒や知能に一いっ切さい問題はなく、近所のおばさん連中にはしっかり者だと褒ほめそやされ、今やこっちに口うるさくお説教をかましてくるほどだ。

（昔はもうちょっと、可愛げがあったような）

　思い出すのは、泣きながら自分の後をついてくる小さい頃の紬里の姿。『お兄ちゃん』とか『和臣』という言葉すらきちんと言えず、それをからかっているところをみつかって、和臣は両親と利り一いち郎ろうからしこたま怒られた。

　その頃はアホだアホだと思って憐あわれみも感じていたのに、気づけば兄弟の中でも一番いい高校に通っている。和臣や利一郎もできはいい方だったから、後をついてこようとしたら追い越してしまったという感じだ。

（変な奴）

　一応は自分の弟ながら、和臣には紬里が謎だった。

　アホだと思っていたらいつの間にか優等生に出世して、見た目は可愛くて人当たりもいいのに自分にばかりは愛あい想そがない。利一郎には懐なついているから反抗期というわけでもない気がする。

　こっちが無茶を言えば生意気な態度で反発する割に、黙っている間はおとなしくて空気も読むから、同じ部屋に長時間いても邪魔にはならない。

（……あれ？）

　身支度に時間のかかる相手を待つ間、つらつらと弟のことを考えていた和臣は、気づかなくてもいいようなことにふと気づいてしまった。

　可愛くて、賢かしこくて、空気が読めて、世話焼き。――おまけにエロいことをされてエロい声を出してエロい顔をする。恥じらいながらも快感には従じゅう順じゅんで、でもそれを隠すために必死に堪こらえる。

　それは和臣が何となく思い描いている理想の恋人に他ならず。

（……何だそりゃ？）

　急に頭痛を感じた。

　何であんな貧ひん相そうなガキのことを考えているうちに、理想の二文字が飛び出してくるのか。

（大体性別が理想の正反対だ）

　昔はものの弾はずみで男とそういう行為をした経験はあるが、女が相手の方がはるかに楽しいことに気づいたので、その一回きりしか試していない。

　ゆうべだって、途中までは冗談半分で――

「お待たせー」

　あれこれ考えているうちに、ようやく身支度をすませた相手に声をかけられた。気軽なエッチを楽しむには性格も体も相性のいい女。

　その場限りでつき合えるこの手のタイプは大好きだが、自分の日常すべてを捧ささげるような恋人にする気なんて、起こしたこともない。

「やだ水橋どうしたの、難しい顔して」

　和臣の顔を覗き込み、彼女が首を傾かしげる。

「どうもしねえよ」

　どうかしてたまるか、と思いながら和臣は相手の顔を片手で遠ざけ、ソファから立ち上がった。
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　利一郎が無事出張から戻ってきて、ついでに忙しかった仕事が一段落したらしく帰宅時間が早まって、水橋家には平穏な日常が戻ってきた。

　利一郎が家にいる限りは、和臣が誰かを連れ込む心配はない。

　だから利一郎がなるべく家にいてくれればいいのに、と紬里は常に願わずにはいられない。

「利一兄ちゃん、お茶飲む？　コーヒーがいい？」

「あー、コーヒーかな」

　日曜日の限りなく昼に近い朝、男所帯らしく全員部屋着のまま居間でだらだらしている。利一郎はソファで新聞を読み、和臣もその隣に腰を下ろして、紬里だけがキッチンでお茶や朝食の支度をしていた。

　それぞれ自室を持っているが、家にいて仕事や勉強がない限りは、何となく居間に集まるのが水橋家の習慣だ。両親が生きていた頃からの。

（休みの日なのに和臣が家にいるの、珍しいけど）

　コーヒーメーカーをセットして、合間にトーストを焼きつつちらりとソファの方を見た紬里は、途と端たん和臣と目が合って慌てて顔を逸そらした。

（……っていうか……何であいつ、こないだからこっちばっか見てんだ？）

　非常に居心地の悪い思いだ。

　紬里はここ数日、同じ部屋にいる間やけに和臣からの視線を感じて困惑していた。

　声をかける気もないようなのに、人のことをじろじろ見ている。

「何か用か」と訊たずねれば、「別に」と言ってしばらく無視するくせに、また時間が経てば和臣は紬里のことを眺めていた。

　言いたいこともないのに、こっちの一いっ挙きょ手しゅ一いっ投とう足そくを無遠慮に眺めているのが謎過ぎる。

「はいコーヒー」

「ん、ありがとな」

　ソファの前のテーブルに淹いれたコーヒーを置くと、利一郎が新聞をめくる手を止めて紬里に笑いかけてくる。
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　それに笑い返して、紬里は次に何も言わず和臣の前にもコーヒー入りのマグカップを置いた。

「俺紅茶飲みたかったんだけど」

　和臣の方は、礼どころかそんな不満を申し立てている。

「何で兄貴に訊いて俺には訊かないんだ」

「飲みたきゃ自分で淹れろ」

　紬里の心の声を代弁してくれたのは利一郎だ。

「まったくおまえは何もせずにふんぞり返って、メシ作ってくれる紬里に礼の一つも言わないで。王様か」

「兄貴だってふんぞり返ってんじゃんよ」

「俺はいいんだ、平日働いてんだから。俺が水橋家の王様だ」

「王様ってツラかよ。会社の奴ど隷れいが」

　利一郎も和臣も、軽口の応おう酬しゅうという感じで喧嘩腰とはほど遠い。紬里は何となくほっとしてまたキッチンに引っ込んだ。

　自分が和臣に言い返せばギスギスしてしまうから、利一郎と和臣がそうやってじゃれ合うように言い合いをしているのは安心する。

（駄目だな、俺は）

　いつからこんなふうになってしまったのか――ということを、紬里は案外簡単に思い出せる。高校生の和臣が男友達を部屋に連れ込んで、裸に剝むいているのを目撃してしまった三年くらい前。

　要するに、紬里が和臣への恋心を自覚した時。

　その時から、紬里は和臣に対してどんな態度を取っていいのかよくわからなくなっていた。前はもっと利一郎に対するような、兄を慕したう弟でいられた気がする。

　平和だったその頃を思い出すにつけ、紬里は胸が痛くなった。

　突然和臣限定の反抗期に陥おちいった紬里を、利一郎も、まだ生きていた頃の両親も懸け念ねんしていた。「まあどうせ和臣が何かやって紬里を怒らせたんだろう」という見けん解かいは三者で一致していて、「気の毒だけど紬里が折れないと、和臣はああだから……」と三人から個別に説得された。

　家族にそんな心配をかけておきながら、紬里はどうしても昔のように振る舞うことができなかった。

　年を追うごと、和臣が新しい友達や彼女を家に連れてくるごと、それはどんどんひどくなっていく。

（もう三人だけの家族で――俺がいなければ平和なのに）

　本当なら自分がいるべきではない場所。そこに居座っておきながら、家族の輪を乱そうとしている自分が情けない。

（ちゃんと家族として過ごさなくちゃ駄目だ）

　いつだってそう思うのに、その決意を簡単に踏ふみ躙にじる和臣が紬里には恨めしかった。

　和臣に無理矢理さ、れ、た、のはもう一週間前。あの時のことなんて忘れたいと願っても、ふとした時に思い出しては意味もなく喚わめき散ちらしたい気持ちになった。

「おい、何か焦こげ臭くさいんだけど」

「っ」

　オーブントースターを前にキッチンでぼんやりしていた紬里は、間近で和臣の声を聞いて驚いた。すぐ隣に和臣がいる。

「チーズ垂たれて焦げまくってんじゃん」

「え……、あっ!?」

　指摘されてようやく気づいた。和臣の言うとおり、トースターの中でパンから溶け落ちたチーズが電熱線の上ですっかり焦げている。タイマーが馬鹿になっていて手動でないと切れないから、こうして目の前で見張っていたつもりだったのに。

「何ボケーッとしてんだよ」

「別に……」

　怪け訝げんそうにされたのが恥ずかしくて、紬里は和臣から目を逸らしながら慌ててトースターの中に手を突っ込んだ。弾みで高温になっている部分に触ってしまい、また慌てて手を引っ込める。

「熱あっち！」

「だから何やってんの、おまえ？」

　呆れたように言いつつ、和臣はチーズトーストを取り出してさっさと自分のものにしている。

「紬里、眠いのか？　だったらメシの準備なんかいいから、まだ寝てたっていいんだぞ、せっかく日曜日なんだし」

　利一郎がソファからキッチンの方を見て言った。水橋家の若き世せ帯たい主ぬしは休日のずぼらに寛かん容ようだ。

　けれどタダ飯喰らいの自分ができることなんて、料理や掃除や洗濯くらいしかないのに、それすらも満足にできないのかと思ったら紬里は落ち込んできた。

　小さく溜息をついた時、俯うつむいていた紬里は視線を感じて無意識に顔を上げた。

　とっくにソファの方へ戻ったと思っていた和臣がまだ近くにいて、またじっとこっちを凝ぎょう視ししている。

「な……何だよ、焦げさせて、悪かったよ」

「これを……ってのは、ねえよなあ」

　失敗をからかおうとしているのかと身構えた紬里に、和臣は意味のわからないことをぶつぶつ言いながら首を傾げている。

　もう一度何のことかと紬里が訊ねるより先に、和臣は首を捻ひねったままキッチンを離れていってしまった。

　まったく本当に、ここしばらくの和臣の態度は意味不明だ。

（……まさか、俺が和臣のことどう思ってるか気づいて……ってこと、ないよな）

　触れられた時に、おかしな態度を取ってしまったのかもしれない。いや、今だって、和臣の視線を感じてはあの時のことを思い出して、挙きょ動どう不ふ審しんになっている。

　その可能性を思い浮かべ、紬里は肝きもが冷える心地がした。

　そんなことが知れたが最後、和臣がどんな反応をするかなんて紬里には嫌というほどわかっている。

　きっと和臣は、紬里を指さして容よう赦しゃなく大声で笑うだろう。そして笑い疲れた後、何ごともなかったかのように、別の女の子たちの方へ去っていく。

　そうなればきっと、自分は正気なんかじゃいられないということも紬里にはわかっていた。

　和臣が気にしなくたって、こっちは怒って泣いて卑ひ屈くつになって、利一郎のことも困らせて家の中はぐちゃぐちゃになる。

（駄目だ、それは、絶対）

　もう今すぐにでも和臣への気持ちなんて吹っ切ってしまわなければいけない。

　紬里は三年間、毎日のように思い続けたことを、今度こそと願うように改めて決意した。




　　　　　◇◇◇




　しかしどうにも自分は執しゅう念ねん深いタチらしく、吹っ切ろうと思ってそれが叶うのならば苦労がいるはずもない。

「いっそ茜あかねのことでも好きになってみようかなあ……」

　休み明けの昼休み、例によって茜と並んで中庭のベンチで弁当を食べながら、紬里は呟いた。

　茜が目一杯嫌な顔になる。

「やめて。無理」

「まあ、だよな」

　茜の答えはわかっていたものの、そんなことまで紬里は考えずにはいられなかった。

　和臣以外の人、それも普通の女の子を好きになることができれば、この悶もん々もんとした日々から抜け出られるだろうと思えば。

「紬里は格かっ好こういいし頭もいいし優しいけど、好きになんてなれないわ。私が紬里と一緒にいられるのって、紬里が全然男らしくないからだもの。他の男の子みたいにがつがつしてなくて、女の子みたいにじめじめしてないから、安心してそばにいられるっていうだけで」

　つまり性差というものを感じないから、男性不信の茜であってもいちいち怯おびえず紬里の近くにいられるのだろう。

　突き詰めて言えば自分にはセックスアピール的なものが皆かい無むなのだろうかと気づいてショックを受ける紬里に、茜が駄目押しした。

「でも紬里くらい格好よくて、紬里よりも賢くて、紬里よりもっと大人な人と巡り会えたら、もしかしたら私にでも恋ができるのかなってたまに思いはするけど」

「……ごめん、茜のこと『でも』なんて言って、悪かった」

「いいのよ、また奢おごってくれれば」

　茜とのあまり心温まらないやりとりを経へて、紬里はパッとしない気分のままその日の授業を終え、いつもどおりスーパーに寄り道してから自宅に戻った。

　家にはきちんと鍵がかかっていて、中はまだ誰も帰っていなかった。

　今日は和臣はアルバイトの日だから帰りは遅くなるだろう。そのことに紬里はほっとした。

　夕食の支度を始めようとしたところで、利一郎から電話が来て「今日は残業で遅くなる」と伝えられたから、自分の分だけなら適当にコンビニ弁当でいいかとキッチンを出る。

　することもなくて暇なので、紬里は自室に引っ込むと勉強を始めた。無趣味な紬里には一人で家に居て勉強くらいしかすることがない。友達とカラオケだのファーストフードに入いり浸びたりだのと遊び歩くのは好きじゃなかったし、アルバイトは利一郎が許してくれないので家を出てやることも思いつかない。

（高校出たら就職したいんだけど、言ったら利一兄ちゃん怒るだろうなあ）

　できるだけ早くこの家に恩返しがしたいから、少しでも早く自分で働いて家計を助けたかったのだが、利一郎はそんな必要はないと頑がんとして譲ゆずらなかった。

　自分が養子だと知っていることは隠しているせいで、その辺りの心境を利一郎にも説明できない。

　せめていい大学に入って兄たちに恥をかかせないようにしなくてはと、紬里は熱心に勉強を続けた。

　インタホンのチャイムが鳴らされたのは、机に向かって一時間ほどが経った頃だ。

　そういえば新聞の集金の時期だったことを思い出しながら、紬里は財布を持って一階に下りて玄関のドアを開けた。

「はい――」

　てっきりいつもの集金の人がいると思ったのに、外に立っていたのは見覚えのある若い男だった。相手の顔を見て紬里は咄とっ嗟さに身構えた。

「……和臣なら、いませんけど？」

　ろくな記憶の相手じゃない。一週間前、和臣が連れてきた友人――そして夜中に叩き出されたあの男だ。たしか小塚とかいう。

「あー、そっか、今日、バイトだったっけ」

　和臣と同じくらいの長身に、当たりの柔らかそうな甘いマスクと雰囲気。

　いかにも女の子にもてそうな男なのに、こいつは和臣狙ねらいで夜よ這ばいをしかけてきたのだと、紬里は警戒心を隠すこともなく小塚のことを胡う乱ろんげに見み遣やった。

「まいったな、大学じゃ避けられてるし、電話も出てもらえないから、家までくればと思ってたんだけど……」

　小塚は困り果てた顔をしている。きっとあの日以来和臣に無視され弱っているのだろうが、紬里に同情する気はもちろんまったく起きない。

「そういうことですので、じゃあ」

「あのさ、お兄さん帰ってくるまで中で待たせてくれる？」

「え」

　小塚は訊ねた割に答えを聞くつもりもないようで、紬里が反応できないうちに玄関のドアを摑つかむと、中に入り込んで勝手に靴を脱いでいる。

「あのっ、和臣多分今日かなり遅くなると思うんですけど」

　和臣は小塚に二度と顔を見せるなと言っていた。その相手を家に上げたとわかれば、こっちまで罵ば倒とうされるに違いない。

　紬里は慌てて止めようとするが、小塚は出しもしていない客用スリッパまで無断で履はいて、居間の方へと入り込んだ。

「勝手に待ってるからお構いなく。家の前に居座ってご近所さんに不審がられるよりはいいだろ？」

　言いながら、小塚はソファに腰かけている。たしかに住民でもない若い男が家の前にいたら、近所の奥さん連中が気味悪がるだろう。通報されたら面倒だし、好奇心で声をかけてきた奥さんたちに小塚が変なことを言えば和臣の評判が下がる。

　仕方なく、紬里は小塚を居間に置いたまま廊下に出て、和臣の携帯に電話をかけた。だが不在のメッセージ。アルバイト中は携帯電話を持ち歩いていないのだろう。

　どうすりゃいいんだ、と思いながらも、客を一人にするわけにもいかないので紬里は仕方なく居間に戻った。キッチンでお茶を淹れて、不本意ながら小塚に出す。

「あ、どうも」

　気のよさそうな調子で、小塚は紬里に笑いかけた。

「ごめんな、居座ったら迷惑だろうけど、どうしても水橋に弁解を聞いてもらいたくて……」

　湯飲みを手に取りながら、小塚が紬里から目を逸そらして俯く。

「君にも悪いことしたんだよな。いくら酔っぱらってたからって、あんなこと……本当に、どうかしてたんだ。ごめん」

「……」

　こんなに格好いい人が小さくなって自分に謝る姿に、紬里は感じるはずもないと思っていた同情心を、少しだけ感じてしまった。

（この人も、和臣のこと好きなんだよな）

　それはとても、気の毒なことのように思えなくもない。

「同性を好きになったのなんか、水橋で初めてだったんだ。友達でもいいからそばにいたいと思って自分を抑えつけてたのに、辛くてどうにもならなかった。最低なことをしたから縁を切られて当然だと思うけど、せめて最後にきちんと謝りたくて」

　小塚は顔を覆い、泣き出しそうな声でそう言った。

　紬里はますます目の前の男のことが可哀想に思えてくる。

（だって、俺と同じだ）

　報むくわれるはずなんてない気持ちだとわかっていて、でも思い切ることも離れることもできず、ただ辛いばかりの毎日。

　酒の力を借りて本ほん懐かいを遂とげようだなんて人としては最低の行為かもしれないが、そうせざるを得ないくらい追い詰められてしまった気持ちは何となくわかる。

（……俺には、そんなことすらできないし）

　こうして思い切るために、和臣に罵倒されることを覚悟でここまできた小塚の方が、よほど男らしい。

「ごめん、君も巻き込んで、すまなかった」

　泣き声になる小塚の言葉を聞いているのが辛つらくて、紬里は小さく首を振る。

「いえ、気にしてませんから……」

「……優しいな、君は。水橋とは大違いだ」

　顔を上げた小塚が、潤うるんだ瞳で紬里を見上げて笑う。

　つられて、紬里もつい笑ってしまった。

「まあ、あいつに較べれば、誰でも」

「君みたいな子を好きになればよかったな……」

　小塚の呟きも切実だ。昼間、紬里が茜に向けた言葉とそっくりだった。

「あの、じゃあ俺は部屋に戻ってるんで。適当にしててください」

　いい歳をした男が高校生に泣き顔なんて見られたくないだろう。そう気遣って去ろうとした紬里の手を、小塚がそっと摑んだ。

「いや……一緒にいてくれないか」

　悲しそうに言われて、断れる雰囲気でもなかった。紬里は仕方なく小塚の隣へと腰を下ろす。

　小塚はなぜかその間もずっと紬里の手首を摑んだままだ。

「君に優しくされると、水橋にそうされてるみたいで嬉しいよ」

「はあ……」

　手を離してくれないだろうか、と思いながら曖あい昧まいに頷く紬里の方へ、小塚がそっと顔を寄せてくる。

「――君さ、興味あるんだろ」

「え？」

　問われた意味がわからず、紬里は隣の小塚を見遣った。

　小塚がじっとこちらを見ている眼差しに、何となくぎくりとする。

「何がですか？」

「こないだの夜みたいなことだよ」

「は……」

　何を言い出すのかと、紬里は狼ろう狽ばいした。

　小塚はいつの間にか涙の痕あとなんてすっかり消して、妙に艶つやっぽく笑いながら紬里の方へと身を寄せてくる。

「最初ここに来て会った時から、そうじゃないかなあと思ったんだけど。──違う？」

「……ち、違います、けど」

　ここで目を逸らしたらまるで肯こう定ていしているようだと思いながらも、紬里は小塚の方を見ていられずに顔を背そむけた。ますます小塚が近づいてくる気配がする。

「ああ、彼女がいるんだっけ？　まあ高校生くらいなら、自分の性せい癖へきを受け入れるのは辛つらいかもしれないけど」

「え、ちょ」

　肩を抱かれて、紬里はぎょっとなった。嫌がってもがくうちに、気づけばソファの背もたれに体を押さえつけられるような格好になっている。

「認めて楽しんじゃえばいいんだよ。俺だってそうだった」

「お……男好きになったのは、和臣が初めてって、さっき」

「本気になったのは水橋が最初」

　小塚がやたら体を押してくるので、紬里はずるずると背もたれからずり落ちていく。

　小塚の力が強くて紬里には相手の腕や乗り上げてくる足を振り払えない。この間の夜とまったく一緒だ。どうにもならないうち、紬里はソファの上に押し倒される格好になっていた。

「でも望みもないのに思い続けてるなんて馬鹿らしいじゃないか。俺は好みで言えば、君みたいな可愛い子の方がいいんだし」

「やめてください、困ります」

「……水橋のこと、忘れたいんだ」

　殴なぐってでも退どかすべきだと、どうにか片手を振り上げた紬里は、低く絞り出された小塚の言葉を聞いてつい動きを止めてしまった。

「別の人を好きになれば楽になれる気がする。本当に、君のことを好きになれればいい気がするんだよ……」

「……」

　悲しそうに自分のことを見下ろす小塚の目は真剣で、紬里は何も言えなくなってしまう。

（……楽になんて、なれるのか？）

　紬里だって、和臣のことを忘れて楽になれるならそうしたい。

　触れられたことを思い出してはたまらない気持ちになる毎日なんて、失くしてしまいたい。

（この人にも触ってもらったら、和臣にされたこと、上書きできるかな……）

　すぐに和臣への気持ちを失くすのは無理だとしても、せめて触れられた時を思い出してはおかしな態度になる状況だけでも、避けることができれば。

　そう思って、紬里は小塚を見上げた。小塚が目め許もとで小さく微笑む。近づいてくる相手の顔を見ていられなくて、紬里はぎゅっと目を閉じた。

　すぐに生温い感触が唇に当たる。小塚は舌で唇や口こう腔こうに触れてきた。

（……な、何か）

　舌同士が触れた瞬間に、紬里は背筋に寒気を感じた。小塚の手にシャツのボタンを外され、直接素肌に触れられた時、その感じがさらに強くなる。

　和臣に触れられた時も体中でひどい悪お寒かんのようなものを味わっていた。

　だがこれは、どうも違う。

「……んっ」

　服の上から股こ間かんをまさぐられ、紬里はびくっと震えた。

（……気持ち悪い）

　小塚に触れられることに、どうしようもない嫌けん悪おを感じる。

「すみません、やっぱり俺」

「またまたあ、今さらそんなこと言ったって」

　拒もうと小塚の胸を押し遣ろうとするが、その手をあっさり摑まれた。

　笑った小塚の声は、まるで紬里の抵抗を見み透すかしていたかのように余裕を感じさせるものだった。

「その気にさせといて逃げるなんてあり得ないだろ。って言うかそっちだってそのつもりで俺のこと家に上げたくせに」

「はあ!?」

「わかってるって、こないだ俺に触られて目覚めちゃったんだろ？　大丈夫だよ、初めての子とヤるのも慣れてるし」

　ここへ来て、紬里は小塚こそ最初からそのつもりで、和臣のいない家に上がり込んだのだということに気づいた。殊しゅ勝しょうなふりで和臣への思いを口にして、同情させようとする魂こん胆たんだったのだ。

　騙だまされた自分に情けなくなりながら、紬里は今度こそ本気で逃のがれようと小塚の下で暴れた。だがしっかりとソファの上に押しつけられ、体重を乗せられてうまくいかない。

「やめろよ、離せ」

「恥ずかしがんなくていいって、すぐやみつきになるから。女相手じゃできなくなるくらい、いい目見せてやるから――」

「へえ、おまえ、そんなに上う手まいんだ？」

　紬里のジーンズのベルトにかけた小塚の手が、驚いたように止まる。紬里も仰ぎょう天てんして瞑つむっていた目を開いた。

　和臣が、居間の入口辺りの壁に寄り掛かって、腕組みでソファの方を見遣っている。

「みっ、水橋、いつからそこに」

「二度と俺の前にツラ見せんなっつったよなあ、小塚？」

　狼狽して紬里の上から体を離す小塚に、和臣が口の端を大きく持ち上げて笑って見せる。

　ずいぶん不ふ穏おん当とうな笑みだった。紬里も血の気の引く思いでそれを見ながら、小塚にはだけられたシャツの前を慌てて合わせた。

「ちがっ、違うんだこれは、おまえんちの弟が誘って」

「えっ」

「だよな、そうだよな、君俺のこと好きになったんだろ!?」

　必死に取とり繕つくろおうとする小塚に、呆あっ気けに取られてしまって紬里は言い返すこともできない。

「ふーん、まあ、そんなんどっちだっていいんだけど」

　億おっ劫くうそうに呟いて、億劫そうに壁から背中を離すと、和臣がぶらりとソファの方へ近づいてくる。

　すぐそばまで来た和臣を、小塚が引きつった愛想笑いのようなもので見上げながら口を開く。

「水は――」

　だが小塚は和臣の名前も呼ばせてもらえなかった。和臣は無造作に小塚の胸ぐらを摑み上げ、加減のない力をその頰に叩きつける。殴られた小塚がソファから転がり落ちた。和臣はもう一度小塚の服を摑み上げて無言で顔や腹を殴りつけ、床に倒れた体にもさらに踵かかとで蹴けりを入れている。

　聞くに堪たえない暴力の音に、紬里は蒼そう白はくになって起き上がった。

「和臣、もう……」

　無表情で小塚を殴り、蹴り続ける和臣が怖おそろしくて、紬里は震える声で呼びかける。

　和臣はその声がまったく聞こえない様子で小塚に暴力をふるい続けている。

「も、もうやめろって、その人死んじゃうよ！」

　小塚が妙な声と一緒に唇から血を吐き出したのを見て、紬里はたまらず声を張り上げた。

　また小塚を蹴ろうとする和臣の足にしがみついて、それ以上の乱暴を力ずくで止める。

「小塚さん、帰って、早く！」

　和臣を犯罪者にするわけにもいかない。

　紬里が追い立てるように言うと、小塚は腫はれ上あがった顔を押さえながらよろよろと立ち上がり、居間を出ていった。

「てめぇ五体満足で逃げられると思ってんじゃねえだろうな！」

「和臣！」

　紬里は小塚を追いかけようとする和臣の足へ必死にしがみついた。玄関からは小塚が去っていく音が聞こえる。和臣が大きく舌打ちした。大きく息を吐く。

　和臣が本気で誰かに暴力をふるっている姿はもとより、ここまで怒っているところ自体紬里が見たことはなくて、怖ろしい。

「……あ……の、小塚さん、和臣にフラれてヤケになってたみたいで、だから」

　とにかく怒りを鎮しずめようと、小塚に代わって言い訳を試こころみる紬里の頭を、和臣が拳こぶしで殴りつけてきた。

「なっ、痛……！」

「何ほだされてんだよ馬鹿が、それがあいつの手なんだよ。てめぇ間抜けにも程があるぞ、今どき五歳児でもあのクソ野郎の口くち八はっ丁ちょうに引っかかるもんかよ」

「そ、そもそもあの人は和臣の友達だろ！　だからそういう人のやったことで、何で俺が怒られるんだよ！」

　殴られた痛みと頭ごなしの怒鳴り声に腹が立って、紬里は反射的に怒鳴り返した。

「あんなの友達のはずあるか、何勝手に赤の他人を家に上げてんだボケが」

「強引に上がり込んできたんだから仕方ないじゃないか、こっちだって迷惑してたんだ」

「迷惑してるって割に無防備すぎんだよ、おまえ本当に現代の男子高生か？　あんな野郎に二度も犯やられかかってそんなみっともねぇ格好にされて」

　冷たい目で見下ろされ、紬里は自分の格好に気づいてどっと赤くなる。

　シャツははだけているし、ベルトは外されていてジーンズのジッパーも降りているし、本当にみっともない。

「ちったあ危機意識ってもんを持てよ。俺がたまたまバイト早く終わって帰ってこなかったら、おまえ絶対あいつに犯られてたぞ」

「じ……、自分だって同じことやっといて、よく言うよ」

　何故自分ばかりが責められなければならないのかわけがわからず、紬里は赤い顔のまま和臣のことを睨みつけた。

　そもそもどうして小塚にほだされかかったのか、どうして小塚としてみたらいいのではなんて思ったのか――人の気も知らないで。

「俺は兄だからいいんだよ」

　そして傲ごう然ぜんと言い放った和臣の言葉に、紬里は一瞬怒りのあまり言葉を失くす。

「どこの世界に弟にあんなことする兄がいるんだよ!?」

「弟は兄の持ち物だから何やったっていいんだ。おまえはよその男に迂う闊かつに手なんか出されないで、おとなしく俺にだけ従ってりゃいいんだよ」

「――」

　そうだ、こいつはこういうやつだった……と、納得できるはずもなく。

「ざ……っけんなクソ和臣！　誰がおまえの言うことなんか聞くもんか、二度と俺に命令すんなよ、勝手に触るのだって許さないからな!!」

　いきり立って大声を張り上げる紬里を、和臣はただ見下ろした。本気で激怒している様子に言い返すこともなく、悠ゆう然ぜんとした表情で嗤わらいながら鼻を鳴らしている。

「できるもんならやれば？」

　あまりの態度に紬里がまた言葉を失くしているうち、和臣は何ごともなかったかのような素そ振ぶりでぶらっと居間を出ていってしまった。

「……」

　床にへたり込んだまま、紬里は呆然とそれを見送る。

　情けなさのあまり、涙が出てきそうだった。

　おまえは俺のものだからと、そんなことを言われて、怒りながらも頭のどこかでは気が変になりそうなくらい喜んでいる自分が憐あわれすぎて、泣かずにはいられない気分だった。

「……も……やだ……」

　どうせ和臣は言葉どおりの意味で言っただけに決まっている。兄は弟の下げ僕ぼく。小さい頃から散さん々ざん言われた。自分に何をやっても許されると和臣は思っている。実際紬里が許すから。許さずにはいられないから。

　今も、あんな台詞を浴びせられたのに、和臣のことを嫌いになんてなれない自分がここにいる。

（いっそ本当に小塚さんとやっちゃえばよかった――）

　そんなことができるわけないと、相手に触れられた時の違和感を思い出しながらも、考えずにはいられない。

　居間に一人取り残され、乱れた服を直すことにも気を回せないまま、紬里は惨みじめな思いでそれでも泣くまいと必死に自分に言い聞かせた。
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　和臣と顔を合わせれば罵ば詈り雑ぞう言ごんの限りを尽くしてしまうか、あるいは落ち込んだ態度を見せてしまいそうだったので、紬里はなるべく相手を避けるようにした。

　朝も、いつもより早起きして家を出るようにした。和臣は大たい抵てい朝寝坊だが、外せない講義がある時はちゃんと起き出してくる。

　それに鉢はち合あわせないように気をつけつつも、その人のためにしっかり朝食を支度しておく自分に、紬里は複雑な気分になった。

　怒っているのだという意思表示に、朝食抜き程度の仕返しはするべきだとは思うのに。

「紬里、もう行くのか。最近早いな」

　今日もいつもよりずいぶん早く家を出ようと玄関で靴を履はいていると、まだ眠たそうな顔の利一郎に声をかけられた。

「あ……うん、ちょっと、学校の用事で」

「そうか」

　明らかに誤ご魔ま化かした弟の言い訳に、利一郎は笑って頷いただけで深く追及してこない。

「じゃあ、行ってきます……」

「紬里」

　そそくさと家を出ようとする紬里の背を、利一郎が呼び止める。

　どことなく気まずい思いで紬里は兄を振り返った。

「困ったことがあるなら何でも話せよ。家族なんだ、遠慮なんかいらないんだからな」

「……」

　同じ家の中にいて、紬里の様子がおかしいことに、利一郎が気づかないはずがない。紬里は夕食の時ですら、勉強を理由に和臣と食卓を共にしないようにしていたのだ。

　ひどい罪悪感を抱えたまま、紬里は利一郎にどうにか笑って頷きを返し、家を出た。

（そうだよな、家族、なんだよな……）

　学校に向けて歩きながら、紬里は痛む胸を制服の上から押さえた。

　たった三人の家族。この形を保っていられるのも、そう長いことじゃない。利一郎はもう二十七歳、いつ結婚相手を家に連れてきてもおかしくない歳。和臣だってそうだ。水橋の両親は大学時代からのつき合いで、卒業と同時に結婚した。その両親を見て育てば、早い結婚に抵抗なんてないだろう。

　いつかはそれぞれの家庭を持つ。それは当たり前の、予測されうる未来。

　けど紬里は、和臣がたくさんの遊び相手ではなく、特定の――生しょう涯がいの伴はん侶りょと決めた相手のものになると考えるだけで、死んでしまいたいような気持ちになる。

　そんな状況を目にするくらいなら、この世から消えてしまった方がマシだ。

（でもしょうがないじゃないか。兄弟なんだから……違う、兄弟なんかじゃなかったのに、家族として十何年間かだけでも一緒にいられるなら、それはすごく倖しあわせなことだろ？）

　小さい頃は、そう自分に言い聞かせ続けていた。

　和臣だけでなく、利一郎も、水橋の両親も、きっとものすごい確率の中から家族として過ごせるようになった人たちなのだ。

　実の親に捨てられるような子供を拾って、本当の家族のように受け入れてくれた。だから紬里は寂しい思いなんてしたことがない。恨みたいとすれば、あんまりにも早く両親が逝いってしまったことくらいだ。

（俺が壊したら、駄目だろ）

　利一郎には心配をかけてしまっている。家族でもない自分に、家族を壊す権利なんてあるはずがない。

　ちゃんと三年前、まだ和臣への自分の心に気づかない頃に戻ろうと、紬里は半日かけて自分に言い聞かせた。

　だから学校が終わって帰宅した時、和臣の靴が玄関にあっても、思いのほか落ち着いた気分でいられた。

「……ただいま」

　居間に顔を見せると、和臣はソファで夕方のニュースを見ていた。

「おう」

　ちらりと、和臣が紬里の方へ視線を向ける。すぐにテレビに戻してしまったが、紬里が和臣とまともに目を合わせたのはこれで五日ぶりだった。

（五日分、損した）

　もうカウントダウンが始まっているはずの三人家族の終わり。そう長くはないはずなのに、馬鹿なことをしてしまったと紬里は悔やんだ。

「今日の夜、すき焼きでいい？」

「え、やだ。牛肉の気分じゃない。鶏とりがいい」

　自然に、と思いながら声をかけると返ってくるのはまったく和臣らしい我わが儘ままな答え。紬里は思わずガックリと肩を落としそうになったが、でもこれでいつもどおりだと安あん堵どもする。この間あれだけ自分を怒らせておいて、ちっとも悪わる怯びれていないところが和臣らしい。

（あったことも忘れてたりして、全部……）

　まあそれならそれでもいいのだと、自分に言い聞かせながら紬里は一旦自室に戻って着替え、すぐに夕食の仕込みを始めた。

「コーヒー」

「はいはい……」

　米を研といでいる途中で、和臣が偉そうに命令する。反抗もせず紬里は頷いた。炊すい飯はん器きをセットしてから、和臣の分と自分の分のコーヒーを淹れて、ソファまで運ぶ。和臣の隣に、一人分の間を置いて紬里も座った。

「鶏って、唐から揚あげとかでいい？　下味までつけたのあるし」

「南なん蛮ばん煮に。大根おろしも入れたやつ」

「……何でより手間のかかるものを選ぶかな……」

　ぶつぶつ言いつつ、紬里はざっと冷蔵庫の中身を思い出し、とりあえず材料は足りることを思い出して和臣のリクエストどおりにすることを決める。

「南蛮煮作れる男子高生ってのもすげぇよな」

　和臣はニュースを見たまま笑っている。

「作れって言った奴が言うか」

「おまえが作ったやつ好きなんだよ、学食にもあるけど味が安っぽすぎていまいちで」

「……ふーん」

　褒ほめられて、紬里は内心で嬉しさを嚙かみ締しめる。あまり表には出ないように気をつけた。

　弟が兄に褒められてちょっと嬉しい程度。そのくらいの反応。

　それが上う手まくできただろうかとこっそり和臣の方を見遣った紬里は、テレビを観みていたと思っていた顔がこっちを向いていたことに、驚いた。

「ニヤニヤしてやがる」

「ニ……ニヤニヤしてんのは、そっちだろ」

　慌ててコーヒーを飲むフリで、紬里は下を向いた。和臣は面白がる顔で紬里の方を見ている。俯いていてもその視線を感じて落ち着かない。

「おまえは俺や兄貴に褒められんのが好きだよな、昔から」

「……和臣は滅めっ多たに褒めないじゃん。下心ある時くらいしか」

「下心、ねえ」

　意味ありげに鸚おう鵡む返がえしにされて、紬里は少し焦あせった。

「そういう意味じゃなくて」

「そういうって？」

「……」

　妙に面白がられている気がする。昔と同じように振る舞えていると思ったのに、本当にこれで昔と同じなのかわからなくなって、紬里は少し混乱してきた。

「ちゃんと発はっ泡ぽう酒しゅじゃないの冷蔵庫で冷えてるから、機嫌取らなくても」

「第三のビールとか言わねえだろうな」

　何とか話がズレた。紬里はほっとしてコーヒーを冷ますふりで息を吐く。

「最近和臣が友達連れてこないから、前に買ったビールが余ってるんだよ。利一兄ちゃんは家じゃあんまり飲まないし」

　言ってから、そういえば和臣が人を連れてこない時期がずいぶん長くあることに紬里は思い至った。利一郎はここのところ忙しいから帰りは九時十時になる。

　そういう日で自分のアルバイトがない時、和臣は大抵友達数人か、女の子一人かを連れてきていたのに。

　それが不思議で、さほど深い意味もなく紬里は和臣を見遣って訊ねた。

「何でここんとこ友達とか彼女とか連れてこないの？」

「おまえが嫌がるから」

「――」

　予想外の答えに、紬里は小さく目を瞠みはった。

「迷惑そうにしてんだろ、いつも」

「べ……つに、そんなの、今に始まったことじゃないのに」

　和臣が家に人を連れ込むのは、もう小学生の昔からだ。さすがに女の子と一緒に部屋に籠もりきりになるのは、もう少し後からだったとは思うが。

「……和臣が俺のこと気遣うなんて、何か変だよ」

「そう？」

　和臣はまたテレビに目を戻し、何ともない顔でニュースを眺めた。

「変だよ……」

　いつもどおりに戻ろうとしたのに、いつもと違うことをしないで欲しい。

　こっちが嬉しくなって、おかしな態度を取りそうなことを、しないで欲しい。

　そう思ったが、もちろんそんなことを和臣に言えるはずもなく、紬里は困り果てた気分でひたすらコーヒーを飲んだ。

　そういう自分に気づかれたくはなかったのに、その場を立ち去ることもできず、紬里は妙にそわそわしながらも長い間和臣の隣に座っていた。
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　それからも和臣は友達を家に連れてくることがなく、外を遊び歩いて午前様になるようなこともなく、大学が終われば真まっ直すぐ家に帰ってきた。

　同じく買い物以外にすることもなく帰宅した紬里は、利一郎が帰ってくるまでの間、そんな和臣と居間で一緒に過ごした。

　それがしばらく続いたところで、紬里は音ねを上げた。

「いいじゃない、それが、『元どおり』なんでしょ？」

　一学期の期末考査前、この三日ほど紬里は放課後になると茜と一緒にファーストフードに入って試験勉強を口実に夜までの時間を潰つぶしている。

「そうなんだけど……」

「今日だって、別にこんなところで教科書広げなくたって、家で和臣さんに勉強教わったりすればいいじゃない」

「それは嫌だ、あいつ人に勉強教えるのに全然向いてないから。答えしか言わないし」

「教わらなくても、家にいたらいいのに。せっかく最近は落ち着いて過ごせるっていうのなら、わざわざそこから逃げ出す意味がわかんないわ」

　まったく茜の言うとおりだとは思う。

　この一週間ほど、紬里と和臣の間は実に平和だ。相変わらず我儘で傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで傲ごう慢まんな命令を一方的に告げてくることもあるが、それこそいつものことだから問題にはならない。紬里がちょっと文句を言いつつ従って、和臣が満足すればそれでいい。

　その他はろくに会話もなく同じ部屋にいるだけで、お互い別のことをしている。黙っているからといっていがみ合うわけでなく、流れているのは極めて穏やかな空気だ。

　なのに紬里には、それが耐えられなかった。

「何か……和臣が妙に優しい気がして、落ち着かないっていうか……」

「だからそれのどこに問題があるのよ。紬里、いつも和臣さんが乱暴だ暴ぼう君くんだって文句ばっかり言ってたじゃない。優しくされれば嬉しいだけでしょ」

「そうなんだけど、でも何か、駄目なんだよ」

　教科書とノートを開いたはいいが、まったくそれらに視線を向けることもなく、紬里は天井を仰あおいだ。

「元どおりっていうのとも、どっか違う気がするんだ。元のままなら、和臣はうるさい友達だのセフレ……みたいな人だのを連れ込んで、俺がそれに怒ってればよかったんだけど、そういうのがなくなって、どういう態度取ればいいんだとか……大体何で突然そんなふうにする気になったのかも謎だよ」

「それだって紬里が嫌がってたのを、それを理由にやめてくれたんなら、何を困る必要があるのか本当にわからないんだけど、私」

　茜は怪訝そうな顔をしている。そういう反応ももっともだと紬里は思う。

「どうもいろいろ各方面に割り切れないっていうか……」

「うわ、学生ばっかだな」

　ぼやきながらテーブルに突つっ伏ぷしかけた時、迷惑げな声を聞いて紬里は何となく店の階段の方へ視線を向けた。ここは二階、一階で注文した食べものを持った大学生風の男女四人ほどが、試験勉強目的の高校生で空席のないフロアを見て顔を顰しかめている。

「席変わった方がいいかしら」

　紬里と茜はまだ空すいている時に来店したから、四人掛けの席を占せん領りょうしてしまっている。

　頷こうとした紬里は、だがその大学生たちのうち一人の姿を見て固まった。

「上行く？　喫煙席だし」

「――ああ、俺知り合いみつけたからこっち行くわ」

　仲間にそう言い置いて、トレイを手に紬里たちの方へ近づいて来るのは和臣だった。他の三人が戸惑っていることも気にしたふうもなく、紬里たちのテーブルにトレイを置いている。

「詰めて」

　和臣はなぜか茜に向けて言った。当然のような態度と口調に、茜が『思わず』といったように従ってしまっている。

　和臣はやはり当たり前のように茜の隣に腰を下ろし、茜はかすかに身を竦すくめて和臣から距離を置いている。

「何だよいきなり。座っていいなんて言ってないだろ」

　ここのところ自分たちの間に流れていた居心地悪い穏やかな空気のことも忘れ、紬里は咄嗟に和臣のことを睨みつけた。

「試験勉強？」

　和臣は紬里を無視して、茜の方に愛想よく訊ねている。

「は、はい……」

「数学か。得意だから教えてやろっか？　あ、俺こいつの兄の和臣ね」

　和臣がやたら愛想よくしているのが紬里には薄気味悪い。茜は戸惑ったような顔になりつつも自己紹介を返している。

「彼女がいるのは聞いてたけど、こいつ一回も連れてこないから本当にいるのか疑ってたんだ。なるほどね、こんな綺麗な彼女がいたら、男所帯に連れてくんのは抵抗あるかな」

「和臣、俺らテスト勉強中だから邪魔するなよ」

「だから教えてやるっつってんだろ」

　茜を怯おびえさせるのが申し訳なくて、紬里は和臣を追い払おうとした。だが和臣は弟の露ろ骨こつに迷惑そうな態度を気にしたふうもなく、茜の教科書を勝手に取り上げている。

「ふうん、今は指数関数とかやってんだ。懐なつかしいなこの辺り」

「和臣、聞けよ人の話、あっち行けって」

「紬里」

　こうなれば力ずくで追い出すしかないのかと立ち上がりかけた紬里に、茜が小さな声で呼びかけた。かすかに首を振って、「大丈夫だから」というように目配せしている。それから和臣の持つ教科書のページを指さし。

「あの、この問題でわからないところがあるから、聞いてもいいですか」

「どうぞ？」

　紬里はすっかり驚いて茜のことを見た。和臣なんて、男性不信の茜がもっとも嫌うタイプだろうと思っていたのに、遠慮がちではあったが自分から進んで話しかけるなんて。

　和臣は茜に丁寧な解説をして、茜は真面目に頷きながらそれを聞いている。紬里は落ち着かない気分でちらちらと二人を眺めた。自分の勉強なんて手につくはずもない。

「そうそう、わかってんじゃん」

　茜が問題を解いたのか、和臣が笑って頷いていた。その様子に紬里は何だかショックを受ける。
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（俺に教える時なんて、ちょっと間違ったら教科書でひっぱたいたり、そもそも解説らしい解説だってすっ飛ばして答えだけ教えるようなやり方なのに）

「じゃあこっちのもやってみ、今のの応用だから」

「はい」

　熱心な教師と生徒のように、和臣と茜は勉強を進めている。問題を解いては表情を綻ほころばせ、二人で目を見交わして嬉しそうに笑い合っている様子まで見せられて、紬里はこの場にいることに息苦しさを感じ始めてしまった。

（……馬鹿だ、茜に嫉妬とか）

　茜への心配より、彼女への羨せん望ぼうの方が勝まさっている。それに対して自己嫌悪も覚える。

　そして和臣が何だって面倒な教師役なんて買って出たのかもわからなくて苛いら立だつ。これまで和臣が紬里の友達にこんなに親切にしたことはなかった。そもそも紬里が家に友達を連れてくることなんてなかったし、外でこうして偶然鉢はち合あわせるのが初めてだから、それが和臣にしてみれば珍しい態度なのかどうかすらわからなかったが。

　複雑な気分で眺めていると、不意に和臣が茜から紬里に目を移した。

　口許にいつもの笑みを浮かべている。

「おまえにも教えてやろうか？」

「……いらない」

　結局、和臣は一時間ほど茜に勉強を教えると、上の階から降りてきた友人たちに混じって店を去っていった。

「すごい、これで数学結構いけるかも、私」

「もともと数学得意じゃん、茜」

　嬉しそうにしている茜に答える紬里の口調は、つい突つっ慳けん貪どんなものになる。

「無理しなくてもよかったのに、茜、和臣みたいなの苦手だろ」

「それが、特にそういうわけでもなかったのよねえ……」

　紬里に答える茜自身も、どこか不思議そうな表情をしていた。

（……まさか茜、和臣のこと気に入った……とか？）

　そんな推測が浮かんだが、紬里は怖くて彼女に訊ねることができなかった。

　落ち着かない気分のままそれからしばらく試験勉強を続け、夜になった頃、紬里は茜と別れて帰宅した。

　家に辿り着いたのは八時前。まだ利一郎の帰ってくる時間じゃないが、和臣の靴は玄関にあった。友達を連れて来た様子は今日もない。

　ファーストフードで夕食もすませた紬里は、明かりのついている居間には足を運ばず、そのまま自室へ戻った。

　和臣と店で会ってから、紬里の中で悶もん々もんとした重苦しいものが宿やどっていて、気分が優すぐれない。

　それに振り回されて疲れてしまって、紬里は制服から部屋着に着替えると、机に向かってまた勉強する気も起きずベッドに寝転んだ。

　部屋のドアがノックもなしに開いたのは、ベッドでぼんやりと天井を見上げてとりとめなく考えごとを続けていた時。

「おい。飯は」

「……俺食べてきたし」

　和臣だ。腹が減ったらしいが、今の紬里には彼のために夕食を作ってやる気力なんて微み塵じんも湧わいてこなかった。

「俺は飯喰いたいんだけど？」

「知るかよ。疲れてんだから出てけよ」

　紬里は和臣に背を向けるように、ベッドの上で寝返りを打った。

　ドアの方から、足音が近づいて来る。

「何怒ってんの、おまえ」

　和臣に対して自分が怒ることなんて珍しくもないのに、わざわざ言葉にして訊ねてくる相手に紬里は苛ついた。

「茜に変なちょっかいかけんなよ」

『元どおり』になりたいと願って、『元どおり』になれたはずなのに据わりが悪くて、結局また和臣に嫌な態度を取っている。

　わかっているのにどうにもならない自分にも、紬里は苛立って仕方がない。

「あァ？」

「俺は邪魔だって言っただろ。あっち行けって言った。なのにどうしておまえ、居座ったんだよ」

「そんなもん、すんだ話じゃねえか。あの女も別に嫌がってなかったし」

「嫌がってたんだよ。茜のことあの女とか言うな」

　和臣の方を振り返らないまま吐き捨てるように言うと、いかにも億劫そうな溜息が降ってくる。

「女みたいな怒り方すんなよ、ねちねちねちねち。何だよ茜ってのと上手くいってないのか？　ああ、だから小塚なんかによろめいて」

　聞くに堪たえず、紬里は枕を摑むと起き上がる勢いでそれを和臣に叩きつける。

　和臣は全然痛くなさそうな顔で、不愉快そうに眉を寄せただけだ。

「だから何ヒスってんだよ」

「和臣が勝手だからに決まってんだろ！　おまえ無神経なんだよ、どうして自分がすることに誰も傷つかないとか思えるわけ!?　茜は俺以外の男になんか話しかけられたり触れるのも嫌なんだ、そういう空気くらい読めよ！」

「――ふーん」

　ふと、紬里を見下ろす和臣の目が細くなる。

「そんなに好きなわけか、あの女のこと」

「好きだよ、好きで悪いかよ。だから二度と茜に近づくな、俺と茜の邪魔すんなよ！」

　ヒステリーを起こしていると言われれば、たしかにそのとおりだっただろう。紬里はファーストフードで和臣と茜が並んでいる姿を見た時の気分そのまま、感情的に声を荒らげた。

　自分でも滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだとわかっている。でも和臣の大学の友達と茜では、一緒にいる姿を見る時のダメージがまるで違った。自分の知らない、和臣の側の世界にいる人が相手なら、関わりがないからと無理に言い聞かせることはまだできた。でも茜は駄目だ。彼女のことを紬里は知りすぎていて、和臣が茜を選ぶかもしれない可能性を考えるだけで息が止まりそうになる。

　嫉妬に狂った醜みにくい顔を和臣に見られたくなくて、紬里は再びベッドに突っ伏した。

「もういいだろ、出てけよ。飯なんて自分で勝手に支度すりゃいい、冷凍庫にご飯と、レンジであっためればいいだけのおかずが入ってるから――」

　勝手にしろと言う割に、紬里がつい具体的な食事の支度について口にした時、頭に衝撃を感じた。

　枕で殴られたのだ、と気づいてカッとなり、反射的に身を起こしかけた紬里の肩を、強い力が摑んだ。

「何だよっ」

「ムカついた」

「な……」

　低い声で言いながら、和臣が紬里を仰あお向むけにして肩を押さえ、ベッドの上に乗り上げてくる。

「なんっかこないだっからムカつくんだよな、おまえ」

「ムカつくなら、さっさと出てけばいいだろ、わざわざ部屋にまで来ないで」

　体勢に不安を感じて、紬里は自分の肩を押さえつける和臣の腕に手をかけた。

　これじゃまるで、この間と同じ状況だ。そしてこの間とまったく同じように、紬里は和臣の腕を結局振り払うことができない。

（どうしてこんなことばっかするんだよ）

　――どうしてなんて、本当はわかっている。ムカついたと和臣は言った。だったらその仕返し。嫌がらせ。それ以外にない。こっちが痛手を受けると思っているからそうするのだ。単なるセクハラかもしくはパワハラだ。

（知ってるよ、そんな程度のことだってくらい）

　下僕だとしか思ってない弟なんかに、無神経だなどと詰なじられたのが癇かんに障さわったのだろう。

「……何泣いてんの」

　だから紬里が口く惜やしくて瞑った目に涙を滲にじませても、和臣は不思議そうな声しか出さない。

「まだ何もしてないだろうが」

　和臣の手は、ふざけて紬里のＴシャツをたくし上げたところで止まっている。
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　紬里は情けなくて、和臣に泣き顔なんて見せる自分がもっと口惜しくて、小さく啜すすり上あげることが止められなくなってしまう。

「こ……こういうの、和臣は、冗談でできるんだろうけど」

　震える声で、ようやく言葉を絞しぼり出だした。

「俺は嫌だ。こういうの嫌だ、こんな……」

　自分が死にもの狂いで殺そうとしている感情を、平気で踏み荒らしたりしないで欲しい。

　和臣が自分の上に乗ったまま、小さく舌打ちするのが聞こえて紬里は身を竦ませる。

「泣くなよ、こんなことくらいで」

　こんなこと、と和臣は言う。

　たしかに彼にとってはこんな程度のことなのだ。

「和臣の友達とか、他の人と、おまえにとっては一緒かも知れないけど……弟とか、関係なくできるんだろうけど」

　堪こらえきれずに、紬里は目の端からぼろぼろと涙を落とした。和臣に肩を押さえられたままだから体勢を変えることができず、両腕で顔を覆って隠す。

「もうやだ……人の気も知らないで……」

「……」

　泣きじゃくる紬里に、その体を押さえつけていた力がふと弱まる。

　目を瞑ったままの紬里の上から、和臣が降りた。

　大きな溜息の音に、紬里はまた体を小さくした。

「だから……泣くなっての」

　震えながら泣く頭をぐしゃっと乱暴に搔かき混まぜられて、その仕し種ぐさの予想外な優しさに、紬里は心臓が潰れて死ぬんじゃないかと怖くなった。

「悪かったって。もう二度としねえよ」

「……」

　もう一度紬里の頭を小こ突づくようにして、和臣はそのままベッドを離れ、部屋を出ていった。

「……」

　静かに閉められたドアを、紬里はのろのろ顔を動かして見遣る。

　和臣はもういなくなって、自分を傷つける人はこの場から消えたのに、紬里はどうしてまだ自分がこんなにも口惜しいのかわからない。

　ただ無む性しょうに口惜しくて苦しくて、一人で泣き声を上げることが止められなかった。
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「おまえな。紬じゅ里りのこといじめんのも大たい概がいにしとけよ、いい加減子供じゃないんだから」

　夜中に利り一いち郎ろうが会社から帰ってきた時、和かず臣おみもまだ起きていて、居間でテレビを眺めていた。

　利一郎の帰宅に気づいた紬里が二階から降りてきて、腹を減らした家か長ちょうのために夜食の支度を始めたが、紬里はその間一度も和臣の方を見ようとしなかったし、声をかけようともしなかった。

　紬里がそんな態度を取ることはここ数年でよくあったので、利一郎も最初は気にしていないようだったが、その目が泣きじゃくったように腫はれ上あがっていることに気づくと表情を曇くもらせた。

　食事の用意だけした紬里が、まるで逃げるように自室に戻った後、利一郎が和臣を見て大おお仰ぎょうに溜息をつきながら小言を言った。

「どうせまたおまえがしょうもないことやって、紬里のこと怒らせたんだろ。いいかあいつは真面目で優しいんだから、おまえの尺しゃく度どで物事を測はかるな。おまえが紬里を気軽にからかうって考えてるのの十倍くらい、紬里はそういうの真に受けるんだから」

　昔から、利一郎だけではなく母親辺りからも言われ続けていたお説教が、和臣にとって今ほど身に沁しみたことはない。

（何であいつだけあんなモラリストに育ったんだ？）

　まだ続いている利一郎のお説教を聞き流しながら、和臣は考える。

　血が繫つながっていないとはいえ、性格形成は環境だろう。両親はいわゆるデキ婚だったせいもあって別に口うるさい方じゃなかった。利一郎も、今は自分が弟たちの親代わりだという自覚があるから真面目ぶっているが、彼の学生時代だって──小さかった紬里は知らないだろうが──充分異性関係には奔ほん放ぽうだった。

（や、それは問題が違うのか）

　最初に酔いに任まかせて紬里の体を弄いじったことに関して、和臣は一いっ切さい罪悪感なんて覚えていなかった。男同士抜き合うことに何の照れや後ろめたさを感じる必要があるのか。あれは単なる生理現象だ。女相手に寝る時だって、快楽やうっすらした好意はあっても、愛情だの責任だの考えたことはない。

　気持ちいいからする。したいからする。それだけのこと。避妊や病気についてだけ考えておけば問題はないはずだ。

　それが紬里には通じないかもしれないなんて、和臣は念ねん頭とうに浮かべたこともなかった。

　男なら気持ちいいことが好きだろう。彼女がいるという割に奥おく手てそうだし潔けっ癖ぺきな雰囲気だから、恥ずかしがったり怒ったりするところまではまあ想定内だったが。

（……泣かれるとまでは）

　弟ととかに関係なく、と紬里は言った。

　そりゃそうだよな、と和臣はようやく気づく。

　そりゃそうだ。血の繫がりがあると、少なくとも本人は信じている相手にあんなことをされるなんて、紬里がショックでないはずがない。

　和臣だって、高校生の頃に利一郎からそんなことをされたらきっと怒り狂った。というか考えたくもない。怖おそろしい。

「俺のこと睨にらんだって仕方ないだろ。ちゃんと紬里に謝れよ？」

　じっと自分のことを見て嫌そうな顔になっている弟に、利一郎がしかつめらしくまた小言を並べる。

　その利一郎をみつめたまま、和臣は大きく首を横に振った。

「うん、ないわ」

「何がだよ」

　利一郎のお説教がうるさいので、和臣は適当に相あい槌づちだけ打って居間から退たい散さんした。

　階段を駆け昇って、自室に入る前にその隣、紬里の部屋のドアを見て立ち止まる。

（利一郎とそんな仲になるくらいならあいつをぶっ殺した方がマシだけど、何で紬里なら平気だったんだ？）

　兄のことなんてそういう意味では眼中になかったせいで、和臣は今になってやっとそんな疑問に打ぶち当たった。

　利一郎が守備範囲に入らないのはまったく趣味じゃないからだ。

　趣味じゃないのは相手が自分や父親に似ているせいもあるし、小さい頃から一緒にいすぎたせいもあるんじゃないかと考える。

（ん？　じゃあそれって『兄弟だから駄目』ってことになるのか？）

　だったら紬里だって同じ条件だ。血が繫がっていないのだから容よう姿しが自分とは似ていないにしろ、利一郎よりは短い期間だというにしろ、兄弟には違いない。

　利一郎と紬里の違いは何なのかと思し案あんしながら、和臣はこっそりドアの向こうの気配を探った。

　泣いている声は聞こえない。さっきは和臣が部屋を出ていった後に、紬里が啜すすり泣なく声が廊下まで漏もれていた。

　その声を聞きながら、和臣は弟を泣かせたことを後悔した。

　和臣が何かに関して悔やむなんて滅めっ多たにない。久々に覚えた感情に和臣自身がびっくりした。

　とりあえずもう泣いていないならと安あん堵どして、和臣はそっと自室へ戻る。

（俺があいつを拾ってから、十四年か――）

　ベッドに座って壁に寄り掛かりながら、和臣は何となく隣の部屋の方を眺めた。もちろん壁があるので、紬里が何をやっているかなんて覗のぞきようもないのだが。

　そうしながら、やっぱり何となく、紬里を拾った時のことを思い出す。もうほとんど忘れかけていると思っていたのに、それについて考えれば結構ちゃんと覚えているものなので、少し驚く。

　たしか自分は小学生だった。まだ一年生とか二年生とか。近所の友達と遊ぶために公園に行った。それで、ベンチにぼんやり座り込んでいる子供をみつけた。妙に汚かったことを覚えている。転んでも着替えさせてもらえなかったのか、泥どろだらけだしところどころ破れているし、涎よだれの痕までついていて惨みじめったらしかったから、放っておけなかった。

　声をかけても返事もせず、ボケッとしてるので病気か何かだと思って親に報しらせた。報せた後は親や警察、相手の親や親族に児童相談所も交まじえての大騒ぎが始まった。

　しばらくごたごたした後、その汚い子供が家に来た。両親が「一歳か二歳くらいだろう」と話していたから、もう三歳になるのだと聞いて和臣は驚いた。あまり栄養状態がよくなかったらしく、普通の子供よりずっと発育が遅かったのだろう。

（犬猫みたいに俺に懐なついてたんだよな）

　ろくろく喋しゃべれもせず、自分たち兄弟のお下がりに着替えさせられた子供は、いつも自分の姿を捜していたような気がする。それまではずっと利一郎に偉そうにされてムカついていたので、弟ができるのは和臣としても悪い気がしなかった。

　最初の頃、紬里は話しかけてもまともに受け答えができなかった。反応はするが言葉が出てこなかったのだ。ただ話している相手の方を不思議そうに見て、あー、とか、うー、とか、相あい槌づちのようなものを打つだけ。そうなるにも結構な時間がかかった。家に来て数週間は笑いもしなければ音に反応することもなかった。だから両親は情緒や知能の発達障害を疑ったが、根こん気きよく接していくうちに、家族を見て笑うようになった。

　その頃は、和臣も紬里の面倒をよく見ていた。なるべく話しかけるようにと両親に言われたのでそのとおりに。

　でもしばらくして和臣はそれをやめた。なるべく紬里に関わらないようにした。

　なかなか言葉を覚えず会話にならない弟の反応がつまらなくて構うのに飽あきた……というわけじゃない。

　話すこともできないのに、自分が声をかければ嬉しそうに笑うガリガリに瘦やせた弟を見ていると、何だか妙な気分になって、それが嫌だったのだ。

　紬里自身が嫌だというよりも、そういう気持ちを感じなくてはいけないことに耐えられなかった。

　その感じは、紬里が言葉を覚えて、水みず橋はし家の一員として馴な染じみ始めてからもずっと和臣の中で燻くすぶり続けていた。

　紬里は人に置いていかれるのを極端に怖がるようになっていた。親に捨てられた時のことは覚えていなくても、感覚だけは残っていたのだろう。

　だから家族の姿が見えなくなると、不安そうな顔で捜しに来る。特に自分に固こ執しつしていたようだったのは、いわゆるインプリンティングだったのだろうと和臣は思う。最初に拾ったのが自分だったから、動物みたいに懐いてしまったのだ。

　和臣をみつけると、紬里はとても嬉しそうに笑った。離れようとする様子を見て取れば、不安そうな顔で脚あしにしがみついてきた。

　そういう弟が可か愛わいくもあったけれど、やっぱりそのたび嫌な気分を味わった。それがますます嫌で、しがみついてくる紬里をからかって、両親や利一郎にひどく叱られたのだ。

　その懐かしい『嫌な気分』を、和臣はしばらくぶりに味わっている。

　きっとさっき、泣きじゃくる紬里を見てしまったからだ。

（何だっけこういう感じ……）

　不思議なことに、紬里はあまり泣かない子供だった。泣きそうになってもそれを必死で堪こらえている雰囲気で。

　まるで泣けばそういう自分が誰かの迷惑になるからとでも思い込んでいるような――

（――ああ、『痛々しい』だ）

　憐れっぽくて、見ていると胸が痛くて、そういうのが嫌で和臣は紬里から逃げた。

　自分が逃げ出せば、紬里がますます悲しそうな顔になるのは知っていたのに。

　泣くのを堪える顔で、小さい頃の紬里は一生懸命走って、和臣のことを追いかけてきた。

（でもあいつ、いつから俺のこと追いかけなくなったんだ？）

　それが和臣には思い出せない。

　気づいた時には、紬里は聞き分けのいい優等生になっていた。

　たしか中学に上がる頃にはもうそんな感じだった気がする。可か哀わい想そうな拾われっ子ではなく、出来のいい、親自慢の息子としての地位を確立した。紬里に足りなかったのは、言葉や知識を与えてくれる相手だけだったのだろう。

　かぞうみ、かぞうみと、舌っ足らずな声で必死に呼びながら追いかけるのをやめて、紬里は代わりに自じ由ゆう奔ほん放ぽうな兄に説教をかます口うるさい弟になった。

　和臣の記憶に鮮明に残っているのは、自分を追いかける紬里、それから生意気になった最近の紬里。どっちにしろ泣いた顔は思い出せない。

　その空白の期間に、何かあったはずだ。紬里を変えさせる何かが。

　でもそれが何かまでは和臣にはわからない。今まで考えたこともなかった。

　だから和臣にはこれもわからない。

（あいつ、じゃあ何でさっき泣いたんだ？）

　謎なことだらけだが、和臣にわかることはひとつ。

　自分が、紬里の泣き顔に弱いのだということ。

（見てて痛々しいのは、困る）

　辛つらい気分を味わうのなんてまっぴらだ。利一郎にも叱られるし、何のいいこともない。

（……別に泣かせたいわけじゃない）

　紬里は笑ってりゃいいと思う。

　そうでなければせめて、生意気なまま自分に文句をつけている方がほっとする。うるさい紬里を適当にあしらって、呆れさせて、それで元どおりだ。

　その方が紬里にもいい。自分にもいい。

　だからそうしようと、和臣は振り払おうとしても頭に浮かんでくるさっきの紬里の泣いている姿に顔を顰めながら、そう決めた。




　　　　　◇◇◇




　泣き疲れて我に返ると、紬里の腹の中に溜まるのは和臣への怒りばかりだった。

（モラルがなさ過ぎるんだよ、あいつは）

　怒っている方がま、だ、気が楽だ。だから紬里は怒った。

（一度ならず二度までも、だからどこの世界に弟にセクハラする兄がいるんだ）

　両親も利一郎もまともな人だったのに、和臣だけはぐれてしまったのがまったく不思議だ。生まれついての性質みたいなものがあるのだろう、きっと。

　でもそんな和臣が、『もう二度とこんなことをしない』と約束した。

　そのことについてどう気持ちを持っていっていいのかを、紬里は測りかねている。

　和臣にだってそこそこのモラルはあって、兄が弟にそんなことをするべきじゃないということを理解したか、あるいはわからないまでも、紬里が嫌がっていることを汲くんでくれたのか。

　だったらそのことに関しては喜ぶべきだと思う心と裏腹に、紬里は別のことも考えてしまう。

　――和臣にこだわりも常識もないというのなら、その性質を利用して一回くらい寝てしまえばよかったのでは、という後悔。

（……最悪だ、俺）

　自分の浅ましさにうんざりする。

　和臣を勝手だ無神経だと責めておきながら、いざ『もうしない』と言われれば言われたで、それが惜おしいなんて考えている。

　身勝手なのは自分だ。

（俺は和臣にどうして欲しいっていうんだよ）

　そんな紬里の自問の答えが出るより先に、和臣の方が行動を起こした。

　一時期はすっかりやめていたのに、また友達を家に連れてくるようになったのだ。

「お邪魔しまーす！　あ、紬里君久しぶりー」

　家を訪おとずれるのは、和臣好みの外見の女の人たち。一人の時もあるし複数の時もある。

「おい、晩飯の支度早く。あとビール買ってこい」

　傲ごう慢まんな調子で紬里に使い走りを命じる和臣の態度も以前のまま。

　まるで、ここしばらく自分たちの間に流れていたおかしな空気なんてなかったことにするかのように、和臣はすっかり元の状態に戻った。

　だから紬里は、もう彼に対する怒りを持ち続けられなくなってしまった。

　和臣は約束どおり二度と紬里に触ることがない。おかしなふうにからかってくることもない。

　なのに紬里には、それを嬉しいなんてまったく思うことができなかった。

　自分の思ったとおり、思いつくまま、好きなように振る舞う和臣にひどく疲れる。

　そんな自分の気持ちなんて、和臣がまるっきり考えていないんだろうということを確認するたび、疲れて疲れてどうしようもなくて、怒る気力が潰ついえてくる。

　自分の存在なんて和臣にとっては取るに足らないものなんだと、思い知らされ続けることに、紬里はもう限界を感じていた。
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　期末試験も終わり、夏休みがすぐそこまで近づいてきた。

　試験の結果は惨さん憺たんたる有あり様さまで、紬里はすっかり落ち込んでいる。茜あかねとはいつも席せき次じのいい方がおごりだのとやっていたのに、今回は彼女も紬里の成績のひどさに勝かち誇ほこるというよりは心配したほどだった。

「やっぱりうちの塾の夏期合宿、一緒に申し込めばよかったのに。泊まり込みだから、家を空あけるの紬里は嫌だったんだろうけど……」

「うん。俺もすごく後悔してる」

　常に茜と二人で首しゅ席せきの座を争っていた紬里が三十番以上の転落を見せたせいで、教師たちも焦あせって何かあったのかと指導室に呼び出してきた。体調が悪かっただけなので次は頑張ります、と殊しゅ勝しょうに言う紬里の顔色がたしかによくないことを見て取って、担任教師と学年主任と生活指導の教師たちは納得したようだった。間違っても保護者に連絡、なんてことがなくてよかったと、紬里も胸を撫で下ろした。

「講座だけだったら、今からでも空あきがないか聞いてあげるわよ？」

　テストの後なので授業もなく、進路ガイダンスと大掃除だけで放課になったのに、茜は呼び出された紬里を待っていてくれた。一緒に学校を出ながら、茜が元気のない紬里を見てそう言ってくれる。

「うーん……でもやっぱあんま余計な金かけるの、嫌だからなあ」

　紬里はそう言って断った。茜の通っている塾は有名な大手で、人気の高い講師陣を揃そろえていて受講料も高い。期間限定の特別講座すら結構な金額で、以前茜に誘われてパンフレットを見た時も、紬里はそれを理由に断ったのだ。

　私立の高校に行かせてもらっているだけでも申し訳ないと紬里が考えていることを知っている茜は、今度もそれ以上重ねて誘うことはなかった。

「なら私も合宿は申し込まなきゃよかったわ。私が強引に遊びとか勉強に誘ったら、紬里だって家を抜け出す気になるだろうに」

　茜にあまり自分の話ばかりするのもどうかと思って、紬里は最近の不調の原因については彼女に伝えないつもりだったのに、テスト返しの後に無理矢理聞き出されてしまった。心配してくれている彼女に上う手まく誤ご魔ま化かすことができず、とりあえず『和臣がまた友達を家に連れてくるようになったので、試験勉強に集中できなかった』とだけ話してある。

　だが紬里の和臣への気持ちを知っている茜は、集中できなかった原因が、その友人連中の騒がしさのせいだけではないと、すぐに勘づいたようだった。

「いいって、そこまで心配してくれなくても。大丈夫だから」

　茜まで巻き込むのが申し訳なくて、紬里はどうにか明るく笑って見せた。

　茜は疑わしそうな顔でそんな紬里の笑顔を見ている。

「だって紬里、一人で遊び歩いたりできる子じゃないじゃない。私以外に友達もいないし」

「そんなことないだろ、普通にクラスの奴らとか、中学の時の同級生とか」

「お休みの日まで連絡を取って出かけるような知り合いはいないでしょ。みんな紬里が相手だと尻込みしちゃうんだから。紬里も基本が人見知りだし」

　それはまったく茜の指摘のとおりだった。紬里のことはいつでも学校中の人間が知っているし、声をかけてくる知り合いは多いのに、それ以上のつき合いにはならない。近寄ってくる女の子はいるし、さらにそれを目当てに近づいてくる男子もいるし、そうじゃなくても紬里に興味を持って話しかけてくれる生徒もいたのに、紬里はどこか彼らを遠巻きにしてしまう癖がある。

（人見知りじゃなくて、基本が薄情なんだ）

　常に誰かを傍ぼう観かんするようなところが自分にあることを紬里もわかっている。

　それはもうずっと小さい頃からの習慣なんだと思う。誰も──実の親すらも自分に興味を持っていなかった頃。話しかけてくる人が誰もいなくて、目の前で起こることも、人も、ただ流れていく景色のように感じていた。

　その時の印象が、もう十何年も経たった今でも拭ぬぐうことができない。

　ただ、新しい家族と、唯一友達であると思える茜を前にした時以外は。

「本当に、もうちょっと友達がいればいいのに」

　茜は溜息をついている。

「茜だって、俺以外友達らしい友達いないだろ。小中学の時のとかは知らないけど」

「小中学にだっていないわよ。私のこと嫌ってる子の方が多いのは知ってるし、特に女子は」

　茜は茜で、紬里と同じように子供の頃を引ひき摺ずって、人付き合いがうまくできないままだ。だから多分自分が彼女とは上う手まく行っているのだろうと思って、紬里は少し切ない気分になる。

　こういうのはどうも不健全だ。

「とにかく休み中でも携帯はあるんだし、夜なら電話してもいいから、何かあったら連絡しなさいよ。話聞くくらいしかできないけど、私には」

　それでもたった一人の親友の存在にありがたさを感じながら、紬里は駅に向かう彼女と別れて、通い慣れたスーパーに向かった。そこで数日分の食料を買い込んでから改めて家路につく。

　家が近づくごとに、紬里の足は少しずつ重たくなった。

　帰りたくないという気持ちと、帰らなくてはという気持ちと、帰りたいという気持ちがいろいろなバランスで絡からみ合あって、どれが一番強いのかもわからなくなっていった。

（ああ、今日も駄目だ）

　頭の中がごちゃごちゃしてきて、思考が散さん漫まんになっていく。気持ちが言葉として浮かばなくなる。

「ただいま」

　それでも家に辿り着けば、習慣で手がドアを開けるし口が帰宅の挨あい拶さつを告げる。

　機械的に玄関の三た和た土きを見下ろし、そこに揃えられもせず散らばっている数人のスニーカーやサンダルを見て胸に重石おもしを乗せられたような感触を味わった。女物の靴一足ではないことに安堵もする。なぜかということまでは考えられない。

「おかえりー！　今日もお邪魔してまーす」

　玄関に駆けつけてきたのは、見たことのある女子学生二人。和臣好みの容よう姿し。紬里は彼女たちに微笑ほほえんで会え釈しゃくすると、居間に向かってそこにいる数人の男子学生たちにも小さく頭を下げてから、買ってきた食料を冷蔵庫に移した。

「こいつら、夜カレー喰いたいって言ってるんだけど」

　ソファに座っていた和臣が声をかけてくる。魚をチルド室に入れながら紬里は頷いた。

「いいよ、野菜もルーもあるし」

　後ろの学生たちから歓声が上がる。騒がしい。

「着替えたらすぐ支度するから」

　それだけ言って、紬里は和臣の方を振り返らずに居間を出た。

　自室に戻るために階段を昇っていると、後ろから誰かが追いかけてくる足音がした。

「おい、昨日と今日のビール代と、メシ代いくらくらい？　徴ちょう収しゅうするから」

　和臣の声だ。紬里は鞄から財布を取り出し、中からさらに数枚レシートを取り出した。

「ビールは全部で二千三百円。夕食は多分一人分で三百円くらい。夕飯はともかく、ビールは飲む分そっちで買ってくれれば、いちいち食費の出し入れしないですむからそうしてくれって言ってんだろ」

　段差の下にいる和臣の顔を、紬里は見ることができない。別に見たくないわけでも見ないようにしているわけでもないのに、どうしても目がそちらにいかなかった。

「面めん倒ど臭くせェもん」

「……いいけど。今日は利一兄ちゃん帰り早いって言ってたから、八時にはお開きにしろよ。空き缶も持って帰ってもらわないと、また自分がいない間に馬鹿騒ぎしてたって、兄ちゃんに叱られるからな」

　和臣の返事を待たずに再び階段を昇ろうとした紬里は、腕を摑まれてそれを阻はばまれた。

　――和臣に触られて、波立ちそうになる心を反射的に何かが抑えつける。生まれた感情を言葉に直すことをやめ、これまた他の人と同じように自分の向こうで流れていく景色のようなものだと無意識に頭を切り替えて、ようやく和臣の方を見返す。

「何だよ」

「おまえ……」

　和臣は紬里を見て、きつく眉を顰ひそめた。

　何か言いたそうに口を開くのに、言うことが思いつかずにもう一度閉じるその動きを、紬里は他ひ人と事ごとのように見守った。

　実際、他人事だ。

（もう和臣のすることに振り回されるの、嫌だ）

　そう浮かびかけてしまった気持ちも、紬里の中の見えない何かが力ずくで心の奥深くに押し込める。

「別に利一兄ちゃんに告げ口する気なんかないから平気だよ、和臣がまた友達たくさん連れ込んで家散らかしてるのとか。兄ちゃん帰ってくる前にちゃんと片づけるし」

「おまえ、何で怒らないんだよ？」

　和臣はまだ手を離してくれない。呑み込んだ言葉をもう一度吐き出すように、和臣こそ少し怒ったような声で言うのが紬里には不思議だった。

「怒ってるよ、片づけとか面倒だし」

　今さらそんなことを訊ねてくるのが本当に不思議だ。和臣と友達が家で馬鹿騒ぎをするのなんて、これまでもう何年間も続いていることなのに。

「怒ってねえじゃん。そんなツラして」

　そんな、というのがどんななのか、鏡もないので紬里にはわからない。和臣の、声と同じように不機嫌そうな顔を見ているのが何となく嫌で、紬里は相手に摑まれている自分の腕に視線を移した。

「怒ってないと思うならその方がいいだろ、怒られるより面倒がなくて。いつもうるさいうるさい言ってたくせに」

　触られたところからちくちく痛むような感じが拡ひろがる。そんな感触なんて味わいたくない。

「怒らなくてもいいから、じゃあせめて笑えよ。や、嬉しくもないのに笑ってる愛あい想そ笑わらいみたいのもイラつくんだけど」

　イラつく、と言われて紬里の方こそ苛立ちが湧き上がりそうになるのを、必死に見ないふりでやり過ごす。

（考えたら駄目だって）

　和臣のすることに意味を見いだそうとしたり、それのせいで自分を苛さいなむ感情について考えたりしたらいけない。

　怒ったり喜んだりするのも紬里にはもう難しい。

（もうやだ、もう無理）

　和臣が勝手だとただ怒っていられるだけならよかった。怒りながら、不意打ちで優しくされて喜ぶのもまあ仕方ない。

　――でも悲しいのだけは駄目だ。

　悲しい気持ちが何より辛つらい。

　だから、和臣が自分の気持ちなんて考えてもくれないことを、悲しいなんて感じてはいけない。

　それに自分が悲しい顔をすれば周りが困る。怒って殴られる。いや辛いのも痛いのもどうでもいい。

　ただ自分が泣けば、

（和臣がいなくなる）

　くっきりと言葉で浮かび上がった事実に、紬里は頭が真っ白になった。

　だって実際、この間も、泣いた自分を見て和臣は去っていった。

「おい、紬里――」

「もういい」

　腕を摑む和臣の手を、振り払う。ついでにその胸を突き飛ばして、紬里は昇りかけの階段を駆け下りた。

「待てよ、どこ行くんだよ！」

　怒った和臣の声が後ろで聞こえる。そんなものをもう聞いていたくなくて、紬里は制服のまま鞄を抱えて家を飛び出した。
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　泣いた顔を見られるのが恥ずかしくて、人のいない方へいない方へ進んだ。

　馬鹿みたいにしゃくり上げながら、ポケットの携帯電話を取り出して茜にメールを打つ。

『和臣のいない世界に行きたい』

　それだけ打って送信した時、送信完了の表示が終わる前に今度は着信中の表示が液晶画面に出た。『和臣』という名前が見えたのに、ボタンの操作中だったせいで通話がオンになってしまった。

『おい紬里てめぇ、話の途中で何勝手に逃げ』

　電話の向こうで怒ど声せいが聞こえたが、紬里はそのままもう一度ボタンを押して通話を切った。すぐにまた着信中になったので、発作的に地面に放り出してしまった。

　今電話に出たら、泣きながら和臣に好きだとか何とか言ってしまいそうで、それが怖い。

「……あーあ……」

　電話はそれきり鳴らなくなった。拾い上げてみると、割れた画面に液晶が染み出している。落とした衝撃で壊れてしまったらしい。せっかく利一郎が高校入学のお祝いにと買ってくれた携帯なのに、何をやっているんだとますます泣けてくる。

　その上自分で電話を壊しておきながら、これで和臣の声が聞けなくなってしまったなんて考えるその思考回路に、紬里はほとほと嫌気が差してきた。

　壊れた携帯電話を鞄にしまって、紬里はまたあてどもなく路地を歩き始めた。

（……『和臣のいない世界』か）

　自分でメールに書いたのに、紬里にはそんなものを想像することができない。

　紬里の世界は、和臣に会った時に始まったから。

　はっきりと覚えている最初の記憶が和臣に声をかけられた瞬間なのだ。

　それまでのことは、色のついた音のない夢のような感じでぼんやり頭の中に浮かんでいるだけだ。

　きっと心の奥の方では残っているものがあるのだと思う。女の人のヒステリックな怒鳴り声が怖いとか、理不尽な暴力が怖いとか、でもまあそんなものが得意な人もいないだろうから大した思い出でもない。だから消した。

　とにかくあの時、あの公園で、和臣に自分が気づいて――和臣が気づいてくれた時から、紬里の世界が始まっているのだ。

（つくづく俺って、執しゅう念ねん深い）

　十四年間も、紬里は和臣のことを考え続けている。

　両親のことも利一郎のことも大切で大好きだったのに、気になるのは和臣の言葉や行動ばかりだった。

　和臣が話しかけてくれるおかげで嬉しいという気持ちがわかった。

　声を上げて笑っても怒られないことに安心する気持ちも覚えた。

　泣けば、面倒がった和臣が目の前からいなくなるということも。

　だから紬里は和臣の前で泣かないようにすることを決めた。他の人の前でも、泣いたことが伝われば和臣は自分を面倒に思う。せっかく拾ってくれたのに、いらなくなってしまうかもしれない。

　でも泣くのを我慢して追いかけても、和臣はやっぱり逃げた。何でだろうと、言葉を覚え始めた頭で一生懸命考えて、『きっと本当の兄弟じゃないからだ』と結論づけた。和臣は利一郎とは楽しそうに遊ぶ。

　だったら和臣と利一郎の真似をしなくちゃいけないと思った。和臣には馬鹿だアホだとからかわれたから、馬鹿をやめなくちゃいけない。そのためにはたくさん勉強をして、賢くならなくては。

　そう気づいてからは和臣を追いかけるのを我慢して、紬里は毎日勉強に励はげんだ。勉強すれば両親も喜んでくれるし、先生も褒ほめてくれるし、一石二鳥も三鳥もあった。

　でも勉強に夢中になっている間に和臣は友達を山ほど作って、もう紬里には構ってくれなくなったのだから、自分は本当に馬鹿なんだと後になって気づいた。

　勉強を頑張っても、いい子になって褒められようとしても、和臣はもう振り向いてくれない。

　今の自分が公園に落ちていても、きっと和臣は拾ってはくれないだろう。そう考えた頃、紬里は和臣が男友達を家に連れ込んで裸に剝むいている場面を目撃してしまった。

　絶望感の上にさらなる絶望。底なしだ。家族としても大して好かれてはいないのに、恋なんかしたところで報われる可能性は微み塵じんもない。

（それで今だよ）

　さっき、泣き顔を見せずに和臣の前から逃げてこられたのは、それでも自分にしてはよくできた方だと思う。

（まだ大丈夫だ、致命的なとこまでは行ってないから、何とか立て直して）

「あら紬里ちゃん、どうしたのこんな方まで」

　とぼとぼと道を歩き続けていた紬里は、顔見知りのおばあさんに声をかけられて驚いた。家の近所に住む人だ。犬を連れている。散歩中らしく、スーパーも遊ぶ店もないような道を一人で歩いている紬里に、訝いぶかしそうな様子になっている。

「あらあらあら泣いてるの、大変、誰かにいじめられたの？」

「な、何でもないです、ちょっとブタクサの花粉症がひどくって」

　適当な言い訳を早口に言って、紬里はおばあさんに頭を下げるとその場から小走りに離れた。

　道を歩けば顔見知りに遭遇する環境というのはまずい。水橋家の主婦代わりを勤めている紬里には、スーパーの特売日情報仲間とかクリーニングの順番待ち仲間とかが多すぎる。

　一人でうろうろしている理由を詮せん索さくされるのも面倒だ。紬里はちょうどバス停の辺りを通りがかったので適当なバスに乗った。こういう時、ご近所の顔見知りは多いのに、訳を聞かずに泊めてくれるような友人がいない自分にがっかりする。茜に連絡すれば頭を冷やす間つき合ってくれるだろうが、それも何だか申し訳ないし、それにさっき頭の悪そうなメールを送ってしまったのでコンタクトを取とり辛づらい。

　行き先もたしかめずにバスに乗った紬里は、そのバスが覚えのある路線を走っていることに気がついた。

（ああ、あそこに行くなあ）

　他に目当てにできる場所もないので、紬里はそこに向かうことにした。あと何回かバスを乗のり継つがなくてはならなくて時間はかかるが、それは望むところだ。

　つらつらと昔のことを思い出したり、もう思い出したくなくて考えるのをやめてぼんやりしながら移動して、三時間近くもかけて紬里はようやく目的の場所に辿り着いた。

　山の方にある大きな霊れい園えん。水橋の両親が眠っている場所だ。

　途中の花屋で仏ぶっ花かを買って、整然と並ぶ管理墓地の間を進み、この二年間で何度か通った墓ぼ標ひょうの前に到着する。水も線香も支度していないので、ただ花だけを墓ぼ前ぜんに備え、紬里はその場に鞄を抱えてしゃがみ込んだ。

　六時近くのはずなのに、夏の陽は落ちきらず、晴れた空はまだ明るい。真昼より少しだけ柔らかくなった陽の光に照らされた、墓標の『水橋家』という文字を、紬里はじっと眺めた。

（お父さん、お母さん、うまくできなくてごめん）

　せっかく家族として受け入れてくれた両親に、紬里は申し訳なくて仕方がなかった。自分だけちゃんと家族になれていない。和臣への執着が強すぎてぐちゃぐちゃだ。

「どうしたらいいんだか……」

　そう呟きつつも、考えるのが億おっ劫くうになって、紬里は墓石に刻きざまれた家の名前をただみつめながらぼんやりと座り続けた。

　長い時間をかけて陽が落ちて、辺りが薄暗くなってくると、疲れたせいでひどく眠たくなってくる。

　それでうつらうつらしていた紬里が突然目を覚ましたのは、頭にものすごい痛みが襲ってきたからだ。

「……ッ!?」

「馬ば鹿か面づら晒さらしてボケーッとしてんじゃねえよ」

　後ろから勢いよく殴りつけられて、紬里は墓の方へつんのめりそうになった。

　慌てて地面に手をついてそれを堪こらえ、振り返った先に和臣の姿をみつけて面めん喰くらう。

「和臣、何で……」

「何でもクソも、てめぇの行きそうなとこなんてここくらいしかないじゃねえか」

「……そりゃそうだけど」

　和臣にも、家を往いき来きできるような友達がいないことなんてどうせばれている。

　仏ぶっ頂ちょう面づらも極まったような表情で、和臣が紬里のことを見下ろしている。

　紬里はそれを見返すことができずに、俯うつむいた。

（何で……捜しにきてくれたんだ、和臣？）

　それが信じられなくて、たしかめるのが怖くて、紬里は自分の鞄だけを意味もなく見下ろす。

「家出とか生意気なんだよ、紬里の分ぶん際ざいで」

「家出？　って、別にそんな大おお袈げ裟さなことしたつもりじゃ」

「おまえの美人の彼女が家まで電話してきたぞ、おまえからすげぇ思い詰めたようなメールが来た後、連絡も取れなくなったから心配だって」

「……ああ……」

　思わず、紬里は両手で顔を覆おおった。本当に馬鹿なメールを出した。『和臣のいない世界』なんてもののたとえで出した言い回しだったのに、もともと自分の様子を気に懸かけてくれていた茜はそれが『死後の世界』とかじゃないかと慌てたのだろう。

（恥ずかしい……）

　今すぐ訂正のメールを出すにも、携帯電話は壊れてしまった。というより壊してしまった。とことん自分は愚おろかだと情けなさも極まってくる。茜の電話番号もメールアドレスも覚えてはいない。

「親父たちに何話してたんだよ」

　紬里の手た向むけた花を見下ろしながら、和臣が訊ねてくる。

　そんなもの、紬里に答えられるはずがなかった。

「別に……期末の成績悪くてごめんとか」

「ふうん」

　和臣が自分を追ってきてくれたという事実がやはり信じられず、驚きすぎて、紬里は思考を放ほう棄きしようと思うまでもなくうまく考えがまとまらなくなっていた。

　ただ感じるのは『嬉しい』という気持ち。

　それが、和臣の前から逃げ出さなくてはならないくらいだった悲しさを、少し遠くへ押し遣ってくれている。

「俺の電話にも出ないでこんな遠くまで来て、そんで親父たちに伝えたいのが、そんなくらいのことか」

　俺の電話にも、というところに妙な力が籠こもっている。紬里に無視されたことを、どうやら和臣は根に持っているらしい。

「電話壊れた」

「ハァ？　んだそりゃ」

　もう一度、今度はごく軽く、和臣に頭を小こ突づかれる。

「いちいちぶつなよ」

「ここまですげぇ時間かかったんだからな」

「……ごめん」

　そんなの頼んでないとか、ひねくれた言葉を、紬里はどうしても口にすることができなかった。家の一番近くにあるバス停から、二回乗り換えて、途中は少し歩かなくてはいけなくて、三時間近く。電車でも来られるけれど、どっちにしろ本数が少なくて乗り換えに時間がかかるから、結局同じくらい。

　その時間をかけて和臣が自分を捜しに来てくれたのだと思えば。

「おかげでいらんことを山ほど考えた」

　和臣は両親の墓を見下ろしながら、なぜか偉そうに腕を腰に当てている。それを目の端で捕らえながら、紬里も同じように墓の方を見み遣やった。

「いらんこと？」

「おまえのことに決まってんだろ」

「……それは、たしかにいらんことだな」

　三度目だ。また頭を殴られて、紬里はさすがに目に涙を浮かべて和臣を睨み上げた。

「だから殴るなって言ってんじゃん！」

　声を荒らげたら、逆に睨み返される。

「何がいらんことだ」

　何故か責められて、紬里は脱力したくなった。

「何がって、そもそも和臣がそう言ったんじゃん……」

「おまえが泣いてるとこを見るの、俺はものすごー……く、嫌なんだけど」

　反はん駁ばくを無視して、和臣は不機嫌そうな顔で紬里を睨みつけたまま続ける。

「でももしかしたら、泣いてる時のおまえが一番素直に自分の感情出してるっていうなら、ぶん殴り続けて泣かせるっていうのもいいかもな？」

「……それって、感情がどうこうっていうより、普通に痛覚に響いたせいで生理的に涙が出るんだと思うんだけど」

「おまえは本当に最近、俺に口答えばっかりだな」

「えー……もう、どうしろっていうんだ……？」

　何を言っても和臣からは無茶苦茶な理屈で叱られるので、紬里は本当にどうしたらいいのかわからなくなってくる。

「生意気なんだよ。弟の分際で、お兄様の思考を奪うっていうのは」

「……」

　その思考というのが一体何なのか、紬里は気になったけれど、口に出して問う勇気はなかった。何を言われても、自分の気持ちが揺さぶられるのはわかっている。和臣の言葉で紬里の心を刺激しないものは、これまで何ひとつとしてなかった。

　ただ、続く和臣の言葉を待つ。

「そうやって俺に生意気な態度をおまえが取り始めたのはいつなのかとか、バスに揺られながら考えたわけだ、俺は」

「……」

「まあ、結局思い出せなかったけど」

「……何だよ」

「それにしたって、ここ数ヵ月はことにおかしいってのはわかる。おまえがキーキー俺に怒鳴ってんのはあんまり気にならないんだけどな。もう一回言うけど、俺はおまえに泣かれるのが一番困る」

　まあ面倒だろうしな、と紬里は小さく頷く。子供の頃、泣き出した自分を見る時の和臣の嫌そうな顔は今でも思い出せる。

　そうやって、嫌がって、泣く自分から離れていったのだ。

「で、こないだ泣かせたのはどうやら俺らしいと」

　どうやらもクソもあるか、と思いつつ紬里はまた頷いた。

「だからあの時言ったみたいに、おまえが嫌がって泣くようなことはもうしないって約束したし、実際俺はそのとおりにしただろ？　なのに何で今度は泣きもしないけど笑いも怒りもしないのか、謎過ぎるんだよ」

　そりゃあ、和臣にとっては謎でしかないだろう。紬里は今度は小さく溜息をつく。

「どっちだっていいじゃん、俺がどんな顔してようが和臣には関係ないだろ」

「いいわけあるか。何のために俺が別に呼びたくもねえ奴ら呼んで前みたいにやってると思ってんだよ」

「……何それ？」

　本当に、和臣の口にする言葉が紬里にはさっぱり意味がわからない。いつだって和臣のすることになんて大した理由もなく、それを紬里が理解できることの方が少なかったが、今日はことさらひどい。

「どうしてそれが俺のせいみたいな言い方されてんの？」

「おまえのせいじゃなくて、おまえのためだっつの。俺は、おまえがまた俺にキーキー怒るようになればそれでいいと思ったんだよ。なのに能のう面めんみたいに無表情になるのは何ごとだと」

　和臣が家で言った『そんなツラ』というのは、どうやらそういう表情のことだったらしい。紬里はせいぜい普段どおりの顔をしようと思っていただけなのに、和臣の目にはそう映っていたのか。

「挙あげ句く人のこと突き飛ばして今度は家出だ？　一体どういうつもりなんだって、さらに俺は考え続けたと」

「……」

　紬里は段々、心臓が嫌なふうに脈みゃく打うってくるのを感じた。

　さっきまで以上に、和臣の言葉を聞きたくなくなってくる。

「もう延えん々えん延々考え続けたね。まあそうじゃなくたって、ここんとこ俺はおまえのことずーっと考えてたんだけどよ。どうしておまえのことばっかりこんなに考え続けてるんだっていう自問コミで」

「え……」

「で、一個だけ答えをみつけた。――いや、二個か？」

「あっ、あの……さ、和臣、そろそろ、家、帰らない？」

　答え合わせをしなくたって、紬里自身は正解を知っている。

　もし和臣が辿り着いた答えがそれと一緒なら、これ以上和臣とこんなところで話しているのは、絶対によくない。

　そう思って紬里は立ち上がったが、和臣はその場を動こうとしなかった。

「もう、暗くなってきたし。そうだ俺、夕食の支度するって言ったのに飛び出してきちゃったから、ごめん、和臣の友達いたのに」

「おまえって俺のこと好きなの？」

　問われた瞬間、脳のう貧ひん血けつでも起こしたみたいに、紬里の頭がぐらっと揺れた。本当に、このまま気を失ってしまうのではないかと思った。

　よろめいて、よりによって両親の墓石の方へ倒れ込みそうになったのを、腕を摑つかんで止めてくれたのは和臣だ。
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「しかも、相当昔から」

「――」

　蒼そう白はくになっている紬里の顔色にも構わず、和臣は重ねて訊ねてくる。

　問い方からして、『兄弟としての好き』じゃないことくらいすぐにわかった。

　だからその問いに、紬里が答えられるはずがない。

「考えてったらそれしかないんだよな。せっかく俺が前と同じにしてやったのに、女や仲間連れてきたら能面になるとか。あと――『人の気も知らないで』とか」

　摑まれた手が、体中が、震えてるなんて和臣に気づかれてはいけない。

　誤ご魔ま化かして、否定しなくてはと思うのに、紬里は喉のどが引きつるようで、上う手まく声を出すことができなかった。

　ただぎこちなく首を振る。

「ふうん、俺に噓つくわけ？」

　噓をついたらどうすると言われたわけでもない。呆れたふうでも恫どう喝かつするふうでもない和臣の言葉の、ただ『俺に』という一言のニュアンスだけで、紬里はますます頭がぐらぐらしてくる。

　腕を摑む手に、ぐっと力を籠められたので駄目押しだった。

「できないだろ、そんなの、おまえに。本当のこと言えよ」

　何の根拠もない決めつけと命令。それがまるで魔法の呪じゅ文もんみたいに紬里の口を勝手に動かして、声が出そうになった。すんでのところで思い止とどまる。

「じゅーり」

　和臣にしてはありえないほど根こん気きよく、小さな子供に向けるような声音で呼びかけてくる。

　たしかに小さな頃の自分に向けていたのと同じ調子の和臣の声にまたあやうく頷きを返してしまいそうになりながらも、紬里は大きく首を横に振る。

「何で？」

「……お父さんとお母さんの前じゃ、言えない」

　紬里は消え入りそうな声を絞しぼり出だして答えた。

　これじゃ答えを返したも同然だということは、紬里だってわかっている。

「あっそ。俺は言えるけど」

　和臣の言葉を聞いて、紬里は怪け訝げんな気分で相手の方をそっと見上げた。

「……何を？」

「さっきみつけたって言った答えのもう一個の方。俺はおまえのこと好きだって、別に親の前でだって言う」

「――はぁ!?」

　生まれてこの方、ここまで驚いたということはないくらい驚いて、紬里はその場から後あと退ずさりそうになった。

　和臣がきつく腕を押さえたままだったので動くことはできなかったが。

「はぁ？　ってことはねえだろ」

「い、意味、わかんないんだけど」

「どこが」

「どこがって……和臣が、俺を……とか……え、い、いつから、っていうか、何で」

　混乱して取り乱す紬里に、和臣の方は星の見え始めた宵よいの空そらを見上げて考え込む顔をした。

「気づいた時がそうっていうなら、一時間くらい前から？」

「……」

「何でかは知らねえ。手で抜いてやった時のおまえの反応を未だに思い出してムラムラするし、茜って女と一緒にいるとこ見たらムカついたし、泣いてる顔見て困るなんておまえしかいないし、逃げた相手を追いかける気になったのなんてのもおまえで初めてだし、答えを逆引きしてったらそうなったんだからそういうことだ」

「……」

「で、おまえは俺のどこが好きなの？」

「すっ、好きじゃ、な」

「まあ全部挙あげろって言われたら困るだろうけどな、時間も勿もっ体たいないからそれはいい」

「……」

　こういう時まで、とことん傲ごう慢まんな自分らしさを貫つらぬく和臣の態度に、紬里はその場に座り込みたくなってくる。

「だからおまえは俺の前から逃げんな。能面もするな。今みたいにアホ面づらで赤くなってろ、そういうのが可愛いんだから」

　一いっ体たいどこから返事をしていいものか、紬里はさらに混乱しながらも、和臣に言われたとおり真っ赤になっている顔を片手で隠した。

「好きなもんをわざわざ別のやつに譲ゆずるほど親切でもないから、俺は。茜ってのとは別れろよ？」

「譲る……って、もともと、つき合ってるのは、茜の方とで……」

「おまえは知らないだろうけど、おまえの所有権は昔っから俺にあんの。大体弟が兄に逆らおうだなんて宇宙の摂せつ理りに反してる」

「兄弟で好きだとか言う方が反してるんだよ、常識に！」

　和臣のロジックとレトリックに流されないように、紬里は精一杯声を張り上げた。屁へ理り屈くつ合がっ戦せんで紬里が和臣に勝てたためしがないが、ここで納得してはいけないはずだ。

「俺はやだよ、もし和臣が俺のこと、す、好きでいてくれたって、それじゃ家族に申し訳なさすぎる。今だってお墓の下でお父さんとお母さん絶対怒ってるよ、利一兄ちゃんだって家支えるために頑張って働いてくれてるのに、それ壊したら悲しむよ、何のために俺がずっと我慢してきたと思ってるんだよ！」

「――死んだ人間は悲しみゃしねえよ。兄貴のことは知るか」

　冷淡に聞こえた和臣の言葉に、紬里はショックを受けて目を瞠みはる。

「……さっき……お父さんたちと何話してるんだとか言ったくせに……」

「親父たちに、つったんだ。応こたえてなんかくれねえだろ、返ってきた気になるのは自分がそう言って欲しいとか……相手ならそう言うっていう思い込みのせいだ。俺の中の親父も母さんも、別に俺が紬里に手ェ出したって悲しがったりしない。まあ、二、三発張られるだろうなとは思うけど」

「俺はそんなふうには割り切れないよ。じゃあ、利一兄ちゃんはどうするんだよ」

「だから兄貴のことは知らねえ。こうなっちまったもんは仕方ないだろ、俺は欲しいもんは我慢しない。他人の横よこ槍やりに耳を貸す理由もない」

「他人って、利一兄ちゃんは家族じゃないか。家族のこと壊すのは嫌なんだよ、他人なのは俺なのに」

　つい口を出てしまった言葉に、紬里はハッとする。

　和臣も、驚いたように紬里のことを見返した。

「おまえ……知ってたのか」

「……」

　俯うつむいて、紬里は小さく頷いた。

「親父たちも兄貴も隠してただろ。何で」

「……何でってそりゃ、長男が利一郎で、次男が和臣なのに、俺が紬里ってどう考えても変だろ」

　そこだけは、紬里が本当の親を恨うらみたくなるところだ。もうちょっと男らしい、せめて普通に読んでもらえる名前をつけてから捨てて欲しかった。

「親父か母さんがたまたま三男の時だけそういう名前つける気になったのかも知れないじゃねえか」

　紬里の口にした理由が、和臣は腑ふに落ちない様子だった。

「あとは俺が捨てられてた公園って、家の近所だろ。ほとんど人の入れ替わりがない一軒家ばっかの住宅街で、俺の事情知らない人っていないだろうし」

「どっかの噂好きなババァがバラしやがったのか？」

「そうじゃないけど……とにかく、知ってたんだ。ずっと」

　和臣が拾ってくれた時のことを覚えているとか、その時に自分が生まれたような気がするとか、そんなことは恥ずかしくて紬里には口にできなかった。

　それを言ってしまえば、自分がどれだけ執念深く、本当に和臣のことを好きでいたか、きっと相手にわかってしまう。

「お父さんにもお母さんにも、利一兄ちゃんにも和臣にも、すごく感謝してる。俺のこと家族にしてくれて嬉しかった。みんなのこと好きなんだ。だから、俺が壊すの嫌なんだよ。お父さんもお母さんももういなくて、兄弟三人だけで暮らせるのなんてあとちょっとなのに、そのちょっとだけも自分のせいでなくなるのなんて」

「あとちょっとって？」

「だから……利一兄ちゃんとか……和臣、が、結婚……とか……」

　言葉にするだけで辛くて、紬里は泣きたくなる。その痛みを抑えるように、ぎゅっと胸の辺りのシャツを握り込んだ。

「何だ、おまえ、頭よくなったと思ったのにまだずいぶんと馬鹿なのな」

　呆れたような声で言って、和臣が笑っている。

　真剣に言ったのに笑われて、紬里はカッとなった。

「馬鹿ってことないだろ、俺は真面目にそういうの考えて」

「俺が他人と結婚したらたしかに世帯は別になるだろうよ。でもおまえがちゃんと俺を選んだら、あとちょっとなんかじゃなくて死ぬまで一緒にいられるんだぞ？」

　何でもないことのようにあっさり言った和臣に、紬里は言葉を失う。

「ここの霊園予約しといてもいいな、まあ金貯めといて永えい代たい供く養よう頼んでもいいか、俺とおまえじゃガキこさえんのは無理だし」

「――」

「どっかの公園に子供が落ちてたらまた拾うのもありか。水橋家の血を継つぐ子供っていうのは兄貴に任せりゃいい。でも別に親父たちも気にしてなかったと思うけどな、家とか血とかそういうのは。おまえだけだぞきっと、ごちゃごちゃそういうの心配してたのって」

「……でも……」

「大体『家族を裏切る』って何だよ？　じゃ、たとえば兄貴がどっかの家に婿養子になって水橋姓名乗んのやめたら、おまえあいつのこと兄貴って思うのもやめるわけ？」

「そ、そんなことないけど」

「じゃあいいじゃん、他に何の問題があるんだよ？」

　和臣の言葉は明確すぎて、紬里にはついていけない。

　丸め込まれてはいけないと思うのに、じゃあ何でいけないのかと考えても、どんどんわからなくなってくる。

「……和臣が……俺のこと好き、とか、信じられない……」

「うるせぇ信じろ」

　紬里にとっては大きな問題も、和臣にはたった一言だ。

　一言で、有う無むを言わせず紬里の迷いをねじ伏せようとする。

「ああもうやだおまえ、ほんとごちゃごちゃ理屈ばっかうるさい。おまえは俺が好きだろ？　俺はおまえが好きなんだから、そのことだけ考えてりゃいいんだよ。面倒なことは置いといて俺のことだけ考えてろ。そんで俺が好きって言え。好きなのはもうわかってるけど、おまえの口から聞きたい」

「……なんで」

「言われたら俺が嬉しいからに決まってんだろ」

　それでもう、紬里には我慢できなくなった。

　胸の奥に押し込めなくてはいけないと思っていたものが、堰せきを切ったようにどんどん溢あふれてきて、止まらなくなる。

「……好きだよ……」

　場所も状況も忘れて、紬里はただ、和臣を喜ばせたいというだけでそう口にしていた。

「ずっと、最初に和臣に会った時から、和臣のこと好きだよ」

「最初っておまえ、覚えてないだろ。三歳児が」

「……覚えてる。和臣が俺のことみつけてくれて、嬉しか」

　最後まで言葉を言い切れないうち、身を寄せてきた和臣の唇に唇を塞ふさがれた。
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「……ッ……」

　驚いて身を竦すくめ、逃げようとする紬里の腕を和臣が強引に引っ張って、自分の方へと抱き寄せてくる。

「……うん、ありだな、これは」

　しばらく唇を合わせてから、紬里を抱いたままの和臣が一人で納得したように呟き、頷いていた。

「『あり』……？」

「いくら血ィ繫がってないったって、長い間一緒に暮らしてりゃたとえ戸こ籍せきが違ってても『兄弟同然』だ。で、自分が単に兄弟相手でもその気になるもんかと兄貴で想像してみたけど全然駄目で」

「……」

「おまえ、兄貴にも嫉妬するんだな」

　微妙な表情になった紬里の顔を覗き込んで、和臣がおかしそうに言う。

　図星を指されて、紬里は恥ずかしさを誤魔化すために、乱暴に和臣の胸を押おし遣やって相手から離れた。

「……帰る、利一兄ちゃん心配してるだろうし、茜も」

　話し込んでいるうち、すっかり夜になっている。街がい灯とうは墓の並ぶブロックごとに点てん在ざいしていたが、霊園の中も遠くが見渡せないほど暗い。

「あ、終しゅうバスねえわ、もう」

　携帯電話を取り出した和臣が、その画面を見て呟いた。

　墓場で一体何をしてしまったのかと赤くなったり青くなったりしていた紬里は、呟きを聞き止めて慌てて和臣の方を振り返る。

「え、もう!?」

「早はえーんだよここ。タクシー呼ぶにも、多分管理室も閉まってんな。流しのはこっちまで来ないだろうし」

「じゃ、じゃあ、とにかく、利一兄ちゃんに電話だけでも」

「残念、圏外」

　和臣に見せられた携帯電話の画面を確認すると、たしかに左上に『圏外』の文字が表示されている。

「駅まで歩くしかないだろ。ほら行くぞ」

　当たり前のように差し出された和臣の手を摑むことを、紬里は躊ちゅう躇ちょした。

「ほら」

　だがもう一度強く促うながされて、誘惑に負ける。

（……もう、いい）

　昼間、家を飛び出した時に頭に浮かべたのと同じ言葉を、でもまったく違う意味で紬里はまた浮かべる。

（好きなのは、もう、どうしようもない）

　紬里が相手の掌てのひらに自分の指を重ねると、和臣がそれをきつく握ってくる。

　和臣と手を繫いで、紬里は真っ暗になった霊園の中を歩き出した。
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　歩いたことのない道、しかも夜で見通しが悪いので途中迷ったりもして進むのに時間がかかり、結局一番近い駅に辿たどり着ついた時にはその日の終電が行ってしまった後だった。

「早すぎる……」

　時刻表を見て紬じゅ里りは愕がく然ぜんとした。まだ八時台だというのに地元駅まで辿り着ける電車がない。バスなどは六時台で最終だったから、それに較べれば遅くまで運行してはいるが。

「でも途中の駅まで行くやつはまだ出てるから、そこで降りてタクシー乗ろうよ」

　紬里はそう主張したが、和かず臣おみはそれを面倒がって、駅の近くに小さなビジネスホテルをみつけるとさっさとそのフロントに向かって部屋をひとつ取ってしまった。

「早く来いよ」

　客室へ向かうエレベータに乗り込んだ和臣が、ロビーでためらっている紬里を見て急せかす。フロントのホテルマンが怪け訝げんそうにこちらを見ている視線に気づいて、紬里は仕方なくエレベータに乗り込んだ。

　一体どこでビジネスをするつもりなのだという土地柄のせいか、ホテルは閑かん散さんとしている感じだった。エレベータでも廊下でもまったく誰とも擦すれ違ちがわないまま、紬里たちは最上階、といっても四階の一室に足を踏み入れた。

「狭せっめーなあ」

　和臣が呆れた声を上げた。ツインで取ったが、シングルベッド二台が狭い部屋に押し込められていて、その隙間は一人が通れればいい程度しかない。壁際に薄い作りつけのテーブルがあって、小さな液晶テレビと小さな電気ポットが載っている。そのテーブルの下に置かれた小型冷蔵庫を開けて、和臣が不満そうに眉を顰ひそめる。

「何も入ってないじゃねえか」

「こういうとこのビールとかって高いんじゃないの、それより、利り一いち兄ちゃんに連絡しろよ。もう電波入ってるだろ」

「さっき歩きながらメールしといた」

　そういえば、夜道を歩いている途中で和臣が何度か携帯を弄いじっていた気がする。時間をたしかめているだけかと思っていたが、ちゃんと利り一いち郎ろうと連絡を取り合っていたらしい。

「……利一兄ちゃん、何て？」

「気をつけて帰って来いって。おまえのこといじめんなよとか言われた。いじめてねえよなあ？」

　紬里はコメントを差さし控ひかえることにした。

　霊園から駅まで、一時間以上も歩き詰めですっかり疲れているので、ベッドの片方に靴を脱いで上がった。

「先シャワー浴びる？」

　ベッドに寝転ぼうかと思っていた紬里は、和臣に何てことない口調で訊たずねられてその動きを止める。

「いい……あとで。和臣入れば」

「じゃ、そうしよっと」

　和臣はベッドに畳たたんであったホテルの浴衣ゆかたを抱かかえて、バスルームの中に消えていった。

「……」

　紬里は寝転ぶ気が起きず、何な故ぜかベッドに小さくなって座った。

（ラブホテルとかじゃなかっただけ……マシか……）

　そんなことを考えた自分にぎょっとして、慌ててリモコンを取るとテレビをつける。

　バスルームからはシャワーの水音が響いている。それを聞きながら和臣を待つのは、何だか間まが持たなかった。

（家に帰りたい……）

　やはりどんなに金がかかろうとも、ここからタクシーで帰ろうと訴うったえるべきだったと、紬里は後悔した。ホテルに泊まるのだってそれなりに金はかかるのだ。こっちの方が安くつくからと説得する和臣の強引さを思い出し、そわそわしてしまう。

　せめて携帯電話を壊したりしなければ、茜あかねとメールをして落ち着けたのにと思っているうち、思いのほか早くバスルームのドアが開く音がして紬里はびくりと肩を震わせる。

「お次どうぞ」

「う、うん」

　濡ぬれ髪がみをタオルで拭ふきながら歩いてくる浴衣姿の和臣などというものを、視界に入れないようにしながら紬里は頷いて、交代にバスルームに入った。

（そうだ、さっさと寝たふりしちゃえばよかったんじゃないか？）

　狭いユニットバスに足を踏み入れた時それに気づいたが、今さら遅い。

　紬里は仕方なく和臣が使った後で温まっている浴室で服を脱ぎ、バスタブに入って頭からシャワーの湯を浴びた。

　とにかく余計なことを考えないようにしよう、と自分に言い聞かせて髪や体を洗う。ついでにバスタブにお湯を溜めて全身をつけた。

　アメニティでバスソルトが用意されているのを発見してお湯に入れ、両脚を伸ばしていると、少しだけ落ち着いた。

　しばらくぼんやりしながら心地よさを味わっていたのだが、突然ドアが開いたことに驚いて、ビクッとその方を見遣る。

「おまえ風呂なっげーな。溺おぼれてんのかと思ったぞ」

　ドアを開けたのはもちろん和臣だ。

「つ、疲れたから、ゆっくり浸つかろうと思って」

「あんま待たせんなよ」

　それだけ言って、和臣はドアを閉めた。

「先寝てていいって！」

　ドア越しに紬里は叫んだが、和臣の返事は聞こえない。

（……出づらい……）

　それからもしばらく湯に浸かっていたが、いい加減湯あたりしそうだったので、紬里は仕方なくバスタブから出た。

　往おう生じょう際ぎわ悪く、備えつけのバスタオルでゆっくり体を拭いて、髪も拭いて、時間をかけてからやっとバスルームを後にする。

　どうか先に眠っていてくれますようにと願ったのに、和臣はいつの間に買ってきたのかビール缶を片手に、ベッドの上でだらだらテレビを眺めている。

「いくら安っぽいホテルだからって十五インチはねえよな」

　ろくな番組がないのか、リモコンで忙せわしなくチャンネルを変えながら和臣が言った。目はテレビの方を見ている。

「どうしたの、そのビール」

　和臣が振り返らないのをいいことに、紬里はそそくさとベッドに上がり、布団の中に入った。

「廊下の自販。おまえのも買って冷やしてあるけど」

「俺飲まないよ、未成年だし」

「まっじめだねー」

　からかうような和臣の声は無視して、紬里は部屋の明かりとテレビがまぶしいふりで、頭まで布団に潜もぐり込こむ。

「明日も学校あるから始発で帰りたい。だからもう寝る、おやすみ」

　言い訳をしておこうと思ったら、本当にやたら言い訳めいた言い回しになってしまった。とにかくこれで寝る条件はできたと、紬里は和臣の方に背を向けて目を閉じた。

　和臣は紬里の言葉に返事をせず、少ししてからテレビと部屋の明かりを消した。

　和臣も寝る気になったのだろうと紬里がほっとしたのも束つかの間ま、明らかに自分の真後ろでごそごそ布団に人が入る気配がするので、ぎょっとなる。

「ベッド、あっちだろ」

「おまえそんな、満まん貫がん目前にして降りるみたいなこと俺がすると思ってんの？」

　紬里にはいまいち意味のわからないことを言いながら、和臣が背中からぎゅっと抱き締めてきた。

　うろたえて、逃げ出そうとしたのに、その感覚の心地よさに紬里は簡単に身動きが取れなくなる。

「すっげぇ体あったかいのな、おまえ」

「さ、さっきまで、風呂入ってたんだから、あたりまえだろ」

　耳みみ許もとで聞こえた声に、紬里は震えを堪こらえようとしてできなかった。

　自分を抱き締めている和臣には、そんな反応がわかりやすいくらいに伝わってしまっただろう。

「まだ汗ひいてねえし……」

　呟いた和臣の唇が、紬里の耳のつけ根や首筋に触れる。触れられて、紬里はまたぞくぞくと小さな震えを起こしてしまう。

　さっきの今で、和臣と二人きりでホテルなんかに泊まって、こうならないはずがないとは思っていた。

　それでも紬里には、ちっとも覚悟なんて決まらない。

「やっぱ……もうちょっとせめて、よく考えてから……」

「考えたって。充分」

　和臣はうなじや肩の方にまで唇をつけてくる。

「バスの中で三時間だけじゃん……」

「自慢じゃないけど、俺は三時間も同じ相手のこと考え続けたことねえぞ」

　本当に自慢にならない。その言いい種ぐさが余計紬里のことを不安定にさせるなんて、和臣は思ってもみないようだった。

「じゃあ、もう三時間考えたら、こういうのやめた方がいいって答えが出るかもしれないし」

「三時間かけて完璧に解といた計算の答えって、後から考えて変わるもんか？」

　和臣の片手が、浴衣の襟えりから入り込んできて、紬里は身を強こわ張ばらせた。片腕で腰の辺りを抱かれ、反対の掌てのひらに胸や脇わき腹ばらの辺りを撫なでられて、微妙に体を捩よじらせる。和臣の触り方には迷いも遠慮もない。

「あ……後になれば、別の公式とか、理論とか、発見されるかもしれないし……」

「現時点で出題者が正解だっつってんのに、認めない理由がわかんねえ」

「俺から解いてくれって言ったわけじゃないだろ、俺は解いて欲しいって思ったことなんてな……んっ」

　指先で胸の突とっ起きを撫でられ、紬里は小さく体を跳はねさせる。紬里の反応を見て、和臣が指をそこに留めると、ゆっくり円を描くようにしつこく触り出した。

「そう？　俺には、解いて欲しいっていうか、出した問題に気づいて欲しくて仕方なさそうに見えたけど」

「違うよ、俺は本当に……気づかれたら絶対、いけない、とか」

　喋しゃべっていると、声が上うわ擦ずってきてしまう。紬里は拳こぶしで自分の唇を押さえた。

　和臣に触れられて、次第に胸の先が堅かたく尖とがりだしてきたのが自分でもわかる。そこだけに感覚が集中して敏感になっていく。

　指で捏こねられるたび、強い快感にまでは至らないもどかしい感じが生まれて、紬里はいちいち体を震わせた。そんなところを他人に触られたことはないし、自分で触ってみたこともない。

　胸を触られて息を荒くするなんて女の子みたいだと思った瞬間、なぜか余計に和臣の指の感触が生々しく感じられるようになった。

「ん……ん」

　声を、息も殺そうとしても、まったく上う手まくできない。

　おまけに音を立ててまた首筋やそのつけ根に唇をつけられ、舌で舐なめ取とられて、両方の刺激に震えが止まらない。

「――やっぱ俺、おまえの反応の仕方好き」

「え……」

　何がだ、と思って紬里はつい相手の方を振り返りそうになったが、耳じ朶だを甘あま嚙がみされて逆に身動きできなくなる。

「前に触った時も思ったけど。我慢してる感じがエロくて可か愛わいい」

「……ッ」

　ドッと、紬里は暗い部屋の中で赤くなる。

　ついでにその『前』の時のことを思い出して、目め許もとも余計に赤くした。

　羞しゅう恥ち半分、怒り半分。

「手、早すぎんだよ和臣は……っ、あの時なんか、おまえ、別に俺のこと好きじゃなかっただろ」

「うん」

　まったく正直に頷かれて、紬里は胸の中が焼けそうになる。

　自分の胸を弄いじっている和臣の腕を、剝はがそうとして両手で引っ張った。

「何だよ」

　和臣は紬里の行動の意味がわからないらしく、怪け訝げんそうな声で訊ねてくる。

「好きじゃない相手とでもできるなら、そういう人とやってりゃいいじゃん、こんなの」

「今目の前におまえがいんだから、おまえとやるだろ」

「別の人が前にいたらその人とやるってことじゃないか」

「あーもう、ほんっとおまえは面倒くせぇなあ」

　心底面倒そうに言われて、紬里はまた胸や腹の奥の方に焼けるような痛みを感じた。

　こんな話をしながら触られていたくなんてないのに、それまで紬里の腹を抱いていた和臣の腕が動いて、浴衣の裾すそを割り腿ももの方へと滑すべり込こんでくる。

「あっ、駄目」

　慌てて紬里がその腕を押さえつけようとしても遅い。

「……あ？」

　再び、和臣が怪訝げに声を出した。

「……何でおまえ、穿はいてねえの？」

「いっ、一回脱いだ下着とか、風呂入ったのにまた穿くの嫌なんだよ、どうしても！」

　さっきシャワーを浴びた時、朝までには乾くだろうと思って下着を洗ってしまった。駅前にはコンビニのひとつもなく、ホテルにも売店がなかったから、着替えなんて準備できなかった。だが暑い中、外を散さん々ざん歩き回って汗をかいたし、そんな下着を二日続けて穿くなんて、紬里には我慢できなかったのだ。

「おまえ、潔けっ癖ぺき症しょうだもんなあ」

　逃げ出したいのに、いつの間にか紬里の両脚には和臣の脚が絡からめられていて、叶わない。

　下着もない剝むき出だしの下か肢しに触れた和臣にはわかってしまっただろう。紬里の体がもうしっかりと反応して、中心が勃たち上あがりかけていることが。

「じゃなくて、俺に襲われる前提で手間を省はぶいたのか？」

「違うっ」

　紬里に腕を力一杯摑まれても和臣は全然気にせず、その茎を指で摘つまみ上あげた。

「可愛いなあ、紬里」

「……ッ」

　ここでその評価は、紬里にとって微妙過ぎる。

「も……やだ、からかいたいだけなら、こういうんじゃなくて……」

「仕方ないじゃん、俺、根がいじめっ子なんだから」

　弱った声で訴うったえても、和臣は理由にもならないことを偉そうに言いながら、紬里を弄る手を休めない。

「……ん……」

　焦じらすように、指だけで表面に触れられるたび、紬里の性器は堅くなっていく。片手でそこを弄もてあそぶようにしながら、和臣の反対の手も、紬里の胸の先を指で捏ね続けている。

　すっかり尖った乳首を、指できつく摘まれ、引っ張られて、かすかだった快感が少しずつ強くなってきた。

　その感じに慣れなくてやり過ごそうとすれば、今度はペニスを握り込まれ、無防備に声を上げてしまう。

「ぁ……っ、……ふ……」

　紬里は和臣の手を押さえることを諦あきらめ、また掌てのひらを口に当てた。そうしていないと、やたら鼻にかかった甘えた声が漏もれそうで怖おそろしい。

　山の麓ふもとにある駅の周りは車通りもなく、静か過ぎてその分自分の声や息づかいがやけに響く。

　それに――和臣の手の中では、先端から滲にじみ始はじめた体液のせいで、濡れた音も。

「もうやだ、本当にやだ、離せよ」

　その音を耳にするのが耐えがたく、紬里は泣き言を言った。

「この状況でやめるわけがないだろ、馬鹿か」

　和臣の指は根元から先端まで繰り返し紬里の形をなぞって、先端では液を塗り込めるようにどれかの指が動いている。やんわりしたその動きで、紬里はもう充分煽あおられ切きっていた。

「む、胸とか、いいよ、あるわけじゃないんだから」

　そして和臣が左手で執しつ拗ように触るのは右の胸ばかりで、片方だけそうされているのに紬里は耐えられなくなってきた。

　だが間違っても「反対側も」などと言えるはずもなく、両方やめてもらえれば解決するのだと、せめてその動きを止めてほしい。

「あるじゃん、こんな堅くなってるのが」

「や……ッ」

　尖った乳首をきつく指で摘まれ、紬里は小さく悲鳴じみた声を上げる。刺激に敏感になっているところに、痛みを感じるほど捻ひねられて、そこからびりびりと痺しびれるような快感が背筋の方まで伝わっていって驚く。

「胸のでかい女でも、感じる部分はここだけなんだってさ」

　そういえば、和臣は胸の大きい女が好きだった。それを思い出して、紬里はどことなくみじめな気分になった。

「……和臣は、つまんないだろ……こんな平らなの触っても」

「……」

　ふと、和臣の手の動きが止やんだ。上も下も両方。

　やめてくれと主張していたのだから、そうされて安あん堵どしていいはずだったのに、紬里は和臣の反応にスッと体が冷える感じがした。

（……怒らせた……？）

　和臣が身じろいで、自分の背中から離れようとする気配。

「か――」

　反射的にそれを振り返りかけた紬里は、自分の意志より先に肩を摑まれて体をひっくり返され、驚いて目を見開く。

「え、……え？」

「うーん」

　和臣はベッドの上うわ掛がけをはね除のけて、仰あお向むけにさせた紬里の腿もも辺りを跨またいでいる。

　その浴衣の襟元は大きくはだけ、中高の部活で鍛きたえられた、細身なのに貧ひん相そうではない胸から腹の方まで露あらわになっている。

　しどけない浴衣姿の和臣が、目を細めて自分を見下ろす姿に、紬里は目を奪われてぼんやりそれを見返した。

　――これまで、嫉妬と共に想像で頭に浮かべたことしかない和臣との行為が、生々しく目の前に迫せまっている。

　一方的に触られた時は、ただ触られるだけで、その感触しか記憶に残っていない。

　でも今、じっと自分をみつめる眼差しは充分いやらしく、和臣が間違いなく自分をセックスの対象として見ていると考えるだけで、とにかくぼんやりと──陶とう然ぜんとしてしまう。

「むしろ真っ平らで、普段は口うるさくてクソ生意気な弟が、俺に乳首弄られて片方だけそんな腫はらしてるのが結構いい」

「……!?」

　品ひん評ぴょうされて、紬里は自分の浴衣もすっかりはだけ、細い帯一本だけで体に留められているような状態であることに、ようやく気づいた。

　慌てて浴衣の襟を搔かき合あわせ、下着もなく剝むき出だしになった下か肢しの辺りも隠すと、その様子を見て和臣が笑う。

　ただからかうだけじゃない、やたら艶つやっぽくていやらしいその表情をまともに見てしまい、紬里はついそれから顔を背そむけた。

「そうやって恥ずかしがって焦あせってるのもやらしくて楽しい。写メ撮っていい？」

「だ、だ、駄目に決まってんだろ!?」

　超絶馬鹿げた和臣の問いに、紬里は声が裏返りそうになりながら即答した。声を上げて笑われてしまって口く惜やしい。

　からかわれているのはわかっていても、恥ずかしいものはどうにもならない。

「わかったわかった。俺だけが見とくから。――ほらもっと触ってやるから、自分で浴衣脱ぎな」

「……やだ、無理」

　和臣の言葉に、紬里は顔を背けたまま強情に答える。

「嫌がっても俺が脱がすだけなんだけど。あ、『じゃあ脱がせばいいだろ』っていうのはつまんないからなしな」

「……何だよ、つまんないからって……」

「紬里に見せて欲しいの。紬里の裸見たいなあ。はい脱いで」

「……」

「俺の言うことは聞くだろ？」

　紬里が本気で拒こばむなんてあり得ないと、確信しきった和臣の口調と態度。

　それが心底口惜しいのに、それでも紬里は実際、和臣の言葉に逆らうことなんてできない。

　――それを和臣が望んでいるのであれば。

「……っ……」

　羞しゅう恥ちを堪えるようにきつく歯を嚙みながら、紬里は震えそうになる手でのろのろ浴衣の襟を開いた。顔を逸そらしていても和臣の視線を感じる。

　和臣にみつめられながら自分から相手に肌を見せているという状況だけで、今は触れられてもいない腰の辺りが疼うずいて、痛いほど茎が張り詰めていくのがわかった。

「すっげぇ、暗いのにわかるくらい真っ赤」

　楽しそうな和臣の声。それが癪かんに障さわってまたすぐ浴衣の前を閉じてやりたくなるのを、紬里はどうにか堪えた。どうせまた同じようにねだられるだけだ。

「か……和臣、いつもこんなねちこい親父みたいなことやってんの？　女の子に嫌がられるんじゃないの？」

　自分のことも傷つけるのは承知で、紬里はせめて仕返しに嫌味を言ってみた。

「いや大体勝手に脱いでくれるから。向こうが」

「……」

　やっぱり傷ついた。和臣には微塵もダメージを与えられなかったのに、自分が振り出した刃物で自分だけをすっぱり斬られる感じに、紬里はくだらない当てこすりを言ったことを悔やむ。

「脱がなきゃこっちが脱がすまでだし」

「じゃあ、どうして俺にはこんなことさせるんだよ……」

　うるさいとか面倒だとか言うくらいなら、自分なんて相手にしなければいいのに。

　そう言ってやろうと口を開きかけた時、和臣の体が覆い被さるように近づいてきた。

「何かいろいろさせたくなるんだよ、おまえ」

「だから、どうして」

　背けている紬里の顔を、和臣の片手が摑む。そんなに力は籠められていないのに、紬里は和臣に従って顔を相手の方へ向けた。

　間近に和臣の顔があることがわかって、目を開けることはできなかったが。

「好きだから。か？」

「……」

　顎あごを摑んだ和臣の手、指の一本が紬里の唇に触れる。

「こんな手て間ま暇ひまかけて構ってやる気になるのも、おまえだけだよ」

　その指で開かされた唇に、和臣の舌が触れる。その淫いん猥わいさに怯ひるんで、紬里はさらにきつく目を閉じた。

「舌出せよ」

　囁くように命令されて、紬里は考える間もなくそれに従う。ぎこちなく唇の間から差し出した舌にも、和臣の舌が触れた。

　きつく吸われて、軽く歯を立てられて、紬里は我慢できずに和臣の首に縋すがるように両手を伸ばす。

「ぅ……、……ん……」

　息苦しさで短く声が上がる。和臣と深く接くち吻づけているのだという事実とその感触に、紬里はあっという間に酩めい酊ていした。

　迷いも戸惑いも見えなくなる。ただ和臣ともっと触れ合いたくて、邪魔に感じた相手の浴衣を腕の方へと押し下げる。和臣はしばらくの間紬里の口こう腔こうを蹂じゅう躙りんして、紬里はそれに上手く応こたえることもできずに、ただ背筋を震わせながら声を漏らした。

　口の奥の方まで舐め取られて、快楽を覚える。本だけで仕入れた知識の『キスだけで立てなくなる』とかいうのが一体どういうことなのかと長らく謎だったが、身を以もって理解した。

　口の中を搔き回されると、それだけで頭がクラクラして、横になっているはずなのにより深いところに落ちそうになる感じがした。

「……ぁ……」

　ようやく和臣の唇が離れ、物足りなさを感じる前に、今度は胸に濡れた感触が当たった。

「あ……っ、あ、ぁ……あ……」

　さっきまで散々自分の口の中を弄んでいた舌や唇で、今度は胸の先を刺激され、紬里は抑えようもなく高い声を零こぼした。その声が響きすぎたのに驚き、咄とっ嗟さに手の甲を口に当てる。

　お互いの唾だ液えきでその辺りが濡れていることに気づいて、紬里はまた一人で赤くなった。

「おまえ、ここ弄られんの好きなんだな」

　さっきは指で触れてもらえなかった方の胸は、和臣の口に触れられる前にもう堅くなっていた。笑った声で言われたあと唇にそれを含まれて、吸われると、指で弄られた時よりももっとひどい快感が襲ってくる。

　多分故こ意いに音を立てて吸われ、痛いほど歯を立てられ、紬里は気持ちよさをやり過ごせずに片手の指でシーツを搔かいた。和臣の下で、絶たえ間まなく脚が動いてしまう。

「も……駄目、駄目、和臣……ッ」

　さすがに、キスと胸への愛撫だけでそうなるのは情けないと思っていても、紬里のペニスはもう限界を訴えて、上を向きながらだらしなく先走りの液を零している。

「待って、もう駄目だから、待って」

　泣き声めいた声で訴えると、胸を弄っていた和臣の唇と舌の動きが止まる。

　紬里がほっとするのも束つかの間ま、和臣は体をずらし、もっと下の方へと頭を移動させている。

「……ッ、無理、無理だって、やだ！」

　弟の悲鳴交じりの懇こん願がんも聞かず、和臣は強引な力でその膝ひざを摑んで折り曲げた足を大きく開かせた。

　和臣は紬里の脚の間で痛いくらい脈打っているもの、その根元を片手で摑むと、一瞬の迷いもなく先端を唇に含んだ。

「……ッ……」

　びくびくと、そうしたいなんてちっとも思っていないのに紬里の腰が大きく震える。

　咥くわえられて、唇で二度扱しごかれただけで、紬里は和臣の口中に精を吐き出した。

「……ぁ……、……」

　震えながら、止められずに二度、三度と射精する。

　状況が信じられず、気づくと紬里は口許を手で覆ったままぽろぽろ涙を零していた。

「……ん」

　ゆっくりと、眉を顰ひそめた和臣が紬里のペニスから唇を離す。和臣も口を手で覆っていた。

　気持ち悪かったんじゃないかと、そう思うと胸が潰れそうな心地になりながらその様子を見ている紬里の前で、和臣は自分の手の中に口にあるものを移している。

「あともう一回くらい抜いてやりたいんだけど」

　言いながら、和臣が濡れた手で紬里の脚の間に触れてくる。

　まだ大きく膝を開かされたままの格かっ好こうで、紬里は全身を固まらせた。

「俺もそろそろ限界っぽいし」

　和臣の指が、一度射精してもまだ萎なえきらない紬里のペニスの下の方を探り、すぐに奥の窄すぼまりに辿り着く。

　何をするつもりかなんて、聞かなくても紬里にもわかっている。

「……あ……の、手……とかじゃ、駄目……？」

　未知の行為に怯おびえながら、紬里は消え入りそうな声で訊ねた。和臣のものを手で触ったり、さっきされたみたいに口で……というのも想像だけで気が遠くなる感じだったが、それでも、そんな場所に何かされるよりはよっぽどマシだ。

「紬里、俺と繫つながりたくないの？」

「……」

　すぐにこういう訊き方をする和臣は狡ずるい。

　でも誘惑するように囁かれて、それに頷かずにいられるほど、紬里も強情ではいられない。

（和臣も、俺のこと好きだ、って言ってるのに）

　だとしたら、紬里が従わざるを得ない状況を作っている和臣のやり方は、狡いだけではないのかもしれないと思った。

「……りたい」

　聞き取れないほど小声で言った紬里の声を、和臣はしっかり聞き止め、笑って頷いた。

「んん……」

　その笑い顔に見とれているうち、すぐに和臣の指が体の中に潜り込んでくる。

　違和感に顔を顰める紬里の唇に、再び覆い被さってきた和臣の唇が触れた。

「ん……ん……」

　また遠慮なく深くなる接くち吻づけに紬里が翻ほん弄ろうされているうち、和臣の指もためらわず紬里の中を侵しん食しょくしていく。紬里の吐き出したもので濡れた和臣の指は、紬里が想像して身構えていたよりもずっと楽に体の中へ呑み込まれている。

　痛くはないがおかしな感じがする。体の内側に入り込んだものが蠢うごめく感触は、快楽と悪お寒かんの曖あい昧まいな線上でどちらかに振り切れることなくフラフラしている。

　そのまま時間をかけて解ほぐされ、どうにか指三本まで受け入れられるようになった頃、和臣がゆっくりとそれを紬里から抜き出した。

「……う……」

「もうちょっと時間かけて……のが、いいんだろうけど」

　紬里から唇も離して、和臣が独り言のように呟く。

「でもマジで限界だ、悪い」

「え……」

　違和感をやり過ごそうと考えるのをやめ、和臣のキスに進んで陶とう酔すいしていた紬里は、大きく体を折り曲げるように脚を持ち上げられ、かすかに目を瞠みはった。我に返って怖おじ気けづく。

「ゆっくり入れるから……」

「……んっ」

　和臣の熱くなった昂たかぶりを、今まで指で弄られた辺りに感じる。その先端にじわじわと開かれ、熱の押し入ってくる感じに、紬里は息を詰めた。

「ん……、くッ……」

　体の中を熱の塊かたまりに貫つらぬかれていくのは、予想以上に辛つらい。紬里は苦痛を滲ませた声を漏らし、でも和臣の熱は止まらず中へ中へと潜り込んでくる。

「……痛……っ……ぅ……」

「力、抜けって」

　宥なだめるように脚を撫でられるが、そう言われても、上手く従うことができない。

「息止めてねえで、吐いて」

「……あ……ッ……ん……」

　どうにか言われたとおりに息を吐き出したところで、痛みに萎えたペニスを握られて、紬里は大きく声を漏らす。

「そうそう、声出せよ……」

　和臣の声が余裕なことに少し腹が立つ。紬里は相手のものが自分の中に入り込んで来た時から瞑つむっていた目を開いて、自分を上から見下ろしている和臣を睨み返した。

「……おっかねえ顔すんな、っての」

　小さく笑いながら、和臣が最後まで自分の昂ぶりを紬里の中へと収めていった。

「……」

　すぐには動こうとしない和臣にいくらかほっとして、紬里はぐったりとベッドに体重を預けた。

「あー……おまえの、すっげぇ狭いなあ」

　怖ろしく心臓が鳴っているので少し落ち着けようと思ったのに、和臣のしみじみした声を聞いて、紬里は頭に血を昇らせてしまう。

「いっ、いいよ、そういう、実況みたいのは……」

「だってすげぇ気持ちいいし。昔他の奴とやった時は、あんまりよくなかったんだけどな」

「……」

　昔、というのは、紬里も目撃してしまったあの和臣が高校生の頃の相手かもしれない。

（そういう話、ここでするか普通？）

　和臣にしてみれば素直な感想なのだろうが、それを聞くこっちの気持ちも考えて欲しい。

　傷ついて顔を背ける紬里の頰に、和臣の掌が触れる。

「男はもう、おまえ以外とはできねえだろうな、俺」

「……」

　一瞬馬鹿みたいに喜びかけてしまってから、紬里はすぐにその言い回しの引っかかる部分に気がついた。

　そっと相手を見遣ると、和臣は何がおかしいのか、にやにやと笑いを含んだ顔で紬里のことを見下ろしている。

「男は……って、女の人とは、まだこういうの、するつもり」

「かもな」

「――」

　和臣の答えを聞いた瞬間、紬里の全身を怒りと、それより強い悲しみが一気に支配した。

（何だそれ……）

　好きだと言われて、ずっと一緒にいると言われて、それが嬉しかったから、今まで我慢してきたこともまだ怖いことも全部呑み込んで、こうやって和臣と繫がったのに。

（……何だよそれ……）

　悲しくて、悲しくて、紬里はそれをもう堪えきれずに、気づいた時にはぼろぼろと盛せい大だいな涙を両目から落としていた。

「……っ……ひっ……」

　大きくしゃくり上げると、それまで笑っていた和臣が、ぎょっとした顔になる。

「おい、ちょ……そんな、いきなり泣くことねえだろ！」

「……は……恥ずかしいのとか……痛いのとか、嫌だけど、我慢して……和臣のこと好きだから、う、嬉しくて、こういうの、してるのに」

　一度泣き声を漏らすと、もう箍たがが外れたように、紬里は全身を揺らして泣いた。

「和臣が、他の人と、男でも女でもするのなんか、ずっと、やだったの……我慢してたのに……」

「悪かったって、冗談だから。ほら泣くなよ、おまえに泣かれるのが一番嫌なんだって言ってんだろうが俺は」

「もういい、そんなにしたいなら、いくらでも他の人とすればいいだろ。どうせ和臣が俺だけのこと見てるなんて、思ってないよ、最初っから」

　泣きじゃくる紬里に、和臣が未だかつて見たことがないくらい、困って弱り果てた顔をしている。

「しないって。紬里以外とはしない、墓の下の親父と母さんに誓ちかう」

「しっ、信用、できない……ッ、っていうか、お父さんたちにそんなこと……」

「じゃあもう今後を見てろでいいから。だから泣き止やめ、じゃないと」

「……何……」

「おまえが啜すすり上あげるたびに、こっち締まって、ちょっと辛つら」

「――ば……馬鹿じゃないの！　馬鹿じゃないの、馬鹿じゃないの、何でそういう」

「だ、だからおまえ、暴れると、せっかく俺が我慢してやってんのに――」

「……ッ……ん」

　眉を顰めながら、和臣が小さく腰を揺すり出す。

　紬里は咄嗟にその腕にしがみついて、また息を詰める。堅くて熱いものに体の内側を擦こすられ、深く穿うがたれて、全身が鳥肌立った。

「力……抜けっ、て」

「……う……、ぁ、あ……っ……あぁ……ッ」

　言われるまま止めていた呼吸を再開したら、今度は声が殺せなくなってしまった。和臣の動きに合わせ、中を犯されるたび、短い声が吐息と共に何度も零れ落ちる。

　痛いのか気持ちいいのか、もうわけがわからない。涙も止まらない。次第に大きくなっていく和臣の律動に、紬里は溺れる人間が縋るような仕し種ぐさで和臣の首にまた腕を回した。
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　和臣に腰を軽く浮かされて、より奥までその熱が届くような感じになる。

　純粋な快感だけではないようなのに、和臣の片手に握られた紬里のペニスは再び堅くなっている。内側から、暴力的に感覚を動かされている気がした。紬里を揺さぶる和臣の動きは早まっている。

「や……やだ、またいく、やだ……ッ」

　与えられている感覚が強すぎて、紬里はあえて思考を手放そうとするまでもなく、何も考えられなくなっていく。

「……ッ……」

　涙で滲んだ視界で見上げると、和臣も辛そうな、気持ちよさそうな、たとえようもなく艶つやめいた表情をしている。

　その表情をみつめながら、紬里は自分の中をより深く穿った和臣が果てたのを知り、自分も再び張り詰めた先端から白はく濁だくした体液を吐き出した。




　　　　　◇◇◇




　結局紬里は翌日の始発には乗れなかった。

　目覚めた時には、すでにチェックアウトの時間もギリギリだったのだ。疲れ果てて眠っていたところを、同じように疲れた顔をしている和臣に起こされ、時計を見て悲鳴を上げかけたが、もうどうなるものでもないので諦めてまっすぐ家に帰ることにした。

「……今日終業式だったのに。これから行っても学校間に合わない、俺、これまで無遅刻無欠席だったのに……」

「え、おまえ学校サボったことねえの？　不健全な高校生だな」

　和臣のふざけた台詞セリフを、紬里は無視しておいた。

　通勤通学時間からも外れてしまい、もともと利用者の少ない電車の中は、乗客がほとんどいない。紬里と和臣が座っている車両には二人きりだ。

　人目もないし、具合が悪いふりで、紬里は座った最初の時に和臣に抱き寄せられたまま、その肩に凭もたれていた。

「大体こんなとこまで来たのはおまえなんだからな。恨うらむなら自分の家出先の選択ミスを選べ、もうちょっと近所にしておけばよかったんだ」

「でっ、でも、俺は始発に乗るって言ったのに、始発まで寝かせてくれなかったのは和臣……で……」

　反論しようとしたのに、それを言う自分の方により打撃がありそうだったので、紬里は語尾を濁にごした。

　一度大きく溜息をついてから、改めて口を開く。

「せっかく私立に行かせてもらってるのに、それでサボったりしたら悪いだろ」

「別に四角四面に真面目になれとは誰も思ってないと思うぞ、兄貴も親父たちも。たまには息抜きだの手抜きだの覚えて、無理ないように楽しくやってくって方がよっぽど」

「息と手ぇ抜きすぎて和臣みたいになったら困る」

「おまえはもうちょっと兄を敬うやまえ。ついでに恋人様だぞ」

「……」

　偉そうな和臣の冗談に、紬里は笑うことができなかった。

　黙り込んでしまった紬里の頭を、和臣がちらりと見下ろした。

「考え込みすぎなんだよ、おまえは。人生で取り戻せないことなんて、故意に人を殺すか大事な人が死ぬかくらいだろ」

　その和臣の言葉にも、紬里は反応できずに黙り込む。

　大事な人が死ぬ、という取り返しのつかないことは、もう自分も和臣も味わってしまっているのだ。

（この上利一兄ちゃんがこんなことになった俺たちに呆れて、嫌いになったら、どうしたらいいんだろう）

　家族を裏切るということに、昨日和臣は『利一郎が婿むこ養よう子しに行ったら』という例を出してきたが、それとは根本的に事情が違う。大丈夫だと言って平然としている和臣に、紬里が気軽に頷けるわけがなかった。

　黙って考え込んでいるうちに、いつの間にか眠ってしまったらしい。気づいた時には乗り換え駅で、もう少し混んだ電車に移動して、紬里と和臣は地元駅まで戻った。

　駅を出て、駅から自宅までの道のりが、やたら遠く感じる。

「調子悪いのか？」

　足取りの遅い紬里に合わせて隣を進みながら、和臣が訊ねてくる。紬里は小さく首を振った。たしかに昨日散々和臣にいいようにされた体は絶好調とは言いい難がたいが、それも今は気にならないくらい気持ちが沈んでいる。

　家に帰って、利一郎と顔を合わせるのが怖い。

（でもとりあえず、今は会社にいるから）

　それだけを救いのように考えながら、紬里は和臣と一緒に一日ぶりの自宅へと辿り着いた。

「ん？　――あれ？」

　ポケットから鍵を取り出して玄関のドアに差し込んだ和臣が、小さく首を捻る。

「開いてる」

「え……」

　和臣が鍵のかかっていなかったドアを開けると、三た和た土きに男物の革靴と、それに女物のローファーがきっちり揃そろえて並べてある。

　それに気づいた瞬間、紬里はその場から逃げ出してしまいたい衝動に駆られたが、まるでその気持ちを読み取ったような和臣に腕をきつく摑まれて踏み止とどまった。

「ただいま、何だよ兄貴、会社サボったのか？」

　和臣に引ひき摺ずられるようにして靴を脱いで廊下を歩き、紬里は居間へと足を踏み入れた。

　ダイニングテーブルのところに利一郎、ソファに茜が座って紬里たちの方に目を向けていた。

「おかえり」

　利一郎と茜と同時に言われて、紬里は二人の顔を見ることができないまま、俯いて口の中で小さく「ただいま」と呟いた。

「ゆうべメールしただろ、紬里はちゃんと俺が連れて帰るって。今朝も、これから帰るつったのに」

　普段どおりの和臣の声に、利一郎がいつもより低い声で返事をする。

「無事に帰ってきたのを確認するまで、呑のん気きに会社なんて行ってられるか。家族の一大事だぞ」

　家族、という利一郎の言葉に、紬里は身を竦すくませる。

「……ごめんなさい……」

　消え入りそうな声で謝る紬里に、利一郎の溜息の音が届く。

「茜さんにもちゃんと謝れ。昨日は和臣から報しらせがあるまでずっとおまえのこと俺と一緒に捜してくれて、今日も休みだからと心配して、学校帰りに寄ってくれたんだぞ」

「……ごめん、茜」

　そっと茜の方を見遣って言うと、安堵したような笑みを向けられて、紬里は胸が痛くなる。茜にも本当に迷惑をかけてしまった。

「いいの。先生から、夏風邪が治ったら成績表を取りに来なさいって伝言預かっておいたわ」

　どうやら学校には茜が上手く言っておいてくれたらしい。

「ありがとう……」

「で、喧嘩の原因は何だ？」

　茜とのやりとりで場を和なごませる余裕もなく、利一郎が紬里と和臣に向かって厳しい口調で追及してくる。

「紬里が家を出るほどっていうのはよっぽどのことだろ。一体何やってるんだ、おまえら。まあ大方和臣がまた紬里のこと必要以上にからかって、怒らせたってあたりだろうけど――」

「……違うんだ、あの、俺が勝手に……」

　利一郎が会社から帰ってくるまでに上う手まい言い訳を考えておこうとしていたのに、思いのほか早い遭遇で、紬里はしどろもどろになってしまった。

　もともと、両親や利一郎に対して噓をつくのが上手いわけじゃない。

（家族なのに、噓なんかつきたくないって思ってたから）

「だから、その原因は何だって聞いてるんだ。別にいつもどおりにじゃれ合いみたいな喧けん嘩かをしてるだけならいい、でも家にいたくなくなるほどの問題だったら、俺は家か長ちょうとしてそれを見過ごせない」

「……」

　紬里は困り果て、隣に立つ和臣の方を窺うかがった。

　和臣は利一郎に叱しっ責せきされてもまったく気にした様子がなく、眠たそうに欠伸あくびを嚙かみ殺ころしている。

　役に立たない、と紬里は蒼そう白はくになった。

「でも、えっと、和臣と俺のことだから、ちゃんと話し合って和解したし……な、和臣！」

「あ？　あー、そうそう、解決解決。兄貴が嘴くちばし突っ込む余よ地ちなし」

「バッ……何でおまえ、そういう言い方わざわざ」

　悪わる怯びれもしない和臣に、少しでもフォローを期待したのが馬鹿だった。和臣は平気で噓をつくタイプじゃない。噓もつかずに平然としていられる神経の持ち主なのだ。

　思わず和臣と言い争いを始めかけた紬里は、深い深い溜息の音を聞いて、我に返った。

「り……利一兄ちゃん……？」

「っていうかなあ、おまえら……」

　利一郎は、椅子に座ったまま、項うな垂だれて頭を抱えている。

「……やっただろ……その雰囲気……」

　唸うなるように言った長ちょう兄けいの言葉を、紬里はすぐには理解することができなかった。

「……え……」

「まあ薄々そうなんじゃないかとは覚悟してたけど、最近のおまえら見てたら……」

「えっ、え」

　うろたえて利一郎から茜に視線を移すと、茜は、他ひ人と事ごとのような顔で明後日あさっての方を向いている。関わらないことに決めているようだ。

　もう一度溜息をついてから顔を上げ、利一郎が弟二人を厳しい目で睨みつける。

「和臣はもうちょっと弁わきまえろ、紬里はまだ高校生だぞ」

「もう高校生だろ、兄貴だって高校の頃はもう年上の彼女に」

「紬里も」

　和臣の反論を遮さえぎるように、利一郎が今度は紬里に呼びかけた。

「女の子に、そういう相談をするんじゃない。いくら茜さんが寛容だって、おまえは男なんだから甘えてたら駄目だろう」

「!?」

　慌てて、紬里は再び茜の方を見遣った。茜は紬里に向けて両手を合わせて謝罪している。

「ご、ごめん紬里、昨日、紬里が家を出ていったり、私にあんなメール送ってくる理由に心当たりがないかってお兄さんに聞かれて、非常事態だと思ったし、つい……」

　紬里は今度こそこの場から逃げ出そうとしたが、今もまだ腕を和臣に摑まれているので、叶わない。

「違うんだ」

　必死に、紬里は利一郎の方へと訴えかける。

「違う、俺が勝手に好きになっただけで……和臣は悪くない、和臣のこと怒らないで」

　利一郎は黙ってじっと紬里のことをダイニングテーブルの方から見遣っていた。

「俺が好きになったのが悪いんだ、せっかく家族にしてもらったのに、ただ兄弟とかそういうふうにだけ思えなくなって、だから」

　どう言い訳していいのか、混乱して、紬里はわけもわからず言葉を続ける。

　利一郎が表情を曇くもらせて自分を見ている姿に耐えられず、項垂れた。

「俺のこと許せないなら俺が出ていくから、だから、和臣のことは許してください……」

「……」

　それ以上言葉を続けられず、黙ってしまった紬里に、何度目かの溜息をついた利一郎が立ち上がる。

　ゆっくりと自分の方へ近づいてくる利一郎の足あし許もとを、紬里は死刑宣告でも受けるような気分で待った。

「紬里」

　目の前までやってきた利一郎に名前を呼ばれて、顔を上げた瞬間、頰に鈍にぶい痛みが走った。

　殴られたのだ、と紬里がわかった瞬間には、利一郎は紬里の隣に立つ和臣の方を、今度は拳こぶしで殴りつけていた。茜が小さく悲鳴を上げる。

　手加減なく殴られた勢いで床にごろごろ転がった和臣が、瞬間的に起き上がって、もう赤くなっている頰を押さえながら利一郎のことを睨みつけた。

「てめぇ！　何で紬里はビンタで俺は握にぎるんだよ！」

「うるせえ、人間性の差だ！」

　紬里が聞いたことのないくらい乱暴な口調で和臣を怒鳴りつけてから、利一郎はもうそちらを無視して、紬里の方に向き合った。

「……紬里は、知ってたんだな。自分のこと」

「……」

　殴られた頰を押さえることもできず、紬里は俯いて頷いた。

「そうか……じゃあ、これまで、一人で抱かかえ込こんで辛かっただろ」

「……」

　優しい声で言われて、あっけなく目に涙が浮かんでくる。

　ここで泣くのは卑ひ怯きょうだと、紬里は懸命にそれを堪えた。

「気づいてやれなくてごめんな。でも、紬里も言ってよかったんだ。言ったとこで何が変わるわけじゃない。何があったって――」

　ちらりと、利一郎が憮ぶ然ぜんとした顔で床に座り込んでいる和臣に、一瞬だけ視線を移した。

「紬里がどんなことをしても、おまえはうちの家族だし、俺の弟だ」

「兄貴、俺は？」

「せっかく縁があって家族になったんだから、それをやめるなんて言うな。俺には紬里に俺のことをいらないって言われるのが、一番堪こたえるよ」

　床から抗議する和臣を無視して、利一郎がそっと紬里の頭に手を乗せた。

　声と同じように優しく頭を撫でられ、紬里は堪えきれずに泣き出してしまう。

「……ごめんなさい……」

「だから兄貴、俺は」

「紬里は昔から和臣のこと慕したってたからなあ、こんな奴なのに……まあ、こうなったもんは仕方がない。正直、諸もろ手てを挙あげて賛成はできないけど」

「……うん」

「父さんと母さんも、きっとわかってくれる。紬里はまだ聞いたことなかっただろうけど、あの人たちも好きなものを守るために自分たち同士を選んで、それでうちの家族を作ったんだ。だから、そういうところで負おい目めは持たなくていいんだからな。俺にも」

「ありがと……利一兄ちゃ……」

　抱き寄せられ、紬里は利一郎の肩に目許を押し当てて小さくしゃくり上げた。

「つーか、美しい兄弟愛はどうだっていいんだけどさあ」

　相変わらず床に座ったまま、殴られた挙あげ句く利一郎と紬里に無視されて不機嫌な顔をしている和臣がまた声を上げる。

「で、紬里、あっちの女はどうすんの？」

　和臣に言われて、紬里は慌てて目許を拭ぬぐいながら、ソファの方を見た。

　茜は利一郎と紬里のやりとりを見て、自分もそっと目許を赤くしている。

　その場にいる他の三人から視線を向けられて、茜は茜で慌てたように目を擦こすってから、紬里に向けて微笑んで見せた。

「学校では恋人同士のフリを続けてもらうわよ」

「……フリ？」

　和臣が首を捻っているのを見て、茜がもう一度笑う。

「その方が紬里にも――和臣さんにも、都合がいいでしょ？」

「茜……」

「もちろん私もその方が助かるんだから、謝ったりとかはやめて。あと、この先しばらく奢おごってもらうから覚悟してね」

　紬里が言おうとする言葉を先読みして、茜が優しい口調で言った。

　紬里は感謝や謝罪をするのを我慢して、頷く。

「うん、小こ遣づかい貯めておく」

「じゃあ私、家に帰る前に来ちゃったからそろそろ行くわ、お母さんが成績表見るの楽しみに待ってる」

　そう言って、茜が立ち上がった。

「ありがとうな、茜さん。いろいろ助かったよ」

　利一郎が声をかけると、茜が少し俯いて、かすかに目許を染めた。

「いえ、私でお役に立てたなら」

「今度改めてお礼するから、紬里に連絡先聞いてもいいかな」

「そんな……でもあの、はい、構いません。じゃあ、失礼します」

　赤い顔のまま、茜が利一郎に頭を下げ、逃げるように居間を出ていく。

　紬里は急いでその後を追った。

「茜、本当に、ありがとな」

「ううん、いいの。それより……」

　恥ずかしそうにしながら、茜が声をひそめて紬里に耳打ちした。

「利一郎さんって、素敵ね」

「えっ」

　どうも昨日紬里を捜したり、今その帰りを待ったりする間に、茜はすっかり利一郎に好意を感じているらしい。彼女の台詞と態度に、紬里はひどく驚いた。

「でも茜、俺以外の男とか苦手なんじゃ」

「だって利一郎さん、紬里に雰囲気が似てるけど、もっと大人で優しくて……」

　茜はひたすら赤くなっている。恥じらって小声で呟く茜はとても可愛いが、しかし。

「っていうか、おまえ、和臣のこと気に入ってたんじゃなかった……のか？」

　以前ファーストフードで和臣と会った時、茜は珍しく相手に対する警戒心や恐怖心を感じさせないような態度を取っていた。自分以外の男にそんな対応を取る茜を見るのが初めてだったから、紬里は彼女にすらやきもちを妬やいてしまったというのに。

「は？　和臣さん？　ああ、だってあの人、全然私に興味ないのがわかってたから、怖くなかっただけよ。私に親しげにしてたのって、今考えれば、紬里に対するあてつけでしょ」

「……はあ……」

「それより利一郎さんは、そんな人がいたらなあって思ってたとおりの人だったの。話しててすごく楽しいし、落ち着くし――あ」

　茜が驚いたように声を上げたので紬里もつられて振り返ると、廊下に利一郎と、和臣の姿もある。

「じゃ、じゃあ私、これで失礼します」

　茜はもう一度頭を下げ、小走りに水みず橋はし家を出ていった。

「兄貴も弟の心配してるふりで、ちゃっかり好みの女に粉かけてんじゃねえか」

「失礼だな、俺は大事な弟の友達に、誠意を以もって接しただけだ」

　頰を濡らしたタオルで冷やしながら呆れた声を出した和臣に、利一郎が大おお袈げ裟さに心外そうな顔をしてそう応えると、居間に戻っていく。

「言っておくけどな、おまえの前じゃいい兄貴ぶってるけど、あいつだって俺とモラルの偏かたよりぶりは同じくらいなんだぞ」

　紬里の方に近づいてきた和臣が、不ふ貞て腐くされたような声で言う。

「クソッ、あの馬鹿力、手加減なく殴りやがって……」

「大丈夫？」

　腫はれ上あがっている和臣の頰がさすがに心配で、紬里は眉を寄せてその顔を見上げ、濡れタオルを押さえる手にそっと触れた。

「大丈夫なわけあるか、奥歯グラグラしてんぞ。――まあ、おまえが後で念ねん入いりに手当てをすれば」

　和臣もそう言いながら紬里の頰に触れようとした時、一度閉まったはずの居間のドアが再び開く音がした。ビクッと、紬里と和臣は揃って肩を震わせる。

「俺も言っておくけどな、紬里が高校生の間は二度と手を出すなよ、和臣！　家庭内に不純交遊持ち込み禁止！」

　声を張り上げて言いたいことだけ告げると、利一郎がまた居間に引っ込む。

　和臣が舌打ちしてから、拍ひょう子しで殴られたところが痛んだらしく顔を顰しかめた。様子についつい笑ってしまった紬里は、和臣がじっと自分をみつめていることに気づいて首を傾かしげた。

「何？」

「だから、言ったろ。問題なんかないって」

「……うん」

　昨日からずいぶんと涙るい腺せんがもろくなっていて、紬里は和臣の思いがけなく優しい声音にすぐ泣いてしまいそうになったが、どうにか我慢した。泣いてばかりだと和臣が困る。和臣を困らせるのが紬里には一番嫌だ。

「おまえは俺の言うこと聞いてりゃいいんだ、俺のもんなんだから」

　軽く頭を小こ突づかれ、その一方的な言葉に言い返したくなったが、紬里はそれも呑み込む。

　基本的に滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな和臣の言うことを全面的に聞けるはずもないが、それでもやっぱり、和臣の命令やお願いを自分が聞かずにはいられないだろうとわかるから。

「そういうわけで、今晩、兄貴が寝静まった後に俺の部屋に来い」

　早さっ速そく聞けない類たぐいの命令が下されてしまったが。

「俺が高校生の間は駄目って言われただろ」

「知るか。おまえ、兄貴と俺とどっちが大事なわけ？」

「どっちも大事な兄弟だよ」

　本心から言うと、機嫌を損そこねるだろうと紬里が身構えたのに、和臣はただ笑っただけだった。

　――まあ結局、和臣の言うことを紬里が聞かなくても、和臣は自分のやりたいことをやりたいようにその日もやるつもりだった……というだけだったが、それはまた別の話。




　　　　　◇◇◇




　夏休みに入っても、紬里は塾の合宿に参加している茜にメールをすることはあまりなかった。どうせメールをしたって、通話中でなかなか返信も来なかったのだ。

　合宿が終わった後は、時々図書館で一緒に勉強したりもしているけれど、夏休み前にお互いがそうしようと思っていたほどの頻ひん度どじゃない。

「兄貴こっそりあの女とメシ喰いに行ったりしてんだろ」

　クーラーをガンガンに効きかせた部屋で、和臣が不機嫌そうに言っている。

「こっそりって、俺は茜から聞いてるけど。っていうかちょっと温度上げていい？　寒い」

「俺は聞いてねえよ」

　床に転がっているクーラーのリモコンに手を伸ばそうとした動きを、後ろから抱く腕に力が籠もり、阻はばまれてしまった。

「寒いんだって。下げすぎだよ設定」

「寒いならくっつきゃいいじゃん」

　和臣の部屋は夏場常に涼しい。寒がりな紬里にしてみれば辛いと思うほど。

「くっつかなくても、温度上げれば寒くないだろ」

　ぶつぶつ不平を言いつつも、紬里はおとなしく和臣の方へと寄り掛かった。ベッドの上、和臣は壁を背にして寄り掛かり、紬里の体を抱き込むようにしている。

　勉強を教わる、という名目を立てなければ紬里が落ち着かないので、一応は床に置いたローテーブルに参考書その他は広げてある。

　でもこの部屋に入ってから、ほとんどの時間を紬里は和臣にくっついて過ごしていた。

　和臣が暑がっているのは、ついさっきまで、二人して汗を搔かくような行為に長いこと没ぼっ頭とうしていたせいだ。

「自分は女といちゃついておいて、弟たちにだけは節度を守れとか言うなんて鬼のような兄貴だ」

「……守ってないじゃん。全然。節度」

　紬里と和臣はすっかり裸だ。紬里はもう汗がひいて寒いし、それに恥ずかしかったから、せめて下着くらい身につけたかったのに、和臣がぎゅうぎゅう抱き締めてきてベッドから降りることもできない。

　学生は夏休み中とはいえ社会人にとってはただの平日、利一郎は今日も朝から会社に通っている。

　見み咎とがめる者はいなかったけれど、それでも口実をつけ、和臣の部屋に引っ込むのが紬里にとってギリギリ許容できる範囲だ。間違っても家族団だん欒らんの場となる居間で、和臣と仲なか睦むつまじくする気など起きなかった。

　とはいえ一応は利一郎の言いつけを守ろうと決意して和臣の部屋に足を踏み入れても、毎度和臣の強引さは拒こばめず、結局はこうしてそれに背くことになってしまっているのだが――

「いいじゃねえか、家族だからって秘密があったらいけないってわけでもねえんだし」

「さっきと言ってること違うんだけど。こっそりとか」

「俺はいいんだ。利一郎は駄目」

　本当に、言っていることが滅茶苦茶だ。

　いちいち真面目に取り合っていたらきりがないので、紬里は和臣といる時は、以前言われた命令ひとつだけをとにかく実行することにしていた。

　――面倒なことは置いといて俺のことだけ考えていろ、という。

（利一兄ちゃんが帰ってきたら、ちゃんと弟に戻るから……）

　そういう使い分けは狡ずるいだろうか、と相談した紬里に、和臣は簡単な調子で『兄貴だって茜と会ってる時は兄貴じゃなくなるんだからそういうもん』と応えた。

（でもまあ茜と会ってる時も、利一兄ちゃんは俺の兄だからってことで、茜のこと安心させてるみたいだけど）

　茜と利一郎の間に恋が芽め生ばえて、それが上手くいくかはまだわからないが、男嫌いの茜が初めて興味を持ったのが利一郎であること、利一郎が大事な親友だと思っている茜に好意を持っているらしいということが、紬里にはとても嬉しい。

「まああいつらが外でこそこそ会っててくれりゃ、俺が紬里を部屋に連れ込んだってうるさく叱る奴もいないし」

「……そういう言い方はすんなよ……」

　たとえ若じゃっ干かん紬里自身もそうは思っていても、口に出して言う和臣のことは一応咎める。

　夏休み、去年までは入れ替わり立ち替わり和臣の友人たちが家に訪おとずれたり、泊まり込みのアルバイトやらキャンプやらで和臣は家を空あけていた。

　今年はもう休みが始まって数週間が経たつのに、いつものアルバイト以外に和臣が家を空ける気配はないし、友達を家に連れ込む様子もない。

「とりあえず、利一郎が帰ってくるまでに」

　言いながら、和臣が紬里を腕の中に抱いたまま、唇で襟足を搔かき分わけて触れてくる。紬里は少し身を竦ませながらも、おとなしく和臣の愛あい撫ぶを受けた。

　今のところ、和臣は宣言どおり、紬里以外の男も女も相手にする様子はない。

　しょっちゅう無茶を言うし、意地の悪いことも言われるし、一応は利一郎との約束があるからそればっかりやるのは嫌だと言っても聞いてくれないが、和臣が自分だけを選んで自分に触れてくれるから、紬里は毎日充分すぎるほど倖しあわせだ。

「でも俺、期末最悪だったから、本当にちゃんと勉強しないとまずいんだけど……」

　それでもついつい拒むようなことを口にしてしまうのは、まだ恥ずかしさも、ほのかな罪悪感も消えないからだ。

「終わったら教えてやる。それか最中に公式を言わせるとかでもいいけど」

「やだよ」

「じゃあ気持ちいいところや喘ぎ声などを全部英語で言え」

　そしてそんな紬里の抵抗は、和臣の前では意味もない。

「何でそういうくだらないことすぐ思いつくんだ……」

「天才だから」

　しれっと言う和臣に、もう笑うしかない。

　紬里は仕方なく折れるふりで振り返り、近づいてきた和臣の唇を自分の唇で受ける。

　そうして、クーラーの温度を上げる必要もない夏休みの日々が続いた。










　　　　あ　と　が　き







　ひさびさの兄弟もの、で、たしか商業誌では初めての兄×弟…な気がします。こんにちは、渡海わたるみ奈な穂ほと申します。多分これが通算四十冊目の単行本です。読み続けてくださってる方、たまたまこの本だけお手に取ってくださった方、どうもありがとうございます。単行本のスタートも兄弟ものだったので、ちょっと感かん慨がい深いです。

　インセスト・タブーに関わる話が好きで仕方なくて、自分ばかりが楽しみすぎて周まわりを置いてけぼりにしがちなため、兄弟ものはなるべく避さけようと思っていたのですが、今回は義理だしまあいっか！　と思いつつ、それはそれでとても楽しく書いてしまいました。

　特に兄弟ものを書く時は、『寛かん容ような方が受』という法則性が自分の中であるっぽくて、だからだいたい弟×兄になるんですが、今回はあからさまに兄より弟の方が寛容だったので弟受になりました。和かず臣おみは兄だけど長男にとっては弟なので、その辺も理由かもしれない。

　最初、本当は長男と血の繫つながらない三男の話として考えていたんですが、気づいたら次男が相手になっていました。変えてよかったな～と思います。利り一いち郎ろうは対外的には常識人なのでなかなか弟と恋に落ちず困っていたんですが、和臣に変えてみたらあっさり大丈夫だった。紬じゅ里りも大変聞き分けがいい優等生かつヤンデレだったんですが、もうちょっと素直な人になって、書いててほんとにずいぶん楽しかったです。ヤンデレはヤンデレで大好物ですけども。




　弟の彼女役に『茜あかね』という名前をつけたのはたまたまだったんですが、今回イラストをつけてくださった阿あ部べあかねさんと被かぶってしまって、若じゃっ干かん申し訳なくも嬉しかったです。アカネっていう響きが昔っから大好きです。

　阿部さんの描かれる和臣が格かっ好こうよすぎて、最初正視できませんでした…！　本当にイラストの力というものはすごいなあ、と感かん服ぷくの至いたりです。紬里もアカネも可か愛わいいし、利一郎も格好いいし、ありがとうございます。キャラクターのところにちょこちょこっとついていた阿部さんのコメントが楽しくて、何度も眺めてしまいました。こういう特典を見られた時、小説家になってよかったなー！　と心底思います。




　今回ちょっといつも以上に頭が煮え煮えしていたんですが、阿部さんのイラストの力＆いつもながら強力な担当さんのサポート＆出版に関わってくださった方々のおかげで無事本が出ます、どうもありがとうございます。読んでくださったみなさんに、少しでも楽しんでいただけることを願いつつこの辺で。またどこかでお会いできると嬉しいです。ではでは！
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３月16日生まれ。魚座・Ｂ型。
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１月20日生まれ。水瓶座・Ｏ型。

漫画家。

主な作品に「奪われること丸ごと全部」シリーズ、「花にくちづけ」（全て新書館）がある。
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